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プロローグ





　――本当にアイツは男らしくない。



　奈な月つきは腹立たしかった。

　もどかしかった。

　そもそも奈月がアイツに冷たく接しているのは、アイツが男らしくなるためだ。

　なのに、あれから二年も経たつのに、アイツは全然変わる様子がない。

　いまだって、学校から帰ってきたアイツは、リビングにいた奈月の姿を発見すると、逃げるように階段を駆け上がっていった。

　怯おびえてるみたいというか。

　なにか気まずいことでもあったみたいというか。

　とにかく気に入らない。

　これじゃあ、ただ仲が悪いだけだ。

「…………」

　じつは、ちょっと思っていたりもする。

　ひょっとして、自分のやっていることはムダなんじゃないだろうかと。

　冷たく接したり罵ば声せいを浴びせたりしても、アイツは男らしくなんかならないんじゃないだろうか。

　それに……。

　本当は、自分はもっとアイツと……。

「……っ？」

　奈な月つきはハッとしたように顔を上げる。

　自分はいまなにを考えていたのだろう。

　もっとアイツと――なに？

「……あーもうっ」

　なんだかよくわからないモヤモヤを振り払うように頭を振る。

　ため息を吐つきつつ、ポケットからケータイを引っ張り出した。

　アイツのことなどどうでもいいのだ。

　それよりいまは……。

　短縮番号を押して、友達の実み央おを呼び出す――。



    

  
    
      


第１話　湯けむりに誘われて





　最近フェレスの様子がおかしい。

　いや、それを言うならアイツは最初に現れた時からだいぶおかしかった。

　奈月とセックスしろとか言ってくるし。

　無理やりキスをして真ま琴ことをしもべにしてくるし。

　そもそも悪魔というのがマトモじゃない。

　しかし、最近のはそういうおかしさじゃなかった。

　なんというか、妙に優しい。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そん。真琴に対して暴力による圧政を行うわがまま悪魔娘のフェレスが優しいのである。



　例の、変態チンピラ三人組による真琴とリリスの誘ゆう拐かい事件のあと、フェレスとリリスの悪魔姉妹が勝手に真琴の家の屋根裏に引っ越してきた。

　その、三日後くらいからだろうか。

　フェレスは真琴にムチャなことを言わなくなった。

　これまでは、やれサキュバス（つまり女）になれだの、ケーキを買ってこいだの、悪魔のしもべだか悪魔のパシリだかよくわからない扱いを受けていた真ま琴ことだったのだが。

　そんな無む体たいな命令が出なくなった。

　加えて、フェレスの愛あい想そがやたらにいい。

　気持ち悪いくらいだ。

　朝は爽さわやかに「おはよう」「行ってらっしゃい」。帰宅すると笑顔で「おかえり」。眠るときもにこやかに「おやすみ」を言ってくる。

　無意味に学校についてきて、真琴の日常生活の妨害をしてくることもなくなった。

　過ごしやすいことはたしかだ。

　もともとこれが真琴の本来の生活なのだ。不意打ちで女にさせられることも、女子から精せい気き玉だまを集めるなんてアホなミッションを行う必要もない。友人の宮みや木き野の覧らん太たとバカな話をしたり、山やま下した鈴音すずのねのちょっとした言動にいちいちドギマギしてみたり（まだ彼女との関係はぎこちないままだけど）。学校から帰ってきたら日課のロードワークで男らしくなるための体力づくりもする。

　そういう、普通の生活。

　当たり前の日常。

　それが、フェレスにこき使われている間、ずっと真琴が望んでいたことだった。

　だから不満はない。

　ない――はずなんだけど、不安にはなる。

　真琴の日常が戻ってきたとはいえ、フェレスとリリスのふたりはいまだにシッカリと真琴の家に住み着いているのだ。

　真琴の部屋の天井に勝手に取り付けられた階段を上った屋根裏に、ホテルのスイートルームみたいに豪華なふたりの部屋がある。

　天てん蓋がいつきのベッドやら豪華な衣装ダンスやら大型プラズマテレビやら。奏かなで家けのものより数段、いや数十段は高価な家具に囲まれて、ふたりはそこで暮らしているのだ。

　その目的。

　ふたりの目的はけっきょくどうなったのだろう。

　フェレスは言っていた。



『リリスの男嫌いを治す訓練はまだ続けなければならないし、我われはまだシュークリームを食べ足りないぞ』



　フェレスのほうはなんか、あってないような理由だけど。

　とにかくそんな目的というか名目でふたりは人間界にとどまっているのだった。

　しかし、リリスが男嫌いを治す特訓を再開する様子はここ数日ないし、フェレスがシュークリームを食べているのも真ま琴ことは見ていない。まあ、こっそり食べているのかもしれないけど。

　ふたりともおとなしいのだ。

　真琴が見ていない間はツボとかランプに封印されているんじゃないかというくらいおとなしい。

　真琴になにか要求してくることもなく。

　もちろん真琴をサキュバスにしてきたりもしない。

　これはかえって不安になる。

　なにか企たくらんでいるんじゃないだろうか。

　なにか真琴に隠れてやろうとしていることがあって、いまはその準備をしているんじゃないか。

　疑ぎ心しん暗あん鬼き。

　あまり健全な思考とはいえないけど、仕方がない。見た目が幼女でも、相手は悪魔なのだ。

　そんな不安を抱えたまま数日を過ごし、フェレスとリリスが屋根裏に住み着いてちょうど一週間たったその日。

　真琴が学校から帰ってくると、



　部屋がメイド喫茶になっていた。



「…………は？」

　その光景を見て、真琴の脳がフリーズしかける。

　いや――もちろん正確にはそこは真琴の部屋で、内装とか家具とかはもとのままだ。けれど、ケーキと紅茶の置かれたテーブルがあって、その両側にメイド服を着た女の子が立っていれば、これはもうメイド喫茶を意識しているとしか思えないだろう。

「…………」

「お、おか、おかかえりなさいませご主人さみゃっ！」

　頬ほおを赤く染めながら、カミカミな感じで言ってくるのは、悪魔娘の妹、リリスである。

　絹のカーテンのようなさらりとした金色の髪。高級な磁じ器きのように白く澄んだ肌。じゃっかん涙が浮いている両目は深い赤色だ。

　お盆を両手で抱えて、少しでも自分の姿を隠そうとしている。

「待ちくたびれたぞ、早く座れしもべ」

　いっぽう、腰に手を当ててニマリと笑みを浮かべ、そんなふうに言ってくるのは姉のフェレスだ。

　口調も態度も、メイドをする気がないとしか思えない。

　妹と同じ白い肌に赤色の目。髪は銀色で、大きなツインテールにまとめられている。

　ふたりとも日本人離れした容よう貌ぼうなので、シックなデザインの典型的なメイド衣装はよく似合っていた。

　しかし、フェレスの外見はせいぜい十歳。リリスにいたっては八歳程度である。その年齢の少女がメイド服を着ているというのは、なんというか、妙な違和感というか倒とう錯さく感かんが……いや、そんなことより。

　ふたりはどうしてこんなことをしているのだ？

「どうした。なにをほうけている」

「あ、いや……」

　フェレスに問われて、真ま琴ことは我われに返る。

「なんじゃ、我らの姿に見み惚ほれておったのか？」

「そんなわけっ――」

　反射的に否定しそうになって、真琴は慌てて口を閉じる。

　フェレスはともかく、リリスのほうまでそんなふうに言ってしまうのはマズい。



    

  
    
      



    

  
    
      　この悪魔娘の妹は、体質の問題で男から精気を奪わなければいけないのだが、極度の男嫌いでそれができない。これまではフェレスが精気を与えることでしのいでいたが、これからは自分で精気を集められるようになろうと特訓している最中なのである。

　彼女が男に近づけないのは、引っ込み思案なのも原因だ。

　自分に自信がないから、思い切って男を誘惑できない。

　だから彼女に、自分には魅力がないと思わせるようなことを言うのは、なるべく避けなければいけない。

「……――まあ、似合ってるんじゃないのか？」

　なので真ま琴ことは仕方なくそう言った。

　とたん、リリスの顔がボッと赤く染まる。

「ああああありが……と、ございま…………す」

　フェレスのほうは真琴の答えに満足げにうなずくと、背中を押して座らせようとしてくる。

「お、おい。待て。着替えくらいさせろよ」

「なにを言う。せっかく淹いれた紅茶が冷めてしまうではないか。貴様のためにわざわざ用意したのだぞ」

「――お前が？　オレのために？」

　かなり不審を覚えながらも、真琴はうながされるままに座ざ布団ぶとんの上に腰を下ろす。

　皿の上には、濃厚な甘みとかすかな苦みを感じさせるチョコレートケーキ。駅前にあるケーキ屋「ハピネス」のものだろう。あそこのケーキはおいしい。思わず唾だ液えき腺せんが刺激される。

　となりには湯気を立ち昇らせるティーポット。

　フェレスは紅茶を淹れるのがうまい。

　悪魔界の八大貴き家かとかいう、人間の世界で言うところの貴族みたいな家柄であるヨハネス家の息そく女じよと名乗る彼女が、なぜそんなことが得意なのかは謎なぞだけど。

　上じよう手ずなのはたしかである。

　正直、断るのがもったいないもてなしではあった。

　フェレスがソツなくカップへと紅茶を注そそぐ。口を開かなければ、メイドとして違和感のない仕草だった。

「お砂糖はいくつですか？」

「あ、ひとつで」

　リリスがちょっと怯おびえながら、角砂糖を入れてくれる。ティースプーンをとって混ぜれば、仄ほのかな甘みの混じった湯気が、穏やかに鼻び孔こうを刺激してくる。

「ほれ、遠慮せずに食うがよい」

「う、うん」

　とまどいながらも、真ま琴ことは言われるままにケーキを食べ、紅茶を飲む。

　おいしい。ビタースイートな味わいが、脳にしみわたるようだ。紅茶も、茶葉を選んでブレンドしたんじゃないかというくらいケーキにしっくりと合う。

「おかわりはどうだ？」

「あ、ありがと……」

　真琴が紅茶を飲み切ると、またフェレスが注そそぎ、リリスが砂糖を入れてくれる。

　そのあとふたりは、専属の侍じ女じよのように両りよう脇わきに控えている。

　なんだろう、この至れり尽くせりな状況。

　真琴はケーキを食べながら、メイド服姿の悪魔姉妹をこっそりのぞき見る。

　フェレスはメイドらしからぬ得とく意い気げな感じの笑み。リリスは自信なさそうにちょっと顔をうつむけている。ふたりともいつもどおりだ。

　しかし――もしかしてふたりはなにか企たくらんでるんじゃないだろうか。なにを？　またリリスの男嫌いを治す特訓とか。

　例えば――。



『あっ』

　フェレスが手をすべらせて真琴のズボンに紅茶をこぼしてしまう。

　もちろんわざとである。

『おおー、すまんすまん。大丈夫かしもべよ（棒読み）』

『うん、だいじょ――』

『火傷やけどしては大変だ。すぐに脱げ』

『うわっ、ちょ、やめろ。自分でするからっ』

『遠慮するな。メイド服を着ているついでだ』

『なんのついでだよっ』

『どうせ着替えると言っていたではないか』

　練習でもしていたかのようにすんなりとベルトをはずし、真琴のズボンを奪い取るフェレス。

　そこへ、今度はリリスが皿をひっくり返して、チョコケーキを真琴のトランクスにべったり――。

　リリスはカタカタと怯おびえるように震えながら手を伸ばしてくる。

『すすすすみません真琴さん！　おおお拭ふきしますので脱いでくださいっ』

『や、ちょっ、大丈夫だからっ』

『でででではこのまま拭きますね！』

『いいってば!!』

『やれリリス！　ゴシゴシと擦こすってやるのだ！』

『がががががんばりますっ』

『頑張るなぁ！』

　フェレスが真ま琴ことの上半身にのしかかって抵抗を封じてしまう。

　羞しゆう恥ちと恐怖で顔を赤く染め涙を浮かべたリリスが、白いふきんを持った手を真琴のトランクスへと伸ばし――……。



（……まさか、な）

　自分の発想にちょっと引いてしまった。

　こんな妄想が頭に浮かんでしまうのも、サキュバスになって人の性せい癖へきを目まの当あたりにしてしまったせいだ。断じて、自分が望んでいることじゃない。ないったらない。

　と、くだらないことを考えていたら、いつの間にかカップが空からになっていた。

「おかわり、お入れしますね」

　今度はリリスがポットを持つ。

「あ」

　スルリ、とその手からポットが滑り落ちた。

　紅茶がこぼれ、真琴のズボンにかかる。

「熱っ！」

「ごごごごごごめんなさいっ。だだ大丈夫ですかっ!?」

　本当にやられるとは思わなかった。



　　　◇



　しかし、さっき想像したような事態になることはなく、真琴は私服に着替えたあと普通にチョコケーキを食べ終わった。

「どうだ？　うまかったか？」

「う、うん。おいしかった。ありがとう」

　真琴の返事に満足そうにうなずくフェレスとリリス。

　結局なんだったんだろう、このメイド喫茶ごっこは。

「ときに、しもべよ」

　と、フェレスがエプロンのポケットから封筒を取り出した。

　封筒には「トリア五周年記念フェア」と書かれている。

　トリアというのは、舞まい鳥とり駅前にある大型ショッピングモールの愛称だ。そういえば、なにやらそんなセールをやっていたような気がする。

　フェレスは得意げな笑みを浮かべたまま、

「ケーキ屋で福引券をもらったのでな。まあ、我われはあんなものどうでもいいのだが、リリスもやりたそうにしていたし、せっかくなので行ってみたのだ」

「え……でも三回とも姉さまが、」

「で！　それが当たったというわけだ」

　リリスの言葉を大声でさえぎりながら、フェレスは封筒を指さす。

「……ふーん。あれ？　でもあそこってトリアじゃないよな。駅前ってだけで。なんで福引券もらえるんだ？」

「いつもたくさん買ってくれるからサービスだと言っておった。補助券というのか？　テーブルに置いていく客が結構いるのだそうだ」

「なるほど」

　あそこは、ケーキ屋のとなりで喫茶店もやっているのだ。

「っていうか、お前いつの間にあの店の常連になったんだよ……」

　この短期間でどれだけシュークリームを買ったのだろう。

　真ま琴ことのお金ではないからいいとはいえ……。

「そんなことはどうでもいい。それよりもそれだ」

「ああ――なんなんだ、これ？」

　と真琴は封筒の口を開き、なかの紙を取り出した。

　そこには落ち着いた色合いの書体で、



　舞まい々まい峡きよう温泉一泊二日の旅ペアチケット。



　そう書かれていた。

「へえ……よくこんなの引き当てたな」

「ふふん。二等で五組にしか当たらないとか言っていたがな。悪魔の手にかかれば軽いものだ」

「……不正とかしたんじゃないだろうな」

　非常に不安になる。

　しかし、実際にそうだったとしてもどうしようもない。「悪魔が人じん外がいの力でインチキしたので返します」などと申告しても、生なま温あたたかい目で追い返されるのがオチだろう。

「……で、どういうことだ？　これに連れて行けってのか？」

「バカを言うな。行きたければ貴様に頼らずとも行けるわ。そもそも、我らなら勝手に飛んでいって、勝手に温泉に入れば済む話だ」

　旅館にとってはいい迷惑だ。

　商売上がったりだろう。

「じゃあどういうことだ」

「――貴様にやる」

　そっぽを向いてそう言ってくるフェレス。

「…………へ？」

「い、いま言ったとおり、我われもリリスも行きたければ自由に行けるのだ。ならば、ただの人間であるしもべの貴様に下か賜ししてやるのが筋というものではないか」

「お前……」

　なぜだろう。

　嬉うれしいはずなのに、素直に喜べない。

　ケーキの次は温泉旅行。いくらなんでもサービスし過ぎではないか。

　なにか裏があるんじゃないだろうか……そう思ってしまうのもムリはないだろう。

　けれど……。

「な、なんだ。あるじからものを賜たまわったのだぞ。もっと嬉しそうにせんか」

「温泉、嫌いでしたか……？」

　フェレスがむくれ顔で、リリスが不安そうな顔でそう言ってくるのを見ると、疑う自分がおかしいような気がしてしまう。

「いや……嬉しいよ。ホント、ありがとう」

　真ま琴ことはふたりに笑いかける。

　するとふたりは顔を見合わせてから、

「まあ……気に入ったのなら、よかった……」

「楽しんできてくださいね」

　フェレスはちょっと照れるように鼻の頭をかき、リリスはかすかに笑みを浮かべながらそう言った。

　そんな姿を見てしまうと、疑念なんか吹き飛んでしまうのだった。



　　　◇



（……にしても、だれ誘おうかな）

　そんなことを考えながら真琴は部屋を出て一階に下りる。

　紅茶があったとはいえ、ケーキの甘さでちょっとのどがかわいた。

　麦茶でも飲もうと、ダイニングへ向かう。

　パッと頭に鈴音すずのねの顔が浮かんで、真琴はあわててそれを打ち消す。

（ばば、バカかっ。誘えるわけないだろっ）

　鈴音すずのねとはあのとき以来ずっと気まずいままだった。マトモに口もきけていない。一緒に旅行など、とんでもない。

　覧らん太たあたりでも誘うのが妥当なところだろう。

　と。

　ダイニングに入ったところで。

「あ」

「…………」

　その場にいた奈な月つきに思いっきり睨にらまれた。

　電話中だったようで、彼女はすぐに目をそらし、会話を再開する。

「……ううん、なんでもない。で、そういうわけだから、どう実み央お？　珍しく土曜日休みだしさ。一緒に行かない？」

　真ま琴ことは内心舌打ちしつつ、彼女の横を通って冷蔵庫へ向かう。

　さっき真琴が帰ってきたときも、なんだかすごい視線で睨んできた。それで真琴は思わず、逃げるように階段を駆け上ってしまったのだ。

　真琴と同じ舞まい坂さか高校の女子ブレザー。

　茶色がかった黒髪をツーサイドでしばっている。血色のいい唇に、小ぶりの鼻。二重まぶたの黒い両目。

　覧太いわく「思わず抱きしめたくなる可愛かわいさ」。ほかの友人は「あんな妹と一緒に暮らせるなんてうらやましい」などと言ってくる。真琴はもちろん、そんなこと思ったこともない。

　津つ堂どう奈月。

　妹。

　というか、妹のようなはとこである。

　ちなみに二年前のとある出来事のせいで、絶賛ケンカ中。

（――のはずだったんだけど）

　麦茶を飲みながら、真琴は気まずさを払ふつ拭しよくすることができない。

　先日、サキュバスになった真琴は、奏かなで真琴とは別人の兼かね田だ真琴として、奈月からとんでもない話を聞いてしまった。



『アイツが男らしくなるために、私はアイツと仲良くしちゃいけないんです』



　そんな、奈月の理由。

　彼女が真琴に対して罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけ、やたらに冷たい態度を取っていたのは、仲良くしている姿が姉妹みたいだったから。

　それで奈な月つきは、男らしくなりたいと思っている真ま琴ことのために、ずっと険悪な関係を維持していた――。

　しかも真琴は、その事実を知ってしまったことを奈月に告げるわけにはいかないのだ。言えば、奏かなで真琴と兼かね田だ真琴が同一人物であるとバラすことになってしまう。

　そんなことを知ってしまって、真琴としてはいったいどうしたらいいのか。

　あれからずっと、真琴はなんとなくぎこちない気分なのだった。

「なにやってんの？」

「！」

　奈月が腰に手を当てて、まゆをひそめた不審顔でこちらを見ていた。

　電話はいつの間にか終えたらしい。

　真琴のほうも、コップの麦茶はとっくにカラだった。

　奈月から見れば、なにも入っていないコップを手に、自分の横でボーッとしている不審人物である。まゆをひそめるのもムリはない。

　真琴は慌ててコップを流しに持っていきながら、

「い、いや、べつになんでもないよ」

「……あっそ」

　ふん、と鼻を鳴らす奈月。

　なぜか、監視でもするように真琴を目で追ってくる。

　いくらなんでも警戒しすぎじゃないだろうか。

　あるいは……この前の発言のせいで、真琴のことを変に気にしてしまうとか。

「――なあ」

「なっ、なに？」

「……いや、なんか用か？」

「っ――なんで私がアンタに用なんか……バッカじゃないの!?」

　表情をさらにけわしくしてそう言い放つと、奈月はイスに置いてあったカバンを引っつかみ、ダイニングを飛び出していった。

　真琴は唖あ然ぜんとしてそれを見送る。

　やはりおかしい。

　いままでに比べて反応がやけに過剰だ。

　そのくせ、罵ば声せいには以前のような鋭さというか冷たさが足りない。

　冷静じゃないというか、迷いがあるというか。

　べつに、兼田真琴に話した内容が真あ琴ににまでバレたわけでもないのだから、これまでどおりの態度でいればいいのに。

　なにか、心境の変化でもあったのだろうか。

「…………」

　まあ、そんなこと考えてわかるわけもない。

　真ま琴ことはため息ひとつ。部屋へ戻った。



　　　◇



「なんだ、浮かぬ顔をして」

　部屋に戻ると、フェレスとリリスはいつもどおりの服装に戻っていた。

　フェレスのほうは、さっきの奈な月つきと同じ舞まい坂さか高校の女子ブレザー。私服はあるのだが、これが気に入っているらしい。リリスのほうは白主体の清せい楚そなワンピースである。

「……べつに」

　真琴はあわてて表情を整える。

　そんな顔をしているつもりはなかったのだけど……。

　フェレスはベッドの上にあぐらをかきながら、ニヤニヤと笑みを浮かべる。

「乳娘を誘って断られでもしたのかの？」

「なっ……バカ言うなよ。それ以前に、誘えるわけないだろ」

　乳娘。

　あまり認めたくないけれど、フェレスのその呼び方はかなり的確だった。

　真琴と同じクラスの女子、山やま下した鈴音すずのね。

　彼女とは、男のときにも女のときにもいろいろとあって、男の真琴はとても話しかけづらい間柄になってしまった。

　一回は告白までしようとしていたのに。

　まあ、アレは真琴の自爆という結果に終わったのだけど……。

　暗い気分に落ち込みそうになるのを、真琴は首を振って追い払う。

　イスに腰を下ろした。

　宿題でもしようかとノートを――

「あの」

　と、ベッドの端に腰かけたリリスが、おずおずと言ってくる。

「な、なんで、えーと、山下さんでしたっけ？　あの方を誘わないんですか」

「うっ……」

　純粋な疑問から発されたのだろうその言葉は、真琴の胸にザクリと突き刺さる。

　くはは、とフェレスが笑い声を上げる。

「そのとおりじゃな。好きなのだから、誘えばいいではないか」

「好っ……お前、簡単に言うけどなぁ」

　真ま琴ことは顔が熱くなるのを感じながらため息を吐つく。

「付き合ってもいない男女がいきなり泊まりとかありえないだろ。それにそもそも――オレと山やま下したさんは、いま全然口きけないし……一緒にどこか行くなんて不可能だよ」

　自分で言っていて悲しくなってくるが、事実だからしょうがない。

　しかし、フェレスはそれをあっさりと笑い飛ばす。

「そんなことで悩んでいるのか。バカバカしい」

「バカバカしいって、お前な……」

「バカバカしいからバカバカしいと言ったまでだ。そんなこと、簡単な話ではないか。口をきけないのなら、口をきけるほうが誘えばよいのだ」

「？　なに言ってんの？」

　禅ぜん問もん答どうか。悪魔のくせに。

「物わかりの悪いしもべだな。だから、男の貴様は乳娘と口がきけないが、女の貴様はずいぶんと仲がいいではないか」

「あ……」

　そうだった。

　サキュバスになった真琴は、鈴音すずのねと普通に会話できる。どころか、下の名前で呼び合うくらい親しくなっているのだった。それならたしかに……。

「って、いやいやいや、ムリだろ」

「む。なぜだ」

「いくら会話できるからって、いきなり旅行に誘ったりしたら不自然じゃないか」

「ペアチケットが当たったから一緒に行く人を探している。これのどこが不自然だ。女どうしだし、なにもおかしなことはないだろう」

「いや、表面上は女どうしかもしれないけど……」

　なんていうか、騙だますことになるだろう、それじゃ。

　しかしフェレスは、ベッドから立ち上がると、真琴の目の前まで浮いてきて、顔を近づけてくる。

　いやに真剣な表情で、

「考えてもみろ。毎日毎日、口がきけない話しかけられないとグジグジグジグジ悩んでいては、いつまでたってもなにも始まらないではないか」

「それは……」

「それよりは、女になってもいいから、ふたりで同じ建物に泊まるのもいいではないか。旅先で男に戻って、偶然行き会ったフリでもすれば、会話のきっかけもつかめるかもしれん。うまくすればそのまま告白したり、さらには……くふふ」

「……なんだよその笑いは」

　しかし、最後の「くふふ」は置いておくとしても、フェレスの言うことももっともだ。

　気まずかろうとなんだろうと、会話するしかない状況になれば、なにか変化を起こせるかもしれない。

　真ま琴ことはうなずいた。

「よし、そうと決まったら、さっそく電話するのだ」

「待て。オレ、山やま下したさんの番号知らないし」

「なんだ。貴様、好きな女の連絡先も手に入れておらんのか」

「悪かったな……」

　やれやれ、と頭を振るフェレス。

　腹立たしいことこの上ない。

「まあよいわ。ならば明日にでも誘うがいい。我われも久しぶりに学校へ行ってみるか」

「げ」

　真琴は思わずうめき声を上げた。
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　で、翌日の昼休み。

　例によってトイレの個室でフェレスに霊力を流し込まれサキュバスになった真琴は、鈴音すずのねを廊下に呼び出した。

「わあ、温泉ですかー」

　真琴の説明に、鈴音はほんわりした笑みを浮かべてそう言う。

「どど、どうかな。今週は土日休みだし。もちろん、鈴音さんがよければ、だけど」

　ガチガチに緊張しながら、表面上はがんばって笑顔を保つ真琴である。

　昼休みで混雑ぎみの廊下とあって、ふたりの距離は近い。

　どれくらいかと言えば、リボンで飾られた髪からかすかにフローラルな香りがただよってくるくらいである。

　あと一歩近づけば胸同士がぶつかりそうだ。

　鈴音も、相手が女子でなければこんな距離で会話はしないだろう。

（ううう……）

　真琴の頭のなかでは「女子が女友達を誘っているだけ」という言い訳が延々とリピートされている。自分に言い聞かせるようにそれを唱えていないと、緊張で意識が飛んでしまいそうだった。

　無限にも感じられるほんの数秒。

　真琴の意識が途切れる寸前に、鈴音はうなずいた。

「もちろん、ご一緒させてください。誘ってもらえてすごく嬉うれしいです」

「…………――いやっっったああぁぁあ！」

　なんて叫ぶことはもちろんなかったけれど。

　鈴音すずのねのその言葉は、真ま琴ことが心のなかでガッツポーズをとるのに充分すぎるほどのものだった。



　こうして。

　急転直下の勢いで温泉旅行が決定したのだったが。

　その旅先で、あそこまでひどい不運に見舞われるなんてことは――

　さすがに真琴も想像していなかった。
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　再び日付は戻って前日の夜。

「っ――なんで私がアンタに用なんか……バッカじゃないの!?」

　真琴にそう言い捨ててダイニングを飛び出した奈な月つきは、階段を駆け上がり、自分の部屋に飛び込んだ。

　カバンを投げ捨てるように床に置き、プールの飛び込みのようにベッドに倒れ込む。

（ああああっ！　もうっ！）

　枕まくらに顔を押し付けて、声にならない叫び声を上げる。

　アイツに対して悪口を言うのは、もう反射みたいなものだった。

　長年そんな接し方しかしていなかったのだから、それも仕方ない。

　とは思うけれど。

　だけど……。

（アイツも、なんで言い返したりしないのよっ。そんなことだから私は……）

　言いがかりとは分かっていつつ、そんなふうに思ってしまう。

　アイツがそんなんだから、自分はこの態度を変えることができなくて。

　だから二人は、いつまでも仲が悪いままで……。

「…………」

　ゴロリ、と仰あお向むけになり天井を見上げる。

　制服のポケットから「トリア五周年記念フェア」と書かれた封筒を取り出して眺める。

　温泉旅行のペアチケット。

「……ふたりで、行ければいいのに」

　できもしないことをつぶやいて。

　奈な月つきはチケットに吹きかけるように、大きなため息を吐ついた。



    

  
    
      


第２話　ふたつ、似た想おもい





　そうして、週末。

　土曜日。

「おはようございます、真ま琴ことさん」

　約束の時間である十時より十分早く、鈴音すずのねは現れた。

　ちなみに、真琴は三十分前から来ていた。

　舞まい鳥とり駅前の広場である。

　ここから電車で数時間のところにある舞まい々まい峡きよう温泉が今回の目的地だった。

「お、おは、おはよう、鈴音さん」

　緊張と寝不足で震える声で、真琴は答える。表情はかろうじて笑みを保っていた。

　それもしょうがない。なにしろ昨日は全然マトモに眠れなかったのだ。たとえ女の状態でだろうと、鈴音と旅行に行くなんて……まったく想像もしていない事態だった。

　ちなみに今はフェレスはついてきていない。朝多めに霊力を注そそがれてサキュバス化したため、夜の十二時くらいまではこのままだという。フェレスはそのころまでに旅館で合流し、真琴を再びサキュバスにする予定である。

　そんなわけで、これは名実ともに間違いなく二人きりの旅行だった。

　緊張しないわけがない。

　真ま琴ことは改めて鈴音すずのねを見る。

　私服姿を見るのははじめてかもしれない。

　白いシャツに、幅はば広ひろのサスペンダー付きスカート。ちょっと大きめのショルダーバッグを持っている。アクティブな感じなのにどことなく清せい楚そ。それは、彼女自身の持っている雰囲気のせいでもあるんだろう。

　ただ――やはりその大きい胸だけは、自然に目が行ってしまうというか、逆に目を向けられないというか……。

「？　どうかしました、真琴さん？」

「い、いや、なんでもないよっ！　似合ってるね、その服」

「ありがとうございます。真琴さんも、ステキです」

　ごまかすように言うと、逆に褒ほめられてしまった。

　ちなみに真琴のほうは、胸元が大きく開いたワンピースである。

　えり周りにフリルがあしらわれていて、首にはネックレスがキラリと光っていた。スカートの下は黒のストッキング。

　なんというか、大人の女性といった感じだ。自分でそう思ってしまうのはヘコむけど。

　もちろん真琴が選んだのではなく、フェレスのコーディネイトだ。いつの間に人間界のファッションなど勉強したのだろうか。

（まあ、旅行に制服で行くわけにもいかないから助かったけど……）

　とは思うけれど、やっぱりちょっと恥ずかしい。

　制服のときとはまた違う気恥ずかしさがあった。

　それをごまかすように、真琴は歩き出す。

「それじゃ、行こうかっ」

「はい」

　ふたりは駅に入り、改札を通ってホームへ。

　と、そこで。

「あら」

　と鈴音が声を上げた。

　どうしたのだろう、と彼女の視線を追って目を向けると、

「……わ、奈つ――津つ堂どうさんっ!?」

「あ……山やま下した先輩に、兼かね田だ先輩」

　奈な月つきがいた。

　細い身体からだにぴったりフィットするティーシャツ、チェック柄のプリーツスカート。それと、ちょっと底が厚めのブーツ。小柄な奈な月つきに似合った服装だった。

　そして手にはキャスター付きのカート。

　どう見ても、旅行に向かうようだけれど――。

「えーと、どこか行くの？」

「――はい。トリアの福引で旅行券当てたんで。学校もせっかく土日休みですし」

「マジかよっ」

　思わず素でツッコんでしまって、真ま琴ことはあわてて口を閉じる。

　不思議そうな顔でこっちを見てくる奈月と鈴音すずのねにひきつりながらも笑みを浮かべ、

「あ、いや……すごい偶然だね」

　そうとりつくろう。

　内心では笑顔どころではない。

　いったいなんの罰ゲームだ。

　この姿で奈月と長時間一緒にいなきゃいけないなんて。

（ん？）

　とそこで、真琴は気付いた。

「あれ、旅行券当てたってことは、だれかと一緒なの？」

　真琴の疑問に奈月はうなずき、

「ええ、今売店でジュースとお菓子買ってきてくれてるんですけど――あ、戻ってきた」

　という彼女の言葉と視線に、真琴と鈴音は後ろを振り向く。

「おまたせナツキチ。これ！　新発売のペパーミントポテチ、すごそうじゃね？」

　とビニール袋から、緑色のポテトチップスというはなはだ毒々しい絵の描かかれた袋を取り出して見せながらやってきたのは、桐きり原はら実み央おだった。

　ぴったりしたシャツの上にカットソーをはおり、下はダメージジーンズ。黒の短髪につば付きの帽子をかぶっている。ちょっと、というかかなり、男っぽい感じだ。

　彼女は奈月のクラスメイトで親友だ。所属は水泳部で、一年生ながら期待のエースだとか。

　実央は真琴たちの姿を認めて目を丸くする。

「わ、か、兼かね田だ先輩っ」

　そしてなぜか慌てた様子で、いきなり直立不動の姿勢になる。

　なんだろう。

　この前教室で奈月がどこにいるのか訊きいたときも、やけに緊張しているような感じだったけれど。

　その横で鈴音が、ほんわりしたまま言う。

「そうかー。じゃあ、四人で楽しめそうだね」

「そうですねっ」

　実み央おがぶんぶん首を縦に振る。

　やはり緊張した様子とはいえ、鈴音すずのねとは普通に会話できるらしい。

　うーん、どういうことだろう。

　実央は手にしていたビニール袋を奈な月つきに押し付けると、

「じゃ、じゃあ私、先輩たちの分の飲み物とお菓子も買ってきますねっ」

　そう言って、売店のほうへ走り去っていった。

　実央の態度は気になるけれど、真ま琴こととしては彼女がいてくれてホッとした。

　どうも、奈月との距離感をはかりかねていた。

　女になっていても、真琴の内心でのぎこちない気分は変わらないのだ。

　安あん堵どの息を吐きつつチラリと奈月のほうを見ると、

「……っ」

「！」

　目が合ってしまった。

　あわてて顔をそむける。

（なんでこっちをジッと見てくるんだ……？）

　もう一度盗み見るように目を向けると、彼女はなんでもない様子で鈴音と会話を交わしている。

「…………」

　結局、よくわからないまま、電車が来るまで真琴は首をかしげていた。
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　電車に揺られること約三時間。

　四人は「舞まい々まい峡きよう温泉」駅を出た。

「っはー！　ずっと座ってたら肩こったー」

　と声を上げて腕を振り上げる実央。

　いまにもそのあたりを駆けまわりそうな様子である。

　しかし、確かにずっと座っていて疲れた。

　真琴も軽く伸びをする。

「綺き麗れいなところですねー」

　と、となりにやってきた鈴音が言ってきた。

　駅前の広場からは、少し離れたところにある温泉街は見えず、代わりに青々と木々の茂った山が眼前に迫っている。

　どこからか、滝の音も聞こえる。

　心なしか、空気も澄んでいる気がした。

「鈴音すずのねさん、ここに来るのはじめて？」

「はい。私、小学生のころは違うところに住んでたので」

「そうなんだ」

　知らなかった。

「真ま琴ことさんは？」

「私は、子供のころに家族で何度か」

　両親と、奈な月つきと一緒に、来たことがある。

　舞まい鳥とりから一番近場の、定番の温泉なのだ。

　奈月を見ると、彼女は目の前にそびえる山を見上げていた。

「奈月ちゃんも来たことがあるんですかー？」

　鈴音の問いかけに、奈月はハッとしたように振り向き、

「あ、はい……そうですね。小さいときに」

　小さいとき。

　そう、ふたりとも小学生のころだ。

　あのころは当たり前のように一緒にいたけれど……。

「みんなー、早く行こー！」

　と、いつの間にかカートを手にした実み央おが道路の向こう側から手を振っていた。

　真琴はそれにため息混じりの苦笑をもらす。

　と。

　視線を感じて目を向けると、また奈月がこちらをジッと見ていた。

「……どうかした？」

「い、いえ。行きましょうか」

　なんでもないふうに笑うと、奈月は実央を追いかけて行ってしまう。

　どうしたんだろう、さっきから。

　もちろん、考えたところでわかるわけもない。

「どうかしました？」

「あ、いえ……」

　鈴音に言われ、真琴は彼女と一緒に奈月と実央を追った。

　温泉街まで徒歩十分、と木製の看板に書かれていた。
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「どうしたんですか真ま琴ことさん。入らないんですか？」

「い、いえ、入ります、よ」

　鈴音すずのねに問われうなずきはするものの、真琴は躊ちゆう躇ちよしていた。

　ホテル「舞まい々まい峡きよう湯ゆう々ゆう亭てい」の５０９号室の扉の前にふたりはいた。

　奈な月つきと実み央おは、

「それじゃあ、ちょっと休んだら、そのへん散歩に行きましょう」

「またあとでー」

　そんなふうに言いながら、向かいの５１９号室に入っていった。

　真琴は、仲居さんに渡された鍵かぎを見つめながら立ち尽くす。

　いや、わかってはいたのだ。

　ただ深く考えていなかった。

　ペアチケットで、ふたりで旅行にくれば、部屋は当然同室になる。

　同室ということはつまり、同じ部屋に布団を並べて寝るということだ。

　鈴音と、同じ部屋で、並んで、寝る、のだ。

　いやいやいや。

（変に意識しちゃダメだ）

　いまの真琴は女なのだ。女どうしで同じ部屋に泊まることのなにがおかしいのだ。

　気にするな。

　あくまで自然に。

「……入ろうか」

「？　はい」

　不思議そうな顔をしながらも、鈴音は部屋に入る。

　真琴も意を決してあとに続いた。

　和室特有の、木と畳の匂においがする。

　真琴の家はどの部屋もフローリングなので、これはめったに嗅かげない。

　馴な染じみがないはずなのに、これを懐かしいと感じるのはどうしてなのだろう。

　そんなことを思いながら靴を脱いで、部屋の奥に進む。



　和室の真ん中で、鈴音が下着姿になっていた。



　真琴は盛大に吹き出して、回れ右、部屋の入口まで戻る。

「ななな、なんで!?　なんでいきなり服を脱ぐのっ!?」

　見てしまった。

　バッチリ見てしまった。

　下着。ピンク。あれだ。真ま琴ことと一緒に入ったランジェリーショップで買ってたヤツ。それに、白い肌。ほっそりした腕と脚。胸、胸が揺れてた。

（うぐ……なんでだ！　女子ってこういうもんなのかっ？　部屋で当たり前のように下着姿になるものなのか!?　人と一緒に泊まってるのに？）

　そりゃあなかにはそういう人もいるかもしれないけれど、鈴音すずのねがそうだというのはちょっと意外……というかけっこうショックだ。

「あ、あの、真琴さん」

「いいいいやあのすすす鈴音さん。でで、できれば、部屋でも服を着て過ごさないっ？　ちょっと、ハードルが高いというか……」

「え？　……！　ち、違いますよっ」

　と、照れたような鈴音の声が聞こえる。

　それから、

「ちょ、ちょっと待っててください」

　そう言う。

　ぱさり、ぱさり、と衣きぬ擦ずれの音。

　どうやら着替えているようだった。

　が、なんだろう、この妙にヒラヒラした感じの音は。

　シュルシュル、となにかを引き抜くような音のあと、小さく「よしっ」と声を上げ、鈴音はこちらに姿を現した。

「あ……」

　その姿を見て、真琴は納得した。

　浴衣ゆかた。

　そう、鈴音は浴衣姿だった。

　爽さわやかな清流を思わせる薄水色に、糸で丁寧に刺繍された金魚が何匹も泳いでいる。鈴音の雰囲気によく似合った浴衣だった。

「どうです？　いいでしょー」

「……あ、うん。すごく似合う」

　見とれているところに問いかけられて、真琴は思わずそう答える。

　すると鈴音は口に手を当てて笑い、

「なんか真琴さんの言い方って、男の人が彼女を褒ほめてるみたいでちょっと照れますね」

「え、や……そんなつもりはっ」

　真琴は慌てて両手を振る。

　なんで普段はそんなことないのに、女のときには男みたいだなんて言われるのだろう。

　理不尽だ。

「そ、それより、それ、持ってきたの？」

　普通、ホテルにこんな立派な浴衣ゆかたは備え付けられていない。

　ペラッペラの布にホテルのロゴが印刷された安っぽいアレが定番だ。

　だから鈴音すずのねの私物なのかと思ったのだけど。

　鈴音は首を振る。

「いいえ、ここにかけてありました。館内で着るのはべつにあるので、これもサービスみたいですよー」

「へぇ……あ、ホントだ」

　見れば、押入れのなかにもう一着浴衣があった。真ま琴ことがいまイメージしたロゴ入り浴衣はふたつある座イスの上に畳んで置いてあった。

　と、その座イスの間の机にあったチラシが目に入る。

「んーと？　『浴衣無料貸し出しサービス実施中』か」

　着物屋と提携した企画だと書いてある。

　なるほど。

　着物を貸すから、歩きまわって宣伝してくださいという感じだろうか。

「へー、面白いな」

「ね。そういうわけなので、真琴さんも着ましょう？」

「えっ？　いや、私はいいよっ！」

「えー、なんでですか。きっと奈な月つきちゃんたちも着てきますよー」

「いや、津つ堂どうさんはともかく、桐きり原はらさんはどうかな……」

　動きづれえ！　とか言って着ない気がする。

「そ、それに私、浴衣――っていうか、着物を着たことないので……」

「だったら私が着付けしますっ」

　ぐぐっと真琴に身を寄せてそう言ってくる鈴音。

　前のランジェリーショップでもそうだったけど、彼女はときどきこうして、急に積極的になる。女子同士だとこういうキャラになるのか、それとも真琴のサキュバス化の影響なのかは分からないけど。

　それはそうと近い。マズい。

　浴衣なので首筋があらわになって、真琴のすぐ目の前に白い肌が迫っている。和服の布に包まれた胸は、洋服のときとはまた違った形の盛り上がりを見せていた。いつもとは、ひと味違う色気。

「ぐっ……」

　そして、至近距離からただようフローラルな香り。

　ダメだ。このままだとなんだかいろいろ堪えられなくなりそう。

　ばっ、と鈴音すずのねから一歩離れて、真ま琴ことはあきらめてうなずく。

「わ、わかった、着るよっ」

「――やったぁ」

　鈴音はそう言って、すごく嬉うれしそうに笑った。



「……やっぱり脱がないとダメ？」

「ダメです。スカートはいたまま浴衣ゆかた着れるわけないでしょう？」

　強い口調で言われて、真琴は仕方なくスカートを脱いだ。

　下着姿。

　例の、メイド服じみたフリル付きではないのがせめてもの救いだった。

　しかし、ランジェリーショップの店員さんには子供っぽいと評された縞しま模も様ようの下着である。鈴音にもそんなふうに思われているのかと思うと、ちょっと恥ずかしい……。

（……いやいやいや、なに言ってんだ。山やま下したさんに下着を見られること自体恥ずかしいじゃないかっ）

　なんというか、そのへんの思考の基準が女子としてのものになってきている気がする。旅行中は確かにそのほうが下へ手たな言動をしなくてすむのでいいかもしれないけど……男としてこれはマズい。

（気をつけよう……）

　などと思っている間に、鈴音は手際よく着付けをおこなっていく。

　浴衣を着せ、肩で位置を決める。前を閉じ、それがズレないようにオビを巻いて――。

「すみません、真琴さん。ここ、ちょっと押さえててください」

「あ、うん」

　真琴はあわてて、言われたとおり浴衣に手を置く。

　手際のよさに思わず見とれていた。

「すごい。上じよう手ずだね。だれかに習ったの？」

「ふふ、ありがとうございます。おばあちゃんが教えてくれたので、小学生のころからできたんですよー。おかげで、夏祭りとか盆踊りのときは近所の家に呼ばれて駆けまわってました」

「へー」

　それはすごい。

　普段は、どちらかというとボンヤリした感じの彼女が、そんなふうに活躍するなんて。

（……オレ、山下さんのこと、なにも知らないんだな）

　もちろん、真琴と鈴音はただのクラスメイトだ。

　会話も、数えるほどしかしたことがない。

　だから、それは当たり前のことなのだけど。

（女になってるときに、こうやっていろいろ知っちゃうのって……なんかなぁ）

　複雑な気分だ。

　鈴音すずのねと話ができて楽しい。

　彼女の話が聞けて嬉うれしい。

　それは事実だけど。

　本来の自分は鈴音と相変わらず口をきけないでいるままなのに、サキュバスの自分――仮の自分だけがどんどん彼女との距離を縮めていっているみたいで……。

　なんかねじれている感じだ。

「そういえば」

　と、鈴音が言ってくる。

「行きの電車で、奈な月つきちゃんがやけに真ま琴ことさんのほう見てましたけど、どうかしたんですかね？」

「え……本当？」

「ええ。最初はにらんでるみたいだったので、怒ってるのかなと思ったんですけど、首をかしげたり、頭を振ったりして、なにか悩んでいるみたいにも見えて」

「…………」

「なにか心当たりありませんか？」

「……さ、さぁ。桐きり原はらさんの買ってきたポテチが口に合わなかったんじゃないかな」

　などとごまかしたけれど。

（どういうことだ……）

　舞まい鳥とり駅のホームで。

　それにこっちについてからも。

　奈月はなぜか妙に真琴を気にしていた。

　やはり、この前真あ琴にに関するアレコレを話したことが気にかかってでもいるのだろうか。

　ねじれているといえば、こっちもそうなのだ。

　奏かなで真琴が知っていてはいけないことを、兼田真琴サキユバスとしての自分は奈月から聞いてしまった。

　いつまでも、男ふだんと女サキユバスの二重生活を続けていると、そのうち取り返しのつかないことになるような……。

「さ、できましたよ」

「！」

　考えに没入していたせいで、ポンと肩を叩たたかれただけでやたらに驚いてしまった。

　真琴は一歩足を動かし、

「あ、」

　その足が浴衣ゆかたの裾すそを踏んでしまった。

「あぶないっ」

　めずらしくあわてた表情の鈴音すずのねが真ま琴ことの手をとるけれど、支えきれない。

　ふたりして畳の上に転んだ。

　幸い、机や座イスにぶつかることはなかったけど……。

「いてて……」

　顔を覆う、なんだか柔らかい感触。

　視界がなぜか闇やみに包まれている。

（ん？　あれ？）

　まくら？　にしてはやけにハリがあって、それに温かい……。

「あ、あの……真琴さん……」

「！」

　直接響いてくるような鈴音の声に、真琴は状況を理解する。

　胸！　これっ、胸!?

「ごごごごごめん鈴音さんっ――っうわ」

　勢いよく上半身を起こすと、ぐい、と身体からだが引き戻される。真琴の腰帯の端が鈴音の身体の下にあるせいで引っぱられたようだ。

　このままではふたたび鈴音の双そう丘きゆうへの顔面ダイブを敢行してしまう。

　真琴は無我夢中で手を差し出し、上半身の転倒を防ぐ。

「ふぁ――っ？」

　転倒は止まった。

　鈴音の妙な声と共に。

　数秒、真琴はなにが起こったのか理解できなかった。

　右手には畳のざらざらとした感触。

　左手にはやけに柔らかく沈み込むような、それでいて押し返してくるような弾力のある感触が――!!

「あ、ごっ、す……」

　ごめん、すぐどけるね、と言いたかった。

　しかし混乱した状況で、そんな言葉が出てくるはずがない。

（ととととにかく手を離さないとっ）

　真琴は左手を持ち上げようとして――またバランスを崩す。

「あっ、んん……っ」

　やけに艶つやっぽい鈴音の声。

　気づけば視界のなかで、彼女は顔を真っ赤にして、恥じらうように視線を横にそらしている。

　なにかに耐えるように、歪ゆがんだ形で引き結ばれた唇。

（うっ……）

　どくん、と真ま琴ことの心臓が跳はね上がる。

　これはヤバい。

　転んだ拍子にふたりとも帯がほどけて、浴衣ゆかたは乱れに乱れていた。

　いくら女同士とはいえ、あるいは女同士だからこそ、これはマズい。

「真琴さっ……この手、はや、くっ……！」

　限界に近いようなか細い声で、鈴音すずのねが懇願してくる。

　その声にゾクリとさせられながら、真琴はなんとか手をどけようと――



「せんぱーい！　早く遊びに行こう……ぜ……――」

「ちょっと実み央お、勝手に開けちゃ…………――」



　派手な音とともに部屋のドアを開けて実央が飛び込んできた。

　続いて奈な月つきが顔を出し。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのままふたりとも、逆再生のようにうしろ歩きで部屋を出ていった。

　空調の音にかき消されそうなくらいの小声で、

「「……おじゃましましたー」」

「――違う！」



　　　◇



「あれは――私が浴衣ゆかたの裾すそを踏んで転んでしまって、鈴音すずのねさんを巻き込んじゃったの。それだけだから」

「そそ、そうですっ」

　ホテルの一階ロビーで。

　改めて着付けをし直した真ま琴ことと鈴音は、奈な月つきと実み央おに弁解する。

　奈月、それに意外なことに実央も、浴衣を着ていた。

　奈月はピンク地に桜が舞う図柄。

　鈴音ほど凹おう凸とつのある体形をしていないので、奈月のほうが浴衣が似合うように感じられた。もっとも、鈴音が清せい楚そな和服美人という感じなのに対して、奈月は可愛かわいい系の雰囲気だけど。

　実央のほうは白地の格こう子し縞じま。彼女は奈月よりもさらにスレンダーで、なんというか、男の子が浴衣を着せられているみたいな感じだ。申し訳ないけど、女装に見えなくもない。

　ちなみに真琴の浴衣は紫地にアサガオ柄だった。四者四様で面白い。

　それはともかく。

　なぜか魂が抜けたような顔をして突っ立っている実央のぶんまで引きうけるように、奈月がじっとりとした目つきでふたりを見てくる。

「……へー。転んであんなに浴衣が乱れるもんですかね」

「ぐ、偶然帯がほどけちゃって」

「そそ、そうですっ。偶然ですっ！」

「……ふぅん。で、偶然で兼かね田だ先輩は手を、あ、あんなところに？」

「うっ……」

「はぅ……」

　言葉につまり、真琴と鈴音は顔をそらす。

　いや、間違いなく偶然なのだけど、胸をはってそう言うには、あの状況は……。

「……」

　問い詰めている奈月自身も、顔を赤くして黙ってしまった。

　沈黙する四人。

　このままでは気まずい。

　真ま琴ことは意を決して言う。

「と、とにかく、あれは偶然だから。べつに私と鈴音すずのねさんが……その、なんかしてたわけじゃないから」

「そっ、そんなことは分かってます！」

　顔の赤みをさらに増して声を上げる奈な月つき。

　実み央おは実央で、

「あれは偶然……偶然なのか……よかった……」

　なんかうつろな口調でブツブツつぶやいているけれど、魂は戻ってきているみたいだった。

「じゃ、じゃあ、とにかく行こうか」

　ぎこちないながらも真琴がそう告げて、四人はホテルを出発した。



　　　◇



「おみやげ屋はっけん！　木刀買うよ木刀！」

「実央、家にもうたくさんなかった？」

「もう二十本くらいあるよ。旅行先じゃ絶対買うからなー」

　どんなコレクターだ。

「この先の遊歩道を少し行ったら、滝があるんですねー」

　と道端の看板を見ながら鈴音。

　ここからでも遠く水が落ちる音が聞こえてくる。

　そうとう大きな滝なのだろう。

「それじゃ、お店を見ながら滝のところまで行ってみよう」

　――そんな感じで。

　温泉街を歩いている間に、気まずい空気はすぐに消えていった。

　これがもし、真琴が男だったらこうはいかなかっただろう。そこは不幸中の幸いというかなんというか……。



　ちょっと大きめのおみやげ屋があったので、見ていくことになった。

　ほかの三人が家族へのおみやげを選んでいる間、真琴はちょっと手持ちぶさただ。

　適当にうろついていると、奈月が難しい顔をしているのを発見した。

　目の前のストラップを手にとって、また戻して……を繰り返している。

「……アイツに――いやなんでわざわざそんなことを。でもせっかくだし…………いやいや、なんて言って渡すのよ……」

　なんかブツブツ言いながら悩んでいる。

　なにやってんだコイツは？

　真ま琴ことが眺めていると奈な月つきは、

「『これあげる』……いきなりじゃ不自然かな。『安かったし、たまたまおみやげの予算があまったからさ』って、これじゃわざとらしいわよね……」

　手にしたストラップを差し出す動きを繰り返し出す。

　渡すときのシミュレーションでもしているのだろうか？　だれに？

「『べ、べつにあんたのために買ってきたわけじゃないんだからね』――意味不明じゃない。『間違って一個多く買っちゃったの。いらないから捨てといてよ』……ほ、ホントに捨てられたらどうしよう……」

　あまりに不審すぎてほかのお客さんの注目を集めそうだったので、真琴は恐る恐る声をかけた。

「あの、津つ堂どうさん……」

「！」

　不意打ちでしっぽをつかまれた猫みたいに飛び上がる奈月。

　勢いよく振り返り、

「――あ、なんだ、兼かね田だ先輩ですか」

「ごめん、驚かせた？」

「いえ、べつに……」

　と言いながら奈月はストラップを戻す。

「あれ？　それだれかに買ってくんじゃ――」

「い、いいんです。どうせアイツも、もらっても困るだけだろうし……」

　結局奈月は、ストラップの横にあった「銘菓・舞まい々まいまんじゅう」を手にとってレジへ向かっていった。家族用だろう。

　じゃあ、ストラップのほうはだれに渡すつもりだったのだろうか？

　…………。

（……まさかね）

　ありえないことを考えてしまって、真琴は首をふってそれを打ち消す。

　きっとクラスの男子にでもあげようと思ったのだろう。

（…………）

　なぜかモヤモヤした気分になりながら、真琴はまた店内を適当に見てまわる。

　実み央おには残念ながら、木刀は置いてないようだった。

　と。

「真ま琴ことさんは、なにか買っていかないんですか？」

　鈴音すずのねが言ってきた。

「わ、私は、いいんだ」

　買うだけ買ったほうがいいかとも思ったけど、だれにあげるわけでもないのにおみやげを買うなんてもったいない。

　それに、家で包み紙やなんかを見つけられると面倒だ。

　鈴音はそれ以上は特になにも聞いてこなかった。助かった。

「あ、かわいー」

　と彼女は視線を移し、ふたりの前に置かれていた商品に目を向ける。

　鈴音が手にしたそれは、髪留めだった。

　ピンに、デザイン化された星の飾りがついている。

　こういうおみやげ屋にありがちな安っぽい感じはあまりなくて、けっこうちゃんとしたものだった。

　そういえば、鈴音はリボンやピンをいつも髪につけてるし、こういうのが好きなのだろう。

　なんて考えている間に、鈴音はその髪留めを棚に戻す。

　ちょっと残念そうな顔をしながら、鈴音はお菓子の箱を手にレジへ向かっていった。

　真琴はその姿を目で追いながら、髪留めの値札を見る。

　たしかに、一個八百円はちょっと高い。

（でも、まあ、他ほかになにも買わないし……いいかな）

　と、真琴は鈴音が置いたそれを持って、鈴音の後ろに並んだ。

「え、真琴さん？」

「うん。えっと……さっきのお詫わびというか……」

「えっ、あ――ぅ……」

　鈴音は顔を赤くしてうつむいてしまう。

　よけいなことを言ってしまったかもしれない。

　真琴はあわててとりつくろう。

「い、いや。とにかく、私があげたいから。だから、もらってくれると、嬉うれしいな」

「真琴さん……」

　鈴音は一瞬びっくりした顔になって、すぐにホンワリと笑みを浮かべた。

「ありがとうございます……ふふ」

「え？　なんで笑うの？」

「だって、真琴さん、やっぱり男の人――っていうか、彼氏みたいだから」

「！」

　なんだろう、これ。

　嬉うれしいけど、なんでこの姿のときに……。

　真ま琴ことは、鈴音すずのねに告白しようとして断念したときのことを思い出す。

　あのとき、鈴音はクラスの女子にこう言っていた。



『奏かなでくんは、女友達のほうが楽しい気がするなぁ』



　で、実際にこうして女友達として接していると、彼氏みたいとか言われる始末。

　嬉しいのやら悲しいのやら。

　複雑な気分すぎる。

　鈴音に続いて会計をして、真琴は星の髪留めを鈴音に渡す。

「ど、どうぞ」

「ありがとうございます」

　にっこり笑みを浮かべて受け取ると、鈴音はつけていたピンを外して、それをつけた。

「どうですか？」

「うん、似合うよ」

　浴衣ゆかたのときにも交わしたやりとり。

　確かに恋人同士も、こんな会話をするかもしれない。

（…………）

　もし。

　もしもだけど。

　鈴音に、兼かね田だ真琴の正体が奏真琴だと――自分が本当は男だと伝えたら。

　付き合うよりも女友達のほうがいいかも、なんて言われずに済むだろうか。

　もしそうなら……。

（…………！）

　真琴はあわてて首をふる。

　もしそうならどうしようというのだ。

　自分が奏真琴だと打ち明けるのか？　ありえない。それはダメだ。

（はぁあ……）

　真琴は内心でため息をつく。

　いまは、鈴音が喜んでくれたことで満足しよう。

　と。

「ずるいっ！」

　今のやりとりを見ていたらしい実み央おが叫び声を上げた。

　突然そんなことを言われて、真ま琴ことは目を白黒させる。

「え？　うんと……桐きり原はらさんも髪留め欲しいの……？」

　さすがにもう一個買うのはなぁ。

　というか、実み央おに買うのなら、もうひとり、奈な月つきだけに買わないというのもひどい。

（……まあいっか）

　ほかに買うおみやげがあるわけでもないし。

　そう思い真琴は髪留めに手を伸ばす。

　それをバスケのディフェンスみたいに止めてくる実央。

「そ、そうじゃなくて、その、えっと……」

「？」

「だからっ！」

　実央は棚の髪留めをつかむと、一瞬で会計を済ませ戻ってきた。

　そして真琴に差し出してくる。

　鈴音すずのねの星と違い、十字架がついたデザインだ。

「あ、上げますっ」

「へ？」

　あぜんとする真琴の手に、押し付けられるように髪留めが乗せられる。

「あの……桐原さん？」

「き、きき、気に入らなかったら、捨てちゃっていいからっ！」

　素の口調で叫びながら、実央はくるりと顔をそむけた。

　その頬ほおが赤く染まっている。

　なんだろう。

（けど……まあ、とにかく）

　真琴は渡された髪留めを髪につける。

「……捨てたりなんかしないよ」

「…………」

「どう、似合う？」

　問いかけに、実央はゆっくりとこっちを向いて。

「はい……ありがとうございますっ！」

　今度は首を縦に振り、お礼を言った。

　なぜか実央は納得したらしい。

　これでどうして「ずるく」なくなるのかよくわからないけれど……。

　とりあえず真琴は笑みを浮かべ、自分もお礼を言う。

「ありがとう、桐原さん」

「はぅう……」

「えー！　ちょ――桐きり原はらさんっ？」

　途端に彼女は貧血でも起こしたようにその場にへたり込んだ。
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　実み央おが必死な様子で大丈夫だというので、滝のところまで行くことにした。

　三人は戻って休もうかと言ったのだけど、実央は頑がんとして譲らなかった。

　うーん、体育会系の根性だろうか。

「せっかく一緒にいられる機会なんだから……」

　おみやげ屋を出るときに、そんなようなことをポツリとつぶやいていたけれど、どういう意味なのかはよくわからなかった。

　温泉街を抜け、森のなかの遊歩道へ。

　狭い道ながらちゃんと舗ほ装そうされている。階段や急な坂もなく、浴衣ゆかたでも楽に歩ける道だった。

　駅に着いた時点でもう遠く聞こえていた滝の音が、どんどんと大きくなってくる。

　気のせいだろうか。すでに、霧でもかかっているみたいに空気が湿っぽい。

　滝の飛沫しぶきがここまで届いているのだ。

　急に、広い場所に出た。

「わあ、すごいですねー」

　鈴音すずのねが感嘆の声を上げ、残りの三人は驚いて無言のままその滝を見上げた。

　正面いっぱいに、急落する大量の水があった。

　道はここで終わりらしく、舗装された広場が、滝のほうへ突き出すように延びている。

　胸の高さくらいの柵さくが半円状に設置されているが、それがなかったら怖くて端まで行けないだろう。

　雨上がりみたいに濡ぬれている地面をそろそろと歩きながら、柵のところまで行く。軽くのぞき込むと、滝は遥はるか下方まで延々と続いている。滝つぼはなんとか見えるけれど、これはかなり怖い。

「落ちたら助からないなーこれは」

「ちょっと実央。やめてよ」

「おーっとナツキチ。柵にそんなによりかかったら危ないぞ～。バキッて折れるかも」

「っ！」

　慌てて手を離し、柵から逃げるようにあとじさる奈な月つき。

　その様子を見て、真ま琴ことは思わず吹き出した。

「……兼かね田だ先輩、ひどいです」

「ごめんごめん」

　謝りながら、しかし笑いは簡単に止まらなかった。

「ふふ」

「あ、山やま下した先輩まで」

「あははは！」

「実み央お！」

　三人に笑われて、顔を真っ赤にして怒る奈な月つき。

　けれど、最後には彼女にも笑いが感染して、四人で笑いあった。

　――何年ぶりだろう。

　奈月とこんなふうにして笑い合うなんて。

（もしこれが男のときだったら……）

　一瞬そんなことを思って、真ま琴ことはハッとする。

　どうして、そんなことを？

　いまこうして奈月と旅行できているのは、真琴が女サキユバスだからだ。

　もし真琴が男だったら、一緒に行動さえしなかっただろう。

　自分はいまは兼田真琴で。

　奏かなで真琴とは別人だから奈月とこうして笑い合える。

　それだけのことだ。

（…………）

「そろそろ戻りましょう、兼田先輩」

「あ、うん、そうだね」

　奈月に呼ばれて、真琴は我われに返る。

　三人を追って、滝をあとにした。



　　　◇



（なんだろう……）

　奈月は疑惑が自分のなかで少しずつ大きくなっていくのが止められなかった。

　滝をあとにして、ホテルへ戻る真琴のうしろ姿を見ながら……。

（そんな……そんなはずないのに）

　さっきホテルの部屋で、鈴音すずのねともつれ合って倒れているのを見たとき。

　着物がはだけていてちょっと見えてしまっていた。あの体形は絶対に女だ。

　それに、前に体育倉庫に閉じこめられたときも、下着姿を見ている。薄暗い場所だったからとはいえ、見間違えるはずがない。

　兼かね田だ真ま琴ことは女だ。

　なのに。



（どうして、ときどきアイツと話してるような気がしちゃうんだろ……）



    

  
    
      


第３話　星空の下の全裸





　そんな感じで、四人はほぼずっと行動をともにしていて、

（告白とか、そういう雰囲気じゃないよなぁ、全然）

　真琴と鈴音すずのねはふたりきりになることはなかった。

　そもそも、深夜十二時に男に戻るまで真琴はずっとサキュバスのままなのだ。それでどうやって告白できるというのか。

　スキをついて鈴音とふたりきりになったところでなんの意味もない。この身体からだで告白してオーケーされたらかえって困る。

　夜まではおとなしく旅行を楽しむしかないだろう。



　夕飯は部屋食だった。

　せっかくなので、一部屋に四人分運んでもらい、全員で食べた。

　相変わらず、実み央おがなんか赤くなったり慌てだしたり急に真琴から距離をとったりと様子がおかしかった。

　旅行でテンションが高い、というわけでもないようだし。

　かといって具合が悪いわけでもないようだし。

　よくわからなかった。

　本人がなんでもない、大丈夫と言うので、問題はないと思うけれど……。

　奈な月つきは奈月で、相変わらず真ま琴ことのほうを気にしている様子だった。

　会話自体は普通に交わしているのだけど、ふとした瞬間にジッとこちらを見ていたりするのだ。

「どうかした？」と訊きいても「なんでもない」と首を振るだけ。

　わけがわからないまま、料理だけが減っていった。



　そして、夕食後。

「それじゃそろそろ、温泉に行きましょうかー」

　鈴音すずのねがおもむろに立ち上がってそう言った。

　温泉。

　そう、ここは温泉なのである。

　家の風ふ呂ろとはひと味もふた味も違う湯ゆ殿どの。

　身体からだを心地よく温める源げん泉せんかけ流しの湯。

　ふたりの妙な態度はとりあえず忘れよう。

　ここ半月ほど妙な出来事に巻き込まれまくって疲れた心身を、ぜひぜひここで癒いやしていきたいところだった。

　奈月と実み央おはいったん自分たちの部屋に戻って着替えなどを取りにいき、部屋の前の廊下で集合。四人は最上階にある露天風呂へ向かった。
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「こっちは『日の湯』、あっちが『星の湯』。いまはこっちが女湯なんだな」

　入り口にかけられたのれんを見ながら実央が言う。

　このホテルには露天風呂がふたつあり、それぞれ見える景色が違う。なので、日替わりで男女を入れ替えるらしかった。

　今の時間は東側にある『日の湯』が女湯で、西側にある『星の湯』が男湯。清掃時間をはさんで、夜の十時以降は逆になるようだ。

「間違えたら大変ですねー」

　という鈴音に、

「さすがにそれはないですよぉ」

「だよなー」

「……あはは」

　奈な月つき、実み央おはそれぞれ笑いながらうなずく。

　真ま琴こともそれにならって笑いはするものの、笑っている場合ではない。

（まずいだろ、これ……）

　うっかりしていた。

　温泉だ。

　そう、真琴たちが今来ているのは温泉なのである。

　よっぽどのことがない限り、大抵の温泉は混浴ではない。

　そして混浴でもない限り、水着やタオルをつけたまま湯に入ることは認められない。

　この「湯ゆう々ゆう亭てい」も例外ではない。

　男女はきっちりとわかれているし、それゆえに水着やタオルは禁止されている。

　つまり、真琴は今から、奈月と、鈴音すずのねと、実央と一緒に、裸で、全裸で、すっぽんぽんで、風ふ呂ろに入らなければいけないのである。

　ムリだ。

　っていうかムリだ。

　死んでしまう。

　いままでやってきた精せい気き玉だま集めのときの苦労なんか目じゃない。

　これはたぶん、男として越えちゃいけないラインだと思う。

　真琴はそのライン（具体的には脱衣所へと通じるのれん）から一歩ずつ後退していく……。

「――あれ。真琴さん、どこに行くんですー？」

「うっ……いやその……」

　さりげなーくエレベーターで自室に戻ろうとしていたところを、鈴音に見とがめられてしまった。

「あ、その、えーと……私は、部屋のお風呂にはいろうかなーなんて思ったり」

「なんでですかー？　ここまで来たのに。せっかくだから一緒に入りましょう」

「そうですよ、兼かね田だ先輩」

　奈月が余計な援護をしてくる。

　実央も、

「そそそ、そうですよ先輩っ！　私、お背中洗って差し上げますからっ！」

　……この子はなんでこんな鼻息あらくしているのだろう……？

　と思っていると、実央に腕をつかまれた。

「ささ、行きましょうっ！」

「わ、ちょ、待って」

　奈な月つきと鈴音すずのねも真ま琴ことの背中を押してくる。

　結局、三人に連行されるようにして真琴は女湯「日の湯」ののれんをくぐった。

　そして……。



（死ぬ！　もー死ぬ！）

　入る前からのぼせたように頭をくらくらさせながら、真琴は脱衣所から露天風ぶ呂ろへと足を踏み出す。

　週末とはいえ旅行シーズンではないからか、風呂はそこまで混こんでいなかった。

　これで、満員御おん礼れい状態だったら、出血多量で病院行きになっていたかも知れない。

「大丈夫ですか真琴さん？　お部屋で入りたかったのは、ひょっとして調子が悪かったからなんじゃ……」

　心配そうに眉まゆ根ねをよせて言ってくる鈴音。

　彼女のほうを見ないようにあさっての方向に目を向けながら、真琴は答える。

「い、いや、違うんだ。大丈夫、なんともないよ」

　ここで調子が悪いなんて言ったら、妙な心配をかけて旅行が楽しくなくなってしまうかも知れない。ただでさえ兼かね田だ真琴は、保健室登校なんていうやっかいな設定なので、心配されやすいのだから。

　しかしもちろん、なんでもないわけがない。

　目をそらしていても、わかる。

　視界の端に映っている。

　タオルで隠された鈴音の胸が、彼女が一歩二歩と歩くたびに、ゆさりゆさりと揺れているのが。

　いまや彼女の双そう丘きゆうの振動を阻むものはなにもないのだ。

　ふたつの球体は、もはや何物にもさえぎられることなく、周囲の空気を揺さぶろうとばかりに動いている。

　これは危険だ。

　真琴にとってはもはや、精神攻撃だ。

　真琴は鈴音が視界に入らないように反対側を向く。

「す、鈴音さん。まずはあっちで身体からだを洗わないと」

　と、シャワーのあるほうへ向かう。

　と。

「――――！」

　真琴は声にならない絶叫を上げる。

　そちらには奈月と実み央おがいた。

　もちろんなにも着ていない。

　立ち上る湯気と、身体からだを洗う石せつ鹸けんの泡で概おおむね隠れてはいたが、それがかえって上気した頬ほおや肩や腰を際立たせていて――っ！

「…………」

「あれ？　真ま琴ことさん、なんでふたりと反対側に行っちゃうんですか？」

「い、いや、狭いかなぁーと思って」

「あ、兼かね田だ先輩っ！　こっち来てください、お背中――」

「大丈夫！　自分で洗えるからっ」

　叫ぶようにそう答えて、真琴はふたりが見えない場所のシャワーを使う。

　さっさと髪を洗って身体を洗って、湯船に入ろう。ここの温泉はかなり濁にごった白色の湯だった。そこに入ってしまえば、みんなの裸を見なくても済むはずだ……。
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「あぎもぢ」

「実み央お、オヤジ臭くさいよ……」

「ふふ。でも、ホントに気持ちいい。いい湯ですねー」

「そ、そうだね……」

　露天風ぶ呂ろは、ちょっと高めの壁に囲まれているだけで、天井は完全になし。本当に三百六十度の空を望める湯船だった。今夜は雲も少なくて、一面の星空。最高の眺めだ。

　ちょっと熱めのお湯も心地いい。

（これでひとりだったら、もっとリラックスできるんだけど……）

　たしかに、湯船に入ってしまえば白く濁った湯でみんなの身体は見えなくなった。

　けれどそれは身体の下のほうの話で、胸元あたりまではバッチリ見えているのである。

　なんというか、下が隠されているぶん、かえって想像力を刺激される。

　ほかほかと火ほ照てった三人の白い肌は、妙な色気を醸かもし出している。

　しかも、さっきから鈴音すずのねの大きな胸が、お湯の波にユラユラと揺れていた。

　昼間、思いっきり触れてしまったあの胸が……。

（うっ……）

　真琴は星空を眺めるふりをして、そちらをなるべく見ないようにする。

　奈な月つきと実央のふたりは思いっきり目を奪われていた。

　そう言えば奈月は胸のサイズを気にしているみたいだったし、ムリないかもしれない。実央のほうはよくわからないけれど。

（……まあ、あの大きさは目をひくよな）

　そのせいで、昔はからかわれたなんて言っていたし。

「……山やま下した先輩、やっぱり大きいですね。胸」

「や、もう、やだなー奈な月つきちゃん」

「いやいやいや、そのサイズは驚異ですよ先輩っ！　男どもの注目集めまくりっ。っていうか私もちょっと揉もんでみたい……」

「ちょ……実み央おちゃん、やぁっ」

　バシャバシャと湯が跳はねる音。

　聞いているだけで楽しそうである。

　参加できなくて残念、なんて思ったりはしない。絶対。

　なにしろ、参加しようと思えばできてしまう状況なのだから危険だ。

　真ま琴ことは理性を保つために素数を数えるが、数学はあまり得意でないのですぐに行き詰まった。

（…………）

　しかし――鈴音すずのねも胸のサイズを話題にされて嫌がっている様子はない。コンプレックスは解消されつつあるのかもしれない。そのきっかけが真琴の言葉だとしたら、それはちょっと嬉うれしい。

（……ま、女のときの話だけどさ）

　というか、男のときにあんなことを言ったらセクハラだろう。

　不意に、三人のほうから聞こえてくる水音が派手になった。

「もー、そんなに触るなら、私も触りますよー」

「ひゃっ、ちょ、山下先輩くすぐったいってーのっ」

（…………）

　ヤバい。

　聞いているだけで鼻血が出そうだ。

　これは、さっさとこの場を退散したほうがいいかも……。

　と思っているところに。

「どうしたんですか。ずっと空ばっかり見て」

「……津つ堂どうさん」

　となりに奈月がやってきた。

　呼びかけられて、思わずそちらを見てしまう。

　いつもはツーサイドアップにしている髪を、頭のうしろでひとつにまとめている。そのせいで、ほんのりと赤いうなじが丸見えだ。首から肩、鎖骨、胸元まで、白い肌が上気していて、しずくがのって、いやに色っぽく見える。

「……っ」

　真ま琴ことはまたあわてて目をそむける。

（なんでこんな、ドキドキしなきゃならないんだ……っ）

　家でしょっちゅう風ふ呂ろ上がりのコイツを見ているじゃないか。

　アレと同じだ。同じ同じ――。

　真琴は、壁際に置かれた岩から出てくる温泉のお湯の流れに視線を集中させた。

　それからようやく、奈な月つきに答えを返す。

「うん……なんか、懐かしいなと思って」

「懐かしい、ですか？」

「私も、家族で何度かここに来たことがあって。そのときもこうやって空を見上げてたなぁって。街で見るより、ずっと星の数が多いよね」

「そうですね……このホテルじゃないですけど、私も家族で何度か来ました。あのときも星が綺き麗れいで……」

　そう言って空を見上げる奈月。

　しんみりとした顔。

　そうだ。

　家族で来たとき、真琴と奈月はふたりで星を見たのだ。

　あれは、温泉街をふたりで散歩しているときだった。



    

  
    
      



    

  
    
      （だよなー……わざわざふたりで一緒に歩くくらい、仲良かったんだ……）

　いまではとても信じられないけれど。

「あのころは――」

　記憶の再生が、奈な月つきの声で中断される。

「あのころは、まだ、私とアイツはケンカなんかしてなくて、すごく仲が良くて……アイツが男とか女っぽいとか、全然気にしてなかった……」

「…………」

　ズキリ、と痛むように真ま琴ことの心臓が高鳴る。

　真琴が男か女か。

　それを気にするようになったのは二年前の事件が原因で。

　あれは、真琴のせいと言えなくもない。

「どうしてそんなの、気にするようになっちゃうんでしょうね。私とアイツが、本当の兄妹きようだいじゃないからでしょうか。だったらいっそただの兄妹だったほうが、っ……」

　急に不自然に途切れた声に、真琴は奈月を見る。

　その表情を確認するより早く。

　バシャバシャッ、と。

　奈月は両手でお湯をすくい、顔を濡ぬらした。

「津つ堂どうさん……？」

「こ、ここのお湯、美肌にいいって書いてましたよ。お肌、つるつるになるんです。あ、でも、兼かね田だ先輩はそんなの必要ないくらい綺き麗れいですねっ」

「…………」

　なんだかムリしてるような、カラ元気みたいな奈月の声。

　なんだ？

　どうしていきなり、そんな声を出すんだ？

　そんな声を出さなきゃいけないくらいなら、もういいじゃないか。

　いまの真琴と奈月の関係は、すれ違いの結果生まれた、誰だれも望んでいない形だ。

　だったら……。

「津堂さ――」

「わ、私そろそろ上がりますねっ」

　と、真琴の言葉を遮るように、奈月が立ち上がった。

　思わずその裸体を見上げそうになって、真琴はあわてて目をそらす。

　その表情は見えなかった。

「私もそろそろ出ようかなー」

　と実み央お。

「あ、実み央おちゃんズルい。わたし、ほとんど触ってないよー」

　それを追うように、鈴音すずのねも立ち上がる。ふたつの白い大きな球体がぷるん。ヤバい！　ヤバい！　真ま琴ことは「もういっそ」と目を閉じる。

「兼かね田だ先輩はどうします？」

「わ、わ、私はもうちょっと。気にしないで先に行ってて」

「そうですか？　じゃあ、ごゆっくり」

　ざばり、と奈な月つきも立ち上がる音が聞こえる。

（……ふぅ）

　真琴は内心でため息を吐つく。

　いま自分は、奈月になにを言おうとしたのだろう。

　自分も、いまの奈月との関係を望んでいない。だったら――どんな関係を望んでいるというのか。

　昔みたいな、仲の良い兄妹きようだいの関係？

　一緒に買い物に行ったり、外食したり、友人から姉妹と間違われるような？

　それとも――

（――いや）

　真琴は思考を中断した。

（いまそんなこと考えたってしょうがないじゃないか。いまそれを奈月に言えるわけでもないのに……）

　兼田真琴が奏かなで真琴の気持ちを伝えるわけにはいかないのだ。

　でも、だったら。

（…………オレ自身は、どうしたいと思ってるんだ――）

　と。

「ひゃっ」

　短く、鈴音の悲鳴が響いた。

　真琴が目を開けると、目の前にふたつの球体が。

「――――！」

　頭のなかが一瞬で真っ白になる。

　真琴はとっさに両腕をつきだした。

　考えての行動ではもちろんなかった。ただの反射だ。

　伸ばした両手は、こちらへ倒れこんできた鈴音を支えた――のはよかったが。

「だ、大丈夫、鈴音さ――っっっ！」

　右手が鈴音の胸を押さえていた。

　サキュバスの能力。性せい癖へきを解放する右手が、よりによって鈴音の精せい気き玉だまがある胸に、思いっきり触れてしまっていた。

　真ま琴ことはあわててその手を引きはがすが、当然もう手遅れ。

　右手が熱を発しだした。

（――くっ。このままじゃあのときの二の舞に……！）

　しかも今回は奈な月つきと実み央おが見ている。

「――ごめんっ！」

　鈴音すずのねを押しのけるように、真琴は逃げ出す。

「真琴さぁん待ってーぇ」

　妙に色っぽい、誘うような声が聞こえてくるけど、もちろん待つわけがない。

「なんとか逃げ延びられ――ってうわああ！　どいて！」

　進路に奈月と実央がいた。

「え？」

「わっ」

　どんっ！

　激突。そして、三人はもつれるようにしてお湯のなかへ転落。

「ぐっ……」

　白く濁にごった湯は、プールとはずいぶん感覚が違う。真琴は焦って手足をバタつかせる。

　奈月と実央のふたりも激しくもがいて身を起こそうとする。

　三人は何度かぶつかり、もつれ――なんとか顔を湯の上へと出したときには、

「兼かね田だせんぱぁい」

「あは――」

「うわぁっ！」

　奈月と実央がトロンとした目つきで真琴を見ていた。

　どうやら、湯のなかでもがいているあいだに性せい癖へきを解放してしまったようだった。

　そして背後からは鈴音が、

「真琴さんの肌、ぷるぷる……舐なめさせてよぉ」

　そんな甘い声を上げて迫ってくる。

　冗談じゃない。

　１対１であれだけとんでもない目に遭っているのだ。

　三人がかりで迫ってこられたらどうなるのか想像もつかない。

（っていうか……三人とも身体からだが丸見え……っ！）

　性癖を解放された彼女たちが、自分の裸身を隠すはずもない。

　真琴は慌てて目をそらす。

「くっ……」

　逃げる以外に選択肢は思いつかなかった。

　真ま琴ことは奈な月つきと、背後の鈴音すずのねの間をすり抜けて湯船を飛び出す。

　が。

　不運はどこにでも転がっている。

「っうわ！」

　文字通り床に転がっていた石せつ鹸けんに足をとられ、真琴は尻もちをつく。

　なんとか手はついたけれど、衝撃になかなか起き上がれない。

「いてて……」

　そんなことをしている間に。

　むにゅ。

「！」

　背中になにかが押しつけられる。

　いや、なにか、なんてそんな曖あい昧まいな感触じゃない。

　柔らかくて、それでいて押し返すような弾力があって、二箇か所しよだけ妙にハッキリした主張をしてくるそれは――。

「すすすす鈴音さんっ！」

　悲鳴のような声で呼びかけ真琴は身をよじる。

　が、鈴音の腕が背後から真琴の胴をシッカリと拘束。手遅れだった。

　仰あお向むけに寝転んだような体勢の真琴はそれだけで身動きがとれなくなる。

　そして。

「はむ」

「ふぁひゃあああぁっ！」

　耳に鈴音の唇が。

　上唇と下唇で耳じ殻かくを挟んでなぞり、その隙すき間まから舌が穴を目指して伸びてくる。

「ちょ……わ、やああぁ！」

　ぞわぞわぞわ、っと真琴の全身を謎なぞのしびれが襲う。

　舐なめぐせ。

　鈴音の解放された性せい癖へきだった。

　そして今回はこれだけでは済まない。

「せんぱいのあしぃ……」

「――桐きり原はらさんっ!?」

　いつの間にか正面に回っていた実み央おが、真琴の脚にからみついてきた。

　まるで蛇のように、両腕両脚を駆使して全身を密着させてくる。

　実央の性癖。脚フェチ。

（しかも今回は水着なしじゃないかっ！）

　太ももに、ふくらはぎに、足の指先に、危険な感触が。

　しかも実み央おは、少しずつ身体からだをのぼらせてくる。

「ちょ、桐きり原はらさん、これ以上は……ダメっ」

「ヤですっ。もっとぉ！」

　スリスリと、全身で感触を楽しむように、実央はじわじわと真ま琴ことの脚を責めてくる。

　口の端からだらーんとよだれをこぼしていた。

「ちょっとっ……ホント、これ以上はマズいって！」

　しかし、さらに最後のひとりが残っているのだった。

「――うふ、うふふふっ」

　奈な月つきだ。

　いつの間に取ってきたのか、彼女の手にはボディソープのボトル。

　それを自分の身体で泡立てたらしい。

　肝心なところが泡で隠れていたおかげで、真琴は目をそらさずに済んだ。

　奈月はそのボディソープを、ブシュ、と真琴の身体に撃ってきた。

　とろりと、粘液状のソープが真琴の腹あたりに落ちて、垂れる。

「あ」

　奈月の性せい癖へきは、それなのだった。

「せんぱぁい、もっとトロットロにしましょうねぇ♪」

「ま、まって、それは、ダメ――」

「えい」

　奈月はボトルのキャップを取り去り、ソープを一気に真琴の身体へとぶちまけた。

「ひゃあぅっ！」

　冷たくて思わず悲鳴を上げてしまう。

　もちろんソープは鈴音すずのねと実央にもかかった。

「はうぅ、なんかとろとろですねー」

「せんぱいのあしぬるぬる～っ」

「ふたりともさらに盛り上がってる!?」

　そして、空からになったボトルを投げ捨てた奈月が、

「さぁてせんぱい、たっぷりくちゅくちゅしてあげますねぇ」

　にんまりと両目を三日月形に細めて、正面から真琴に飛びついてきた。

　ぬるり、とした感触。

　ソープが緩衝剤となって、肌が直接こすれ合わないだけまだマシだと思うべきだろうか。いや、そんなはずはない。

「うふ、うふふ、うふうふっ」

　恍こう惚こつとした表情で、身体からだを押し付けてくる奈な月つき。

「あ、う……せんぱぁい、ぬるぬる気持ちいいよぉ」

「くっ、ちょっ、ダメだって――ひゃうっ!?」

　不意に、足の指先に異様な感触が。

　奈月を引ひき剥はがそうとしている間に、実み央おがいつの間にか足先へと移動していた。

「ぐふふ、せんぱいの、あし……」

　大好物のごちそうを目の前にした子供のように目を爛らん々らんと輝かせ。

　実央は真ま琴ことの足に舌を這はわせ――しゃぶりついてきた。

「や、くうぅ……だ、め、だって――やうううっ！」

　真琴は声にならない声を上げる。

　五本の足指が一本ずつ吸われ、その間を熱い舌が這はい回まわる。くすぐったさがなぜか妙な快感となって真琴の脳を襲う。

　じゅぶじゅぶと、よだれまみれにされていく真琴の足。

　そして実央は、手ではふくらはぎやふとももを撫なで回しながら、真琴の脚をかかげるように持ち上げていく。

「こんなっ、恥ずかしい格好ポーズ……！」

　なんと言えばいいんだろう。

　脚が高く抱え上げられて、上半身は逆に背中がベッタリと床に張り付いていて――。

　たぶん、正面から見れば、一番見られたくないところが丸見えだ。

（いや、それも困るけど、それよりこれじゃ逃げようがっ……！）

　脚は実央に拘束され、身体は奈月に押さえつけられている。

　そして鈴音すずのねはと言えば、

「すんすん。真琴さん、いい匂においだねぇー」

　子犬みたいに鼻を鳴らしながら、真琴の胸へと顔を寄せてきた。

　チロリと伸びた舌が触れただけで、胸から全身へとしびれるような刺激が駆けまわる。

（な、に……これ……っ。なんか、身体が、びん、かんに……！）

　もう、声を上げる余裕もなくなってきた。

　腕も、脚も、どこもかしこも強こわばったように力が入って、三人をはね除のけられない。

「んふ、真琴さんのおっぱい、やわらかぁい」

　いつものほんわりした笑顔からは想像もつかない蠱こ惑わく的てきな表情を浮かべながら、鈴音は舌と唇で胸をむにゅむにゅと刺激してくる。

　それは少しずつ移動して、危険な一点へと向かっているのがはっきりと分かる。

（けど……あ……う。もう、抵抗、できな……い）

　逃げなければと呼びかける理性が、全身から脳に押し寄せる快感に押し流されていく。

　真ま琴ことが男だったらここまで追い詰められることはなかったかもしれない。

　女の身体からだで受ける未知の刺激が、真琴から力を奪っていた。

「せんぱぁい」

　正面に奈な月つきの顔が。

　この状況でなければ、泣いているように見えるかもしれない、悩ましげな表情で。

　触れそうなほどに接近した唇から、ささやくように声が。

「一番キモチイイところ、くちゅくちゅしよう？」

　そのまま、倒れこむように奈月の身体が張り付いて。

　普通に抱き合っても絶対に触れるはずのない場所同士が、くちゅりと音を立てる。

「！」

　その刺激の危険性に対する予感が、消えかけていた真琴の理性を一気に引き戻す。

　それだけは――。

「それだけはらめえええぇえぇぇっ――」

　真琴の悲鳴は、湯気とともに星空に吸い込まれて、虚むなしく消えていく。



　そのあとも数分間、三人の理性が戻るまで真琴は必死の抵抗を続けた。



    

  
    
      


第４話　奈月がたり





（……なんだろ）

　温泉から上がった奈月は、不思議な感覚に首をかしげた。

　なぜか、温泉に入っていた後半の記憶がないのだ。

　いつの間にか浴衣ゆかたを着て、温泉前のロビーでくつろいでいた。

　どことなく頭がぼんやりしているし。

　鈴音すずのねと実み央おも同じようにポーッとしていた。

　長く入りすぎてのぼせたのだろうか。

　でもそのわりにはサッパリしたというか、スッキリした感じなので、問題はないけど。

　心配なのは真琴だ。

　彼女ひとりだけは、なぜか激しい運動を終えたあとみたいな疲労感たっぷりの表情をしていて、部屋に戻るエレベーターのなかでも、やけに無口だった。

　それにときどき遠い目をしていた。

　大丈夫かと問いかけても、

「なななななんでもないよっ。ちょっと湯あたりしただけっ」

　と言うだけだし……。

　まあ、身体からだがあまり丈夫じゃないので、旅行で疲れが出たのかもしれない。

　というわけで、彼女はひとりで５０９号室で先に寝ることにして。

　奈な月つき、鈴音すずのね、実み央おの三人は向かいの５１９号室に集合した。



「よーし！　大富豪やろう！　負けたら罰ゲームなっ」

　実央がカバンからトランプを取り出すと、有う無むを言わせずカードを配りだした。

「ちょっと実央。罰ゲームってなにするのよ」

「うーん……」

　言われて腕を組む実央。

　どうやら思いつきで言っただけみたいだ。

「じゃあ負けたら好きな人を発表！　二回負けたら理由も公表！」

「そんな、中学生じゃないんだから……」

「いいんじゃない？　面白そうだよー」

　と、さっき買ってきたジュースを飲みながら鈴音が言う。見たことがない種類だけど、ご当地ものかなにかだろうか。

　ちなみにお菓子もすでにスタンバイ済み。

　……毒々しい緑色のポテトチップスが気になるけれど、気にしないことにする。

　その緑ポテチ（ペパーミント味らしい）を迷いなく口に放ほうり込こみながら、実央が言ってくる。

「ほらー、２対１。多数決だよナツキチ」

「……わかったわよ。けど、負けといて『私はいませーん』とか『水泳部のみんな』とかってオチは反則よ」

「そんなことしねーって。私だって、好きな人くらい、いいいいるよ？」

　突然声を裏返す実央。この反応は本当っぽい。

　……へえ、いるんだ。

　意外――なんて言ったら怒られるだろうか。

　それにしても、

（好きな人、ね……）

　自分の場合は誰だれだろう。

　クラスにもカッコいいと思う男子は何人かいるけど、思うだけだ。

　べつに、付き合いたいとか、そこまでの感じじゃない。

　うーん……。

　まあ、負けたら適当に名前を上げちゃえばいいんだろうけど。

　それもちょっと……。

（…………いや、違うし）

　なぜか全然関係ないヤツの顔が浮かんできて、奈な月つきは首を振る。

　そんなことを考えている間に実み央おがカードを配り、一回戦が始まった。



　で。

「うわああぁ！」

　あっという間に実央が負けた。

　彼女は手に持っていたカードを放ほうり投なげ、のけぞってそのまま床に倒れる。

「なんだよー。ふたりして２のカードとジョーカー独占とかひどいぞ。なんかインチキしたんじゃないの？」

「なに言ってるのよ。配ったの実央じゃない」

　軽く言いながら、奈月は内心で安あん堵どの息を吐く。

　好きな人なんて……いないし。

　発表しろなんて言われても困る。

「さーて、実央ちゃんの好きな人はだれかなー」

　鈴音すずのねがいつものほんわりした笑みを浮かべながら実央に迫る。

　顔がほんのりと赤らんでいる。好きな人を言うのが恥ずかしいから本気で勝負していたのだろうか。

　鈴音に迫られて、実央は苦笑いを浮かべる。

「それは、その、えーと……」

「なんですかー？　自分で言い出したのに、言わないなんてズルいですよー」

　頬ほおをふくらませ、両手を床について実央に迫る鈴音。

　可愛かわいい……それになんか色っぽい……。

　女の奈月でもそう思うくらいだ。男なんかイチコロなんじゃないだろうか。

　実央はブンブンと首を縦に振る。

「わかった！　言うよ！　言えばいいんでしょ！」

　観念したようにそう声を上げた。

　それから視線をそらし、顔を真っ赤にして、聞き取れないような小さな声で、



「真ま琴ことさんだよ……」



「え……？」

　ドキリ、と胸がしめつけられるような気がした。

　あれ、なんだろう、今の感覚。

　実み央おが、アイツのことを好きだって聞いて、自分は――え、なに？

　なに……これ？

「…………」

「あ！　ち、違うぞ！」

　ハッとしたような顔で両手をふる実央。

「奈な月つきのおにーさんのことじゃないぞ？　あの人とは私、ほとんど会ったことないしな」

「あ……なんだ。そう、だよね……そりゃ」

　あれ？

　なんでだろう。

　どうして――今度はちょっと、ホッとしてるんだろう……。

　まさか、自分は……。

　アイツのことが…………。

　いや。

　いやいやいや、まさかそんな、バカなことが。

　だってアイツは家族だし。

　そういう関係とかありえないし。

　そんなことより。

　実央が好きだっていう『真ま琴ことさん』がアイツのことじゃないのなら。

「えっと、もしかして、実央が好きなのって――兼かね田だ先輩？」

「…………」

　コクリ。

　心なしとなりの部屋に目を向けつつ、実央はうなずいた。

　もう顔というか、耳の先も首の付け根も真っ赤だ。

「えええええ！」

　奈月は思わず叫び声を上げた。

「なんで!?　どうしてそうなった!?」

「待て！　理由は二敗目だ！　ほら、次の勝負っ」

　とカードをかき集め、シャッフルして配りだす実央。

　メチャクチャ照れてる。

　初めて見る表情だ。ちょっと面白い。

　しかし……。

　びっくりだ。まさか女子の名前が出てくるなんて。

　でも、言われてみれば、今回の旅行の間だけでも、思い当たるような態度はいくつかあった。

　実み央お、そういう趣味だったんだ……。

　なんだか複雑な気持ちになる奈な月つきの横で、鈴音すずのねはほんわりと笑ったまま、

「あーでもわかるかもー。真ま琴ことさんって、カッコいいし優しいよねー」

　うんうんとうなずいている。

（すごい、あっさり受け入れてる……）

　奈月は、親友がそういう趣味だと聞いて、ちょっと動揺しているというのに。

　べつに女同士が絶対にダメとは思わないし、そういう人がいることも知っているし……でも、これまでそんな素振りのなかった実央がどうしてだろう。

　隠していた？

　それとも、自分でも気づいていなかったのだろうか？

　それが、兼かね田だ真琴と出会うことで、自覚した。

　あるいは、性別なんか関係なく彼女のことを好きになったとか。

　もしあの人が男だったとしても……実央はあの人を好きになっていたのだろうか。

　ドキリ。

　と心臓が鳴った。

　男。

　奏かなで真琴。

　ずっと気になっている。

　顔立ちや、髪質や、喋しやべりかた。それに曖あい昧まいで漠然としているけど、会話しているときの雰囲気。

　電車でも、こっちについてからも、仕草の端はし々ばしが似ているような気がしてしまって。

　まさか。

　まさかまさか。

　でもそんなことはありえない。

　さっきだって一緒に風ふ呂ろに入ったじゃないか。

　服やメイクでごまかすことはできても、裸まではどうしようもない。

　兼田真琴は間違いなく女だった。

　絶対に、奏真琴ではない。

　でも……。

　これは例えばだけど。

　もしアイツが女だったら、あんな感じになると言われても不思議じゃない。

　あれなら……。

（兼田先輩だったら、一緒に遊んだりできたのにな）

　そうしたら、今でもきっとふたりは、仲が良いままだったかもしれないのに。

（…………）

　いつもの生活と違うことをしているせいか、余計なことを考えてしまう。

　実み央おがカードを配り、二回戦が始まる。

　集中しないと。

　負けたら、いもしない好きな人を発表しなきゃいけないのに。

　奈な月つきの思考はおかしなところへ飛んでいく。



　　　◇



『ねえ、お兄ちゃん。お出かけしない？』

『なに？　また、なんか買わせる気だろ』

『……えへへ』

『ったく。ちょっと待ってて。いま準備するから』

『やったぁ！』



　物心ついたときから一緒にいたアイツは奈月にとってはずっと「お兄ちゃん」だった。同じ家に住んでいるかとか、血がつながっているかとか、そんなことは関係なく、ふたりは「兄妹きようだい」だった。

　いつの間にかそう呼んでいたから、自分たちが一緒にいると姉妹に見えるなんて、考えたこともなかった。中学生のときに、友達にそう指摘されて初めてそのことを自覚した。

　女っぽい。

　たしかにそうだったかもしれない。

　女装なんかしないし、口調や仕草が女みたいだなんてこともなかったけれど、アイツはどことなく中性的だった。

　スポーツや格闘技にはあまり興味がなかったし、外で走り回るよりは、家のなかで遊ぶのが好きみたいだった。

　そんな兄だから中学生になってもふたりで買い物に行ったりできたのかもしれない。母親が夕飯を作れなくて、ふたりで外食する機会が多かった、というのもあったのかもしれない。

　よく、おねだりして子供向けのアクセサリーとかを買ってもらったりした。いまじゃとても考えられない関係だ。

　友達に聞いてみると、やっぱりそういう兄妹はあまりいないみたいだった。

　かなり仲のいい兄妹でも、小学校を卒業したくらいから、一緒に遊んだりはしなくなるみたいだ。

　けれど、人は人。

　自分たちは仲がいいんだから、それでいいじゃないか。

　そう思っていた。

　あの事件が起きるまでは。



　二年前。

　奈な月つきは中学二年生。アイツが三年生のときのことだ。

　その日、クラスの男子を家に連れてきた。好きなアーティストが一緒で、でも奈月のほうがだいぶ前からのファンで、古いＣＤを持っていたので貸すことになったのだ。

　べつに学校に持っていってもよかったのだけど、奈月が彼を家に呼びたかったのだ。

　そして、もしできることなら――。

　そう思って。

　だけど……。

　まるで予想もしなかった出来事が起きて。



　以来、奈月は真ま琴ことと一緒に出かけることがなくなった。



　もちろん、奈月は二年前の事件のせいで真琴を嫌いになったわけじゃない。

　でも、嫌っているようにしか思えないような態度を取っていたのは事実だし、そう思われてもいいと思っていた。

　それがアイツのためだと思ったから。

　アイツはあれ以来、男らしくなるために特訓している。

　たまにカラ回っているけど、それでも努力している。

　だから、自分が邪魔しちゃいけないと思った。

　一緒にいたら姉妹に見える自分が、仲良くしてちゃいけない。

　女の自分と仲良くしていたら、アイツは男らしくなれないから。

　だから奈月は、嫌っているような態度を取り続けた。

　けれど。

　けれど本当は――



　　　◇



「おー、今度は山やま下した先輩の負けー！」

　実み央おのそんな声で我われに返る。

　いつの間にか二戦目が終わっていた。

　奈な月つきは機械的に出せる札を出していっただけだったのに、ちゃっかりと二位だった。

　運が良かったのか、鈴音すずのねの持ち札がよっぽど弱かったのか。

「あら、負けちゃったー」

　のんきそうな声でそんなことを言う鈴音。

　恥ずかしがっているようにも、困っているようにも全然聞こえない。

　好きな人を言うくらいなんでもないのだろうか……と思ったけど、顔がすごく赤い。やっぱり恥ずかしいのだろうか。

「さあ、教えてくださいっ。山やま下した先輩の好きな人は？」

　実央が自分のコーラ缶をマイクみたいに鈴音の口に持っていく。

　鈴音は小さく首をかたむけ、頬ほおに手を当てて、

「わたしの、好きな人はー……」

「好きな人は？」

「……すきにゃ、ひひょはわぁ～」

「山下先輩っ!?」

　急に舌をもつれさせたかと思うと、鈴音はそのまま床に倒れこんでしまった。

「ちょ……えええ!?」

　困惑した声を上げ、彼女をゆさぶる実央。

「ちょっと、大丈夫ですか、山下先輩？　先輩っ？」

　問いかける声に焦りが交じる。

　奈月も慌てる。

　救急車か、その前にホテルの人を呼んだほうがいいだろうか――。

　と。

「あ」

「どうしたナツキチっ？」

「これ……山下先輩が飲んでるの、お酒だ」

「…………へ？」

　さっき買ってきた缶だ。

　鈴音がお酒を飲みたかったというわけではなく、間違って買ったのだろう。

　持ち上げてみる。

「……カラだ」

「マジでっ？　大丈夫なのか？」

「うん、寝ちゃっただけみたい」

　安あん堵どの声を漏らす実み央お。

　奈な月つきもホッと息をはく。

　それにしても……全部飲むまで気づかないのもすごい。

「どうしようか。もう結構遅いし、そろそろ寝る？」

「そうだねー。山やま下した先輩はふたりで運ぼうぜ」

　時計を見ると、もう十二時を回っていた。



　それから、ふたりがかりで鈴音すずのねをとなりの部屋に運んだ。

　真ま琴ことを起こして事情を説明しようかとも思ったが、ぐっすり眠っているみたいだったので、やめておいた。

　部屋に戻ると、電気を消して、ふたりとも布団に入る。

　と、すぐに実央が言ってきた。

「なあ、ナツキチ」

「ん？」

「さっき……兼かね田だ先輩、男みたいじゃなかった？」

「ちょ……なに言ってるのよ。そんなわけないでしょ。変なこと言わないでよ」

「だよねぇ……ごめんごめん」

　冗談じゃない。

　あの人は女。

　じつは男だなんて……。

　そんなこと、あるわけないのだ。

　絶対に。

「ねえ、実央」

「なに？」

「もし……もし兼田先輩が男でも、実央は兼田先輩を好きになってたと思う？」

「うん。間違いないね」

「ふーん、そうかぁ……」

　そういうものなのか。

「おやすみ、実央」

「ん、おやすみ」



　　　◇



『ありがとう、お兄ちゃんっ』

『いいけど……今日だけだぞ』

『そう言っていっつも買ってくれるよね』

『う……』

『へへ――ねえ、似合う？』

『……うん、似合うよ。とっても』

『やったぁ。ねぇねぇ――』

『ん？』



　そんな、昔のことを夢に見ながら。

「――だいすき……だよ。おに……ちゃ……」

　だれも聞いていない寝言を、彼女はもらしていた。



    

  
    
      


第５話　そして急落のとき





　身体からだに妙な重みを感じて、真ま琴ことは目が覚めた。

「…………？」

　暗い。

　どうやら夜中に起きてしまったようだ。

　ここは……いつも寝ているベッドじゃない。布団だ。

　なんで自分はこんなところで寝ているのだろう。

　全然頭が回らない。

　身体も妙にダルい。

　慣れない運動を長時間したような疲労感。

　と。

　そのとき、もぞりと身体にかかっている重みが動いた。

　感じている重みは柔らかい。人？

「……だれ？」

「ん――」

　真ま琴ことのつぶやきに、相手は吐息のような声で答えた。

　それから頭を上げ、こちらに顔を近づけてくる。

　目が慣れてきて、相手の顔が見えた。

「……や、山やま下したさんっ？」

　間違えるはずがない。

　暗くら闇やみのなかでもはっきりとわかる。

　寝ぼけ眼まなこでこちらを見ているのは、鈴音すずのねだった。

「あれー？」

　と彼女は真琴の顔を不思議そうな顔で見ながら、手をのばしてきた。

　ぺた、ぺた、と頬ほおを触ってくる。

　それだけで、ドキリ、と真琴の心臓は高鳴った。

　触れられた場所がぼわぁーと熱くなる。

「奏かなでくんだー。なんで奏くんがここにいるのー？」

　なんでだろう。

　そんなの真琴が訊ききたいくらいだ。

　でも、はっきりしていることがひとつ。

　真琴はいま、なぜか鈴音と同じ布団で眠っている。

　しかも男のままでだ。

　サキュバス化して、精気を手に入れるためとかではなく、だ。

　なんで。なんでなんでなんで。

　疑問が頭のなかを駆け巡る。

　が、思考している余裕はなかった。

　鈴音が、ぐんぐんと身を近づけてくる。

　ほんわりとした笑みを浮かべて、

「わたし、さっき、奏くんの話してたんだよー。あれ？　奏くんのことは言ったんだったかな？　忘れちゃったー。まあいいや。とにかく、奏くんの話をしたら、奏くんが現れたー。あははー」

　なんだかよくわからないことを言いながら、真琴に顔を近づけてくる鈴音。

　やっと、記憶が戻ってきた。

「……温泉に来てるんだったっけ」

　それで、真琴ひとりだけ疲れたのでさきに寝ていたのだ。

　それでどうしてこんな事態に？

　それにしても鈴音はどこか様子がおかしい。

　目がトロンとしているし、呂ろ律れつも回っていない感じだ。

　寝ぼけているのだろうか。

　と思ったら。

「あ……お酒の臭におい」

　鈴音すずのねの吐息が鼻にかかり、ようやく気付いた。

　酔っているらしい。

「奏かなでくーん」

　鈴音が甘えるような声を上げてくる。

　それどころか、彼女はきゅうに艶なまめかしげな表情を浮かべ、真ま琴ことの顔に自分の唇を近づけて――そのまま頬ほおに触れた。

「！」

　――いや、違う。唇じゃない。そうじゃなくて、舌が。

　鈴音は、真琴の頬をぺろぺろと舐なめ出したのだ。

　まるで犬みたいに。

「う、くうぅ……」

　真琴は身をよじる。

　サキュバスのときだろうと、男に戻っているときだろうと、そんなの関係なくこの刺激はヤバすぎる。

　さっきはサキュバスの力で性せい癖へきを解放してしまったのだが、どうやら酔っ払っても同じようなことになるらしい。

「や、山やま下したさん。ダメ、ダメだよっ」

「えー、なんでー？　舐めたいのぉ」

　頬を膨らませてそう言ってくる鈴音。

　思わずクラリときてしまう可愛かわいさだが、それどころじゃない。

　鈴音は真琴に全体重をあずけていて、簡単には押しのけられない。

　全力で振り払えばいけるかもしれないが、あまりやりすぎると、鈴音が正気に戻ってしまうかもしれない。それはマズい。男の真琴は本当はここにいてはいけないのだから。

「ふふふ」

　どことなくうつろな笑い声を上げながら、鈴音は少しずつ下へ移動していく。真琴の頬から、顎あごへ。顎から首へ。舌がチロチロと唾だ液えきの道を作っていく。

「奏くんー……」

　身体からだを押し付けてきた。

　これはヤバい。

　お腹なかのあたりに、ものすごく柔らかい、それでいて弾力もあるふたつの感触が、むにゅりと押し付けられて……。

（うわわっ……！）

　もう、なにもかもがどうでもよくなりそうな気持ちよさだ。

「は……ん……奏かなでくんの身体からだ、石せつ鹸けんのいい匂においがするよー、はむ、んく、ちゅぅぅ……」

「ダメ、だってばっ、山やま下したさんっ」

　部屋着の浴衣ゆかたの前が簡単に開けられる。

　もともと寝乱れて帯も緩んでいたのだ。たいして力もいらないだろう。

（っていうか、山下さんも……）

　彼女のほうも、浴衣は相当に着崩れていた。

　帯は完全にほどけてどこかに行っている。前はかろうじて重ね合わさっているけれど、いつ開いてもおかしくない状態だ。

　ふたたび身を起こす鈴音すずのね。

　浴衣の隙すき間まから、ふるりと揺れる胸が見えた。

　暗くら闇やみでシルエットだけだったけれど、見えてはいけないものまで、一瞬見えてしまったような……。

（いいい、いや、見てない！　見てないぞ！）

　さすがにこれ以上はマズい。正気が保てなくなる。

　さっきの温泉でのアレもやばかったけれど、あのときは湯気と泡でかなりガードされていた。それに、いまの真ま琴ことは男だ。その時点で、なんというか越えてはいけない一線がすごく近い。

　真琴は意を決し、鈴音の両肩をつかみ、押しのける。

「奏くん……？」

「こんなことしちゃダメだ、山下さん」

「えー、なんでー？」

「なんでって、それは……こういうのはただのクラスメイトのオレたちがやっちゃいけないよ」

　ただのクラスメイト。

　そう。真琴と鈴音は、なんでもない、同じクラスに所属しているというだけの――。

「むー」

　と、鈴音が不満そうに唇をゆがめ、頬ほおをふくらませる。

　見たことのない愛あい嬌きようのある表情に、真琴は思わず肩をつかんだ手を緩める。

　そのスキに、

「えい」

「わっ……！」

　真琴のわきの下に両腕をさしこみ、鈴音は真琴に抱きついてきた。

　真ま琴ことも鈴音すずのねも浴衣ゆかたが乱れて前がほとんど開放状態だ。

　そんな状態でこんなに密着するほど抱き合ったらどうなるか……。

「くっ……これ、は……」

　思わず息をのむ。

　熱い。

　アルコールのせいか熱く火ほ照てった鈴音の肌が、真琴の肌に直接触れている。ぴったりとくっついている。

　温かい。

　しっとりとして。

　柔らかくて。

　心地よい重さ。

　ダメだ。

　理性が、限界に近い……。

「いいんだよ」

「え？」

　不意に聞こえた、鈴音の声。

　やけに静かで、落ち着いていて、いきなり酔いが冷めたのかと思った。



    

  
    
      



    

  
    
      　真ま琴ことはすぐ目の前の彼女の顔を見る。

　いつもの、ほんわりとした笑み。

　やっぱり正気に戻っているように見える。

「いいんだよ、こんなことしても」

「山やま下したさん……？」

「だって、だってわたしは、わたし……舐なめたいくらい……かな……すき……――――」

「…………」

　なにか断片的な言葉をつぶやいて。

　そのまま鈴音すずのねは眠ってしまった。

　すぅすぅ、という静かな寝息。

　驚くほどに、気分が穏やかになっていく。

　なんだろう。

　なにを言おうとしていたんだろう。

　自分の肩によりかかる鈴音の顔を見て。

　髪から漂ってくるフローラルな香りを感じて。

　真琴は。

「…………」



「おっと、これは邪魔をしたな」



「！」

　突然聞こえてきたそんな声に、真琴はビクリと身を震わせた。

　慌てて起き上がり、電灯のひもを引っ張る。

　明るくなった部屋にいたのは、ふたりの悪魔娘、

「フェレス、リリスちゃん……」

　だった。

　制服姿のフェレスは偉そうに腰に手を当て、ワンピースを着たリリスは怯おびえるようにして彼女の陰に隠れて立っていた。

　どこから入った、なんて訊きく必要はないだろう。彼女たち悪魔は壁をすりぬけることができる。

　真琴はホッと息を吐く。

　夜になったら変身が解けてしまうので、サキュバスに戻しにくるという話だったのだ。

「助かった……はやくサキュバスにしてくれよ」

　まさか自分からこんなことを言うことになるとは思わなかった。

　が、いつもなら嬉き々きとして霊力を注そそぎこんできそうなフェレスは、いまに限ってそうしてこない。

　それどころか、リリスの手をつかみ、部屋を出ていこうとする。

「いやいや、睦むつ言ごとの最中であろう？　我われらは退散するから存分に続きをするがよい」

「待て！　誤解だっ」

　真ま琴ことはあわてて引き止める。

　フェレスは怪け訝げんそうな顔で振り向き、

「なんだ、違うのか？　睦言でもないのにそんな体勢になるとはどういうことだ。……まさか貴様、乳娘が眠っている間に勝手にそんなことを――」

「それも違う！」

「だったらなぜそんなにベッタリとくっついておるのだ？」

「いやそのこれはっ！」

　真琴は自分に寄りかかっている鈴音すずのねを引ひき剥はがし、布団をかぶせて身体からだを隠した。

　自分の浴衣ゆかたも前を合わせて整える。

　その様子を見てフェレスは「ふん」と鼻を鳴らす。

「なんじゃ。我らを気にせず好きなだけいちゃついておればよいであろうが」

「だから違うんだって……」

　なんだか妙にからんでくるフェレスに、真琴はため息を吐つく。

　どうやって説明したものかと思っていると、リリスが恐る恐るといった感じで近づいてきた。男の姿の真琴に対しては、未いまだに警戒心の解けきらない彼女である。

　リリスは鈴音に顔を近づけ、匂においを嗅かいでいるようだった。

「あ、やっぱり。この方、お酒飲んじゃったんですね……」

「う、うん。そうなんだよ」

　よかった。

　彼女はマトモな解釈をしてくれるようだ。

　と思ったら、リリスはものすごい勢いで、真琴から一番遠い壁際に飛んでいき、縮こまってブルブル震えだした。

「え、ちょ、リリスちゃん？」

「お、おおおお酒をムリヤリ飲ませて、酔い潰つぶして、意識がなくなった女の人をメチャメチャにするつもりだったんですねっ!?　やっぱり、しょせん男は男ですっ！　鬼畜ですケダモノですっ！！！！」

「だから違うっての！」

　あーもーどうしたものやら。

　酒は飲んでいないはずなのに、二日酔いみたいに頭が痛くなってきた。



　　　◇



　酔っ払った鈴音すずのねに迫られたのだ――と、事情を説明したら、一応は納得してもらえたようだった。

「なんだ、乳娘は未成年のくせに酒さけ呑のみか」

「いや、たぶん間違ったんだと思うけど……」

　鈴音なら充分ありうる。

　というか、悪魔なのに飲酒がどうとか気にするのか。

「で？」

　と、腕を組み言ってくるフェレス。

「ん？　なにがだ？」

「とぼけるな。なんのために旅行に来たのだ。乳娘となにか進展はあったのか？　同室になってあんなことをしていたのだ。告白くらいしたのであろう？」

「……なにもしてねえよ」

「バカを言うな。そんなはず……本当にか？」

「…………」

　フェレスは鼻で笑い飛ばすような口調で言いかけたが、真ま琴ことの表情を見て、思い直したように訊きいてきた。真琴はそれにうなずくしかない。

「なんと……貴様、いままでなにをしておったのだ」

　呆あきれた表情のフェレス。

　真琴はため息混じりに答える。

「しょうがないだろ。さっきまでずっと女だったんだから」

「起きたときは男だったのであろ」

「あんな酔っ払った状態の相手に告白してどうするんだよ……」

「むぅ……」

　真琴の言うことももっともなのだ。文句は言えないだろう。

　フェレスは腕を組んでまゆをひそめる。

　かと思うと、フッと苦笑をもらした。

　それからなぜか安心したような吐息をもらし、

「まあ……そのほうが都合がいいのかもしれんな」

　なにかボソボソとつぶやいた。

「ん？　なんか言ったか？」

「あ、いや……」

　真ま琴ことが問いかけると、フェレスは口ごもってしまう。

　なんだ？

　なんだか様子がおかしい気がする。

　と、部屋の隅で震えていたリリスが復活した。

　ビクビクしながらもフェレスのところまで来て、彼女の制服のすそをクイックイッと引っ張る。

「……姉さま」

「わ、わかっているっ」

　ポツリとつぶやく妹に、フェレスはいつになく余裕のない口調でうなずく。

　いったいどうしたというのだろう、いきなり。

　しかし、真琴がその疑問を口にするより先に、フェレスが口を開く。

「おい、しもべよ」

「な、なんだ？」

「大事な話がある。落ち着ける場所で、聞いてくれないか？」

　いつになく真しん摯しな口調。

　表情も真剣で、明らかにいつもと雰囲気が違う。

　真琴には、うなずくことしかできなかった。



　　　◇



　そして――。

「これのどこが落ち着ける場所だっ！」

　フェレスについていって辿たどり着いた先は、ホテル最上階の露天風ぶ呂ろだった。

　しかも、ここにくる途中のエレベーターのなかで真琴はサキュバスにされていた。

「なんだ。人間どもは『風呂は命の洗濯』というのであろ。着飾らぬ姿で、腹をわって話しあうには最適の場ではないか」

「そりゃ男同士とか女同士の場合だろ。男が女湯に入って落ち着けるかっ」

「だから貴様を女にしたのではないか」

「そういうことじゃなくてっ」

　こいつ、ひょっとしてわざと言ってるんじゃないだろうか。

　反対側からは、リリスが顔を真っ赤にしながら、怯おびえた声で言ってくる。

「まままま真琴さんっ。私、頑張ってお背中お流ししますねっ」

「リリスちゃんまで……」

　真琴は深くため息をついた。

「……わかったよ。入ればいいんだろ、入ればっ」



　露天風ぶ呂ろは夜の十時で男女の場所が入れ替わるので、さっき入ったのとは逆の湯ゆ殿どのだった。

　いまの時間は女湯の「星の湯」である。

　とはいえ、違うのは景色だけで、あとは左右が逆転しているくらいだった。夜なので、眺めはたいして変わらない。

　時刻は深夜一時を回っている。

　そのせいか、真ま琴ことたちの他ほかに入浴客はなかった。

　真琴はホッとする。

　と思ったのも束つかの間まで。

「くはは。それではしもべよ。そこに座るがよい。我われとわが妹が貴様の身体からだを隅すみ々ずみまで洗ってやろう」

　右手にスポンジを、左手にボディソープのボトルを手に、フェレスが怪しげな笑みを浮かべている。その横で、リリスも同じような体勢だ。ただし彼女のほうはかなり恥ずかしそうな表情。

　ふたりとも全裸だ。

　真琴もさすがにこれだけ小さい女の子の裸に反応したりはしない。

　けど、しかし……。

　さっきの性せい癖へき解放騒ぎが脳裏にフラッシュバックする。

　いくら子供とはいえ、あんな感じで密着されたりしたらたまったものではない。

　そしてフェレスがあんなことをしてこないという保証はどこにもない。

　真琴は身震いして、逃げるように湯船へ向かう。

「あ、おい、どこへ行くのだ。主あるじのせっかくのはからいを無む下げにするなっ」

「い、いや……いいよ別に。自分たちだけ洗えよ」

「む……ま、待て。身体を洗わずに湯船に入るのはマナー違反だぞ」

「……いや、さっき入ったときに洗ったばっかりだし」

「ぐっ……」

　なんだか悔しげな表情を浮かべるフェレス。

　が、すぐに笑みを取り戻し、

「――本当か？」

「あ？」

「本当にちゃんと洗えたのか？」

「なに言ってんだよ。当たり前だろ。子供じゃあるまいし……」

「ほう？　そうかの。その姿で全身くまなく、どこもかしこも、あんなところやこんなところまであますところなくしっかり洗えたというのか？」

「うっ……それは」

　真ま琴ことは言葉をつまらせる。

　そんなことを言われたら……そんなの、洗えるはずがない。

　いくら自分の身体からだだからといって、ムリに決まっている。

　あとで、男に戻ったら洗おうと思っていたのだ。

　フェレスはセクハラじみた笑みを浮かべ、

「洗ったのなら、その手順をじっくり話してみろ。どこがどうなっていて、それをどんなふうに綺き麗れいにしたのだ？　ん？」

「ぐっ……」

「くはは。だから洗ってやると言っておるのだ。じっくり詳しく、女によ体たいの仕組みについて語りながらな」

「い、いいよっ！　あとで自分で洗うから」

「まあまあ、そう遠慮するな」

「遠慮じゃねえっ」

「気持ちいいぞ？　なんならスポンジを使わずに我われの身体で洗ってやろうか？」

「そんなサービス要求してねえよ！」

　どんな温泉だ。

　真琴はふたりから逃げて湯船に飛び込むように入った。

　まったくなにを考えているのだ。

　いくらフェレスとリリスの見た目が子供だからといって、そんなことをされて冷静でいられる自信はない。

（それに……）

　と、真琴は先日リリスに迫られたときのことを思い出す。

　男嫌いを治すための特訓で、真琴から精気を奪おうとしたときのことだ。

　正確には、真琴があらかじめ奈な月つきから手に入れておいた精気、なのだが、それは置いといて。

　あのときのリリスは、見た目が八歳だということを忘れるくらいに色っぽかった。

　あれが、悪魔の魅力なのかもしれない。

　だとしたら、用心するにこしたことはない。

（それにそもそも、なんで主あるじがしもべの身体を洗うんだ？　普通逆じゃないのか？）

　いつもなら「さあしもべよ。我の背中を流すのだ」とか言ってくる気がするのだけど。

　やはり、おかしい。

　ケーキの件といい、今回の旅行のチケットの件といい、なんだろう、真ま琴ことのご機嫌をとろうとしているような……。

「おい、しもべ」

「！」

　すぐ耳元でフェレスの声がした。

　油断していた。

　真琴は思わず身構える。

　が、フェレスは今度はなにをしてくるでもなく、真琴の横で湯につかっていた。

　赤い両目には、いつになく真剣さが宿っている。

　リリスはちょっと離れたところで、心配そうにこちらを見ていた。

　なんだろう、この妙に重苦しい空気は。

　これからなにがはじまるっていうんだ？

「しもべよ」

　そうふたたび呼びかけてくる声にも、シリアスな雰囲気しか感じられない。

　真琴はゴクリと息を飲んで、

「……なんだ？」

「あちらのほうで、ふたりきりで話そう」



　ふたりは、リリスを置いて湯船の端へきた。すぐ近くで湯がざばざばと流れ込んでいるので、会話の内容は彼女まで聞こえないだろう。

　加工された岩が、ベッドと椅い子すの中間のような形で湯のなかに置かれていた。そこに寝れば、うまいぐあいに身体からだを湯に沈め、頭は出すことができる。仰あお向むけに近い形になるので、目は空の星を眺めることになる。

　真琴とフェレスはそこに並んで寝転がる。

　そしてしばらく無言の時間。

　表情は見えないけれど、なにか躊ちゆう躇ちよしているような気配が感じられる。

　どうしたのだろう、フェレスらしくもない。

　そんなことを思うけれど、しかし。

　自分はフェレスのなにを知っているのだろう。

　真琴はそうも思う。

　悪魔。

　八大貴き家かのひとつ、ヨハネス家の息そく女じよ。

《可能なる終末》メフィストフェレス。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そん。

　人を女と間違えて勝手にサキュバス化してしもべにしたあげく、エロ行為を強要する迷惑なヤツ。

　だけど。

　じつは、シスコンと言っていいくらいの妹思いで。

　真ま琴ことに対しても、結局はいいところがあって、悪いヤツではない。悪魔っぽいのは表向きの態度だけだ。

　シュークリーム好きの、ちょっと怒りっぽい少女。

　それが彼女だ。

　真琴はそう思っている。

　けれど、それはたぶん全部、フェレスの人間界での「顔」で。

　悪魔界でのフェレス――本来いるべき場所での彼女の「顔」を、真琴はまったく知らない。

　なにも解説されない《可能なる終末》という二つ名の意味。

　実家であるヨハネス家での彼女の生活。

　そこが所属するらしい八大貴き家かとやらがなんなのか。

　彼女が暮らす、悪魔界とはどんなところなのか。

　フェレスのバックグラウンドを、真琴はなにも知らない。

　だから「フェレスらしくない」なんて、真琴が言うのは――。

「しもべ――いや、奏かなで真琴」

　突然、そう呼びかけられた。

　真琴はめずらしく名を呼ばれて一瞬動揺するが、それを悟られないように答える。

「……なんだよ」

「我われは……貴様がわが《眷けん属ぞく》になることを望んでいる」

　決意を秘めた声。

　しかし真琴は、

「眷属？」

　そう、聞きなれない単語を繰り返すことしかできなかった。

　フェレスのほうもそれはわかっていたのだろう。

　すぐに口を開いた。

「我は」

　語られるその声は、露天風ぶ呂ろに反響し、そして星空へと散っていく。

「我は長ちよう子しであるから、いずれヨハネス家を継ぐことになる。貴様ら人間の感覚からすればまだまだ遠い先の話であるが、我としては、そろそろそのための準備をする必要のあるころなのだ」

「……」

　口ぶりから察するに、何年後とか何十年後とか、そんなレベルではないのだろう。それこそ「人間風ふ情ぜい」の真ま琴ことには気が遠くなるような話だ。

「まあ、我われの場合、霊力もそれを扱う能力も、父上からお墨付きをいただいている。領地を治めるための政治学や経済学、ほかの貴き家かとの駆け引きに必要な社交術などもすべて『優』であったしな」

「マジかよ……」

「む、なにか言ったか？」

「い、いや。続けてくれ」

　思わず小声でツッコんでしまった。

　実は優等生とか意外すぎる。

　フェレスはちょっとの間不審げにこっちを見ているみたいだったが、やがて話を再開した。

「――とにかく、そんなわけでおおむね問題はないのだが、ひとつ、どうしても必要なものがあってな、それが《眷けん属ぞく》だ」

「…………」

「眷属とは、ひと言で言えばしもべの上位形、しもべよりもさらに深く主あるじに仕える存在だ。人間界でいう執事に近いが、もっと密接な関係を持つことになる」

「オレに、それになれって言うのか？」

「そうだ」

　そう告げると、フェレスはいきなり口調を変えて言ってきた。

「眷属になればいまの数倍よい待遇でわが屋敷へ迎えてやるぞ。しもべと眷属では当然、扱いが変わってくるからな。貴様も我にこき使われるのはイヤであろ？」

「まあそうだけど……」

「だったら眷属になるのだっ！　そうすれば毎日うまい料理を好きなだけ食わせてやる。屋敷に山ほどいる使用人にかしずかれ、最高の生活を――」

「待て待て待て待て」

　なんだか怪しげな勧誘じみてきたセリフを真琴はさえぎった。

「む、なんだ」

「待遇はわかった。たしかにそりゃ魅力的な話だ」

「だったらっ――」

「だから待てって。それで、結局、眷属ってなんなんだよ。オレは眷属になったらどうなってしまうんだ？」

「ふむ……」

　考えこむようなフェレスの声。

　また少しの沈黙があって、やがて彼女はポツリと言葉をもらす。

「……そうだな。どちらにしろちゃんと説明しなければならないことなのだから、はっきり言っておこう」

「ん……」

「貴様は現在、わが《しもべ》だ。人間の肉体に一定量の霊力を保存することで、悪魔は《しもべ》を生み出せる。そこに必要なときに追加の霊力を注そそぎこむことで、体質を変化させる。貴様の場合はサキュバスだな」

「なるほど」

　一番初めにフェレスに会ったとき、呪じゆ詛そのような呪じゆ文もんとともに口づけされた。あれがしもべを生み出す儀式のようなものだったのだろう。

　それ以降は、必要に応じて霊力を注がれ、真ま琴ことはサキュバスにされている。

「つまり、しもべは本質的には普通の人間なのだ。ただの人間より霊力が多いというだけでな」

　フェレスは説明を続ける。

「一方、眷けん属ぞくになるには肉体の一部を霊力に入れ替える必要がある。そうなると、必要なときに霊力を注ぐ必要はなくなり、体質はつねに霊的な状態を保てる。力はしもべのときの数倍になり、制御も容易だ。肉体部分も霊力に保護されるから朽ちることはなく、寿命は我われ々われ悪魔と同程度――数千年に延びる」

「なる……ほど…………」

　なんだかちょっとずつ早口になっていくフェレスの話を、なんとか頭に入れていく。

　しかし……。

　フェレスの言うことを噛かみ砕くだくと、つまり……。

「つまり……眷属になるっていうのは、身体からだがぜんぜん違うものになるってこと……なのか？」

「そうだ」

　とフェレスは満足げにうなずき、



「眷属になれば、我々悪魔と近い存在になれる」



「…………」

　思わず起き上がってフェレスのほうを見る真琴。

　偶然か、フェレスのほうもこちらを見ていた。

　期待するような、それでいてどこか不安げな笑み。

　どうだ？　と問うように、その視線は動かない。

　真ま琴ことはすぐに返事を返せない。

　いきなりこんな話をされて、簡単に答えられるわけがない。

　いや――。

　答えは反射的に出ていた。

　ただ、フェレスの祈るような視線に少し戸惑っただけだ。

　人間じゃなくなって、突然異世界で悪魔に仕えるだなんて考えられない。

　しかも数千年の寿命？

　想像したくもない。

　フェレスはそれをどうやら良いことだと思っているみたいだった。

　彼女には、あるいはすべての悪魔には、自分たちは人間よりも上位の存在だという自負でもあるのだろう。

　たしかに、人によっては望むかもしれない。

　普通は持ち得ない能力。

　常識ではあり得ない長命。

　フェレスの申し出を、一も二もなく受け入れる者もいるだろう。

　だが。

「――ごめん、フェレス」

　真琴は、きっぱりと告げた。

「オレは……その、眷けん属ぞくとやらにはなれない。人間でいたい」

　はっきりと言い切った。

　その言葉に、フェレスは。

「…………それは」

　笑みを消し、無表情になり、顔をうつむけ、肩を震わせて、

「それは、困る」

　そんなふうに言った。

「え……」

　なんか急に漂いはじめた妙な空気に、真琴はあせる。

「い、いや、困るって言われたって、オレが困るぞ。断る可能性もあるから、オレの意思を訊きいたんじゃないのか？」

「それは、そうだが……まさか断られるとは思わなかった……」

　そんなことを言い出すフェレス。

　口を四角に開いて、両手で頭を抱える。背景に「ガーン」とでも文字が現れそうなショックの受けようだ。

「あんなにサービスしてやったのに……ケーキを買ってやったり、給仕をしてやったり、あるじである我われが、しもべたる貴様のために……。いまだって、こうして肌を晒さらして話し合っているではないか……これでダメなら、どうすればいいのだ……っ」

「どうすれば……っていうか、待遇とか態度とかの問題じゃないだろ。積極的に眷けん属ぞくになってくれる人間を探すべきなんじゃないのか？　長生きしたがっているヤツとかさ」

「……そんなこと。実際に眷属になってから、考えが変わるかもしれないであろ」

「そりゃそうだけど……」

「現に我は、そういう例をいくつか見ている」

「そう、なのか？」

「父上の眷属がそうだった。悪魔界に来たころは、物珍しさもあってとても喜んでいたそうだがな。我が生まれたときにはもう、マトモな状態ではなかった。悪魔界の景色や食べ物や、他ほかの悪魔たちの姿に精神が堪えられなかったようでな。あるじである父上の霊力との相性がいいらしく、父上は手放す気がないようだが……今では必要なとき以外は牢ろうに入れられ、鎖で拘束されておる」

「…………」

　……うわぁ。

　ひいたのが顔に出たらしい。フェレスはワタワタと手を振り回し、

「あ、いや、もちろんそんなことになっていない眷属のほうが多いぞっ。我もそのように配慮する。貴様の精神が汚染されぬよう霊力で鍛えてやるし、食事も人間界と同じものを用意しよう。待遇は最高のものを用意してやる。貴様にはその価値がある」

「……そこまで言ってくれるのは嬉うれしいけどさ」

　でも、と真ま琴ことは首を振る。

「そういう問題じゃないよ」

「ではどうすれば良いのだっ」

　バシャン、と湯をはねさせて身じろぎするフェレス。

　怒っている、というよりは、もどかしいといった感じだ。

「父上も、ほかの悪魔たちも、眷属に気を使っている者はいないのだ。第一に考えるのは自分の霊力との相性がいいかどうか。気に入れば、相手の気持ちをムシして悪魔界に連れてきて、脅すようにして契約を交わしている。人間の意思を問うなどというのは形式的なものでしかない」

　それはヒドい。

　しかし、悪魔としてはそれが普通なのかもしれない。

「……どうやら我は、悪魔としては変わり者のようでな。そのようなことはしたくないのだ。だから、貴様自身に眷属になりたいと思ってほしいのだ」

「だからって、ケーキとかメイド服とかやられても……」

「だが、我われはほかに方法が分からぬのだっ！」

　フェレスは突然、叫ぶような声を出した。

　高い声が、露天風ぶ呂ろの壁や柱を叩たたくように反響する。

「フェレス？」

「悪魔が人間を従わせるのは、いつも強制や脅迫ばかり。我が知っているのはそんな方法しかないのだっ。我は、貴様をわが眷けん属ぞくにしたい。しかし父上の眷属のような目には遭わせたくない。だから……だから我は…………」

　声はすぐに力を失って、弱々しく先細っていく。

　フェレスは視線を落とし、その表情はどこかいじける子供みたいだ。

　見た目の年齢相応なそんな姿は、ちょっと可愛かわいく見えた。

「……」

　そうか。

　真ま琴ことはようやく得心した。

　フェレスの不自然なくらいのサービス。

　あれは彼女なりの信頼の表現だったのだ。

　悪魔界で育ったために、そのやりかたすらわからない彼女の、精一杯の主張。

　ぎこちない。

　事実、フェレスの口からこうして直接聞かされるまで、真琴はそれに気付くこともできなかった。

　けれど。

　それでも彼女は、伝えようとしてくれたのだ。

　真琴に対する信頼の気持ちを。

（……そんなことされたら、断りづらいじゃないか）

　真琴は考え込んだ末に、口を開く。

「……分かったよ」

「む？」

「絶対に嫌だ、とは言わない」

「ほ、本当かっ。ではいますぐ契約を――」

「落ち着けっ。眷属になるって決めたわけじゃない。人間のオレにとってはまだまだ先の話なんだろ？　だったら、しばらく待ってくれよ。オレだって考える時間がほしい。いまはオレは眷属に――悪魔に近い存在になりたいなんてとても思えないけど、まだ人生は長いんだ。そのうち気が変わってくるかもしれない。そうしたら……」

　と、そこまで言って真琴は言葉を止めた。

　フェレスが、ものすごく不満そうな表情をしているのだ。

「……なんだよ。それじゃダメなのか？」

「ああ」

　とフェレスはうなずいた。

「それも、困る」

「…………」

　なんだろう。

　真ま琴ことが眷けん属ぞくになりたくない、というと困ると言い、ちょっと待ってほしいと言うと、それも困ると言う。

　なにか、ネックがあるのだろうか。

「……ってことは、なんだ？　お前は、オレを、いま、眷属にしなきゃいけない理由があるのか？」

「ふむ、そうだ」

　神妙な顔でうなずくフェレス。

「なんだ？　なにか重要なことなのか」

「そうだな。悪魔が眷属を決める際には霊力の相性の次に重要だと言える」

「……言ってみろよ」

　ゴクリ、と真琴は思わずツバを飲み込む。

　フェレスが、これほどまでに葛かつ藤とうし、騒ぎ立てるような理由とは……。



「顔だ」



「………………へ？」

「へ、ではない。聞こえなかったのか？」

「いや、聞こえたけど……顔って、どういうことだ？」

　あれか。

　眷属の霊力は顔に宿るから、骨こつ相そう学がく的な意味で顔の形が重要とかそういうこと――

「顔といったら顔だ。そのままの意味だ。容姿、容よう貌ぼう、外見のことだ」

　――ではないらしい。

「…………つまり、なんだ。お前は、オレを顔で選んだってことか？」

「だからそう言っているであろ。貴様は我われに口答えばかりするわ主あるじを敬う気もないわで問題の多いしもべだが、サキュバスになったときの見た目は一級品だからな。若い間に眷属にすれば容姿が変わることもない」

「…………なんだそれ」

　真ま琴ことは呆あきれのため息を吐つきつつ、ザバリと身をふたたび風ふ呂ろのなかに沈めた。

　意気込んで損した。

「む……なぜ急にやる気をなくす」

「なくしもするわ……なんだよそのアホらしい理由」

「アホらしくないっ。眷けん属ぞくというのは、あるじの悪魔が行くところ、どこにでも付き従うのだぞ。眷属の見た目が貧相だと、あるじまで舐なめられる。眷属はあるじの内面を映す鏡のようなものだ」

　それに、とフェレスは少し興奮を抑えた声に戻る。

「……それに、数千年の生涯をずっと共に過ごす相手なのだぞ。容姿が気に入らなければ日常生活がはなはだ不愉快なものになるではないか」

「…………」

　一瞬、プロポーズでもされたような錯覚を起こしそうになるが、真琴はあわてて思い直す。

　フェレスは真琴の内面――性格についてはまるで評価していない。それどころか、さっきちょっとけなしていた。

　彼女が言っているのは、配偶者ではなく、あくまで眷属――使用人の話なのだ。

「やっぱりお断りだ。眷属にはならない」

「なっ!?　なぜだっ。いまどこに心変わりする要素があった!?」

「お前な……ほかはどうでもいいけど顔がいいから、って理由で頼まれて、ソイツと一緒にいようなんて思うヤツがどこにいるんだよ」

「……？　いないのか？」

　心底不思議だといった顔で首をかしげるフェレス。

「…………」

　ダメだ。

　根本的に感覚が違う。

　変わり者といったところで、やはりコイツは悪魔なのだ。

「……とにかく、オレは眷属になりたくない。ほかを当たってくれ」

「……むぅ」

　不満そうに唸るフェレス。

　しかし、あきらめてもらうしかない。

　ヘタをすれば精神がヤラれてしまうような世界で、何千年も悪魔に仕えるなんて、冷静に考えればありえない話だ。

　さっきちょっと引き受けそうになっていた自分に若干引く。

　沈黙。

　ふたりの話を聞いているはずのリリスも物音を立てない。

　ざばざばと温泉の湯が流れる音だけが響いている。

　気まずい。

　ちょっとキツい言い方をしてしまっただろうかと、真ま琴ことはとなりを見る。

　と。

「うわっ」

　フェレスが仁王立ちしていた。

　なんかとんでもないところが見えてしまった気がしたけど、見なかったことにする。すぐに湯気で隠れたし。

　フェレスは、落ち込んでいるかと思いきや、ニタリと笑みを浮かべている。

「ふぇ、フェレス？」

　っていうか、目がすわっている。

「まあ、よいわ」

「え？」

「貴様がイヤというのなら、首を縦に振らせるまでだ。どんな手を使ってでもな」

「どんな手でもって……」

　さっき言ってたことと矛盾してないだろうか。

「くふふふふ――」

　がしり、と真琴の腕がつかまれた。

「な、なにを？」

「貴様、さっき我われとリリスに身体からだを洗われるのを嫌がっておったな。ならば、その考えが変わるまで、洗い続けてやろう。もちろん、素す手ででな」

「どういうことだよ！」

「なぁに、そのうち絶対に心地よくなってくるから心配するな。あまりに心地よすぎて思わず眷属になりたいと自分の口から言ってしまうくらいにな」

「それはどう考えても脅迫……っ！」

「おかしなことを言うな。貴様はあくまで『こんなことしてもらえるなら眷けん属ぞくになってもいいなー』と思って志願するのだ。それまで一瞬たりとも休ませんぞ。一時間でも二時間でも――一昼夜でも洗い続けてやる」

「そこにオレの自由意志はないだろっ！」

　やっぱり基本的な思考は悪魔だコイツ。

　真琴はつかまれた腕を振り払い、露天風ぶ呂ろの出口に向かって逃げる。

　しかし。

「おいリリスっ！　しもべを捕まえろ」

「ふぇ？　は、はいっ！」

　ぽわんとした顔で温泉にひたっていたリリスが、ハッとして真ま琴ことに目を向けてきた。

　申し訳なさそうにハの字にまゆをゆがめて、

「ごごご、ごめんなさい真琴さん。でも私は――」

　わかってる。

　リリスは姉思いの妹だ。姉のためなら、真琴を眷けん属ぞくにする協力など惜しむはずがない。

　けど、だからって。

「全裸で抱きついてこなくてもっ」

　バシャバシャと白いお湯をはね散らかしながら、もつれ合う真琴とリリス。

「ちょっと、リリスちゃん、離してっ」

「いいいいイヤですっ」

　そこに、背後からフェレスが取り付いてきた。

「観念しろ、しもべ」

　両腕をはがいじめにして、真琴の背にピッタリと自分の身体からだを押し付けている。

（この感触は……っ）

　鈴音すずのねに比べればささやかすぎるけれど、それでもまぎれもなく存在するふたつのふくらみが……！

「離せっ――うわっ」

　身をよじったせいでバランスが崩れる。

　三人はもつれ合ったまま湯のなかに倒れ込む。

　幸い浅い場所だったので溺おぼれることはなかった。

　けれど……。

「うっ……」

「まままっま真琴さんっ」

　真琴がリリスを押し倒しているような体勢になっていた。

　目の前には真っ赤に染まったリリスの顔。

　後ろからフェレスが言ってくる。

「くくく、なかなか大胆なことをするな」

「ばっ！　お前らがからみついてくるから転んだんじゃないかっ」

「なにを言う。本当にからみつくのはこれからだぞ」

「うわ、バカ！　やめろっ」

　フェレスの手が伸びてくる。

　細くて白い十本の指が、いそぎんちゃくの触手みたいなうねうねした動きで真琴の胸を侵しん蝕しよくしようと――

「っ！」

　――したところで、真ま琴ことの身体からだが不意に光を放った。

　サキュバス化が解ける前兆だ。

（そういえば、あの時計。服と一緒に外しちゃったんだっけ……）

　サキュバス化したときに右腕に巻かれている腕時計には、サキュバス化が解ける一分前に知らせてくれるアラーム機能がついている。それをいまはつけていなかった。

　やがて光が消え去り、真琴は男に戻る。

「ひぃっ――」

「マズいっ！」

　リリスが悲鳴を上げようとするのを、真琴は手で口を押さえて止める。

　彼女の本気の悲鳴には、相手の性せい癖へきを解放する効果がある。それだけはなんとか防がないといけない。

「っ――！　っ――！」

　赤い両目に涙を浮かべ、助けを求めるように声を出そうとするリリス。

「ご、ごめんリリスちゃんっ。でもいま悲鳴を上げられたら……分かるよね」

「……っ」

　恐怖に顔中を歪ゆがめ、それでもリリスはなんとかうなずいてくれた。。

　泣きながら身体を震わせる幼女を、同じく裸で押し倒して口を押さえつける男子高校生……これはもう、人に見られたら言い逃れは完全に不可能だ。

「くはは、これは面白くなってきたな」

　相変わらず背中に取り付いたフェレスが、妙に楽しそうに言ってくる。

「面白くないっ。もういいだろ？　男に戻ったんだし。下りろよっ」

「バカを言うな。男に戻ったところで、キモチイイものはキモチイイだろうが？」

「なっ……お前まさかっ」

「リリス」

「は、はいっ？」

「目をつむるのだ。そして目の前にあるのはジャガイモのかたまりだとでも想像しろ」

「わっ、わかりました」

「そしてそのままジャガイモをなでまわせ」

「は、はい……」

　かたく目を閉じたリリスは、真琴の胸板に手を伸ばしてくる。

　その指先がピトリと触れ、怯おびえたように離れ、また近づいてくる。

　そして背後のフェレスは、

「我われはこっちだ」

　と言いながら真ま琴ことの腹に指を這はわせ、少しずつ下降していく。それが目指している場所は明らかだ。

「おい！　いいかげんに――」

　と叫びかけたところで、真琴は違和感に気付いた。

　フェレスの手の動きがなんだか鈍い。焦じらすというよりは、躊ちゆう躇ちよするような遅さがあった。それに、なんか妙に震えているような……。

「フェレス……お前、ムリしてないか？」

「っ！　ばっ、なにを言うかっ。ここここんなもの、《可能なる終末》メフィストフェレスにしてみれば朝飯前っ」

「って言いながら、全然動かないじゃないか」

　どうやら姉のほうも、実は男に対してそれほど耐性があるわけではないらしい。

　真琴はため息混じりに言う。

「なぁ、もう止やめようぜ。お前だってこういうのが得意ってわけじゃないんだろ？」

「っっっ！　バカにするな！」

「わー！　なんでいまのでキレるんだよっ」

「悪魔を侮ぶ辱じよくするからだっ！　そんなに言うならとことんやってやろうではないかっ。手なんて生なま温ぬるいのはもうヤメだっ！」

　と、真琴の前に移動してくるフェレス。

　その顔はいつの間にか、赤く染まりきっていた。

　視線を泳がせながら、半笑いの口で、

「は、は、は。こここここんなもの、アイスキャンディみたいなものではないかっ」

　思いっきり目を明後日あさつての方向に向けながら、あんぐりと口を開ける。チロリと赤い舌をのぞかせながら、

「ほれ、リリスもやるのだ」

「ななな、なにをですか？」

「なんでもいい。目を閉じたままでいいから、口を開けろ。あとは我われが誘導してやる」

「は、はいっ」

　いまだ涙を浮かべた目を固く閉じて、小さな口を精一杯に開くリリス。

　悪魔姉妹ふたりが、なにかをねだるように口を開けて、真琴に迫ってくる。

　もう、なんというか、完かん璧ぺきに犯罪的な絵え面づらだ。

（あれ？　でも……）

　ふたりとも、もう真琴の身体からだを押さえてはいない。

　そして、フェレスは完全に目線をそらし、リリスはがっちりと目まぶたを閉ざしている。

「――っ！」

　真ま琴ことは全力で立ち上がり、駆け出した。

　バシャンと湯の跳はねる音に、フェレスが視線を戻し、

「あ、待たんかっ」

「だれが待つかっ！」

　真琴は一気に脱衣所へと走る。

　ガラリ、と戸を開け、露天風ぶ呂ろを飛び出した。

　そこに。

　彼女は立っていた。



「…………え？」



　すでに服を脱いで、露天風呂に入ろうとしていた彼女は、目を丸くして真琴の顔を見ていた。

　奈な月つきがそこにいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


第６話　真実を晒さらしても





「――きゃああああああぁぁぁぁ!!」



　間にどのくらいの沈黙があったのかわからない。

　気がつくと、奈な月つきが悲鳴を上げていた。

　そしてそのまま身をひるがえし、走り去ろうとする。

「っ！　待て、奈月！」

　真ま琴ことはその腕をつかみ、あわてて引き止める。

「やっ、なによっ！　なにする気よこの変態っ！」

「落ち着けって。話を聞いてくれ」

　たしかに悪いのは男の姿で女湯にいた真琴だ。

　けれど、逃げられるのはマズい。

　ここで妙な誤解を受けたままになって、奈月との関係がこれ以上ややこしいことになったらたまったもんじゃない。

「離してっ！　へ、へ、変なもの見せないで！」

　真っ赤になって顔をそらす奈月。

　言われてようやく思い出す。

　真琴は全裸なのだった。

　ちなみに奈月も全裸だ。

「わ、ご、ごめっ――」

「っ！」

　真琴の手が緩んだスキに。

　奈月は身を反転して駆け出した。

　かたわらのカゴに収まっていた自分の浴衣ゆかたをつかみ、それで身体からだを隠しながら、脱衣所を飛び出していってしまった。

「奈月！」

　その場に座り込みたくなる脱力感を振り払い、真琴はあとを追った。

「おい、どうしたしもべ？」

　背後からフェレスの声が聞こえたが、かまってはいられない。

　真琴も浴衣を着こみ、脱衣所を飛び出しエレベーターへ。

　二台あるうちのひとつが、一階で泊まったのが表示でわかる。

　真琴はもう一台に乗り込むと、階数ボタンを強打。

　焦じれるような時間が流れて、やがて扉が開く。

　ホテルの玄関を飛び出し、駆けてゆく奈な月つきの姿。

　どこまで逃げる気だ。

「くそっ」

　真ま琴ことはエレベーターの扉に肩をぶつけながら駆け出した。



　　　◇



　深夜。

　温泉街は当然どの店も閉じ、ひっそりと静まり返っている。

　街灯だけが道を照らしている。

「奈月！」

　遠くに見える背中に叫ぶ。

　けれど、止まってくれる気配はない。

　たぶん体力は真琴のほうがあるからそのうち追いつけるだろうけれど……。

（とにかく……なんとか話だけでもしないと）

　幸いあの温泉は時間で男女が入れ替わる。

　間違えて入ってしまったとでもいえば言い訳にはなるだろう。

　そもそもどうして奈月と同じ旅館に真琴がいるのかとツッコまれそうだけど。

（なんとかごまかすしかっ……）

　とにかくいまは、奈月に追いつかないと。

　彼女は温泉街を通りぬけ、森のなかの遊歩道に入る。

　灯あかりはあるものの温泉街よりはだいぶ暗いそこへ、真琴も踏み込む。

　木々のざわめき。

　虫の鳴き声。

　だんだんと大きくなる滝の音。

　やがて、昼間も来た広場に出た。

　昼間はまるで目に入らなかったけれど、一台だけある自販機の光がものすごく眩まぶしくあたりを照らしている。

　ここまで飛んでくるしぶき。

　耳に叩たたきつけられるような滝の音。

　そして。

「はぁ……はぁ……」

　広場の端。

　柵さくにもたれかかるようにして。

　肩で息をする奈な月つきの姿。

　走りながら着込んだらしい浴衣ゆかたは乱れに乱れて。

　自販機の光に照らされた顔は見たこともないほどに歪ゆがんでいた。

　まるで、真ま琴ことが彼女を襲おうとしている暴漢であるかのような状況だ。

　そんなことを思いながら、真琴自身も肩で息をしつつ奈月のほうへ歩み寄る。

　奈月は、おびえるような、同時に威い嚇かくするような表情で真琴をにらんでいる。

　まるで、得体のしれない怪物でも見るような……と思ってしまうのは真琴の錯覚か。それとも夜の闇やみの仕し業わざだろうか。

　完全に警戒されている。

「ねえ」

　機先を制するように、奈月が言ってきた。

「なんでアンタ、女湯にいたのよ？」

「……悪い。夜になったら男湯と入れ替わるって知らなくてさ。驚かせちゃったよな」

「…………」

　説明に、ジッとこちらを睨にらみつけてくる奈月。

　が、すぐに頬ほおを赤く染めながら顔をそらし、

「……ホント信じらんない。トラウマにでもなったらどうしてくれるのよ」

「ごめん……」

「…………」

　ふん、と鼻を鳴らす奈月。

　どうやら疑問だけは解けたみたいだ。

　真琴はホッと息を吐く。

　が、いまのは軽いジャブだと言わんばかりに、すぐに奈月は言ってくる。

「で、なんでアンタ、温泉に来てるの？」

　真ま琴ことの胸をえぐろうとでもいうような、鋭い声。

「……え？」

「え、じゃなくて。なんで、アンタが私たちと同じ温泉に来て、同じ旅館に泊まってるのよ」

「……っ！」

　言われて初めて真琴はその不自然さに思いいたる。

　考えてみれば当たり前だ。奈月にしてみれば、真琴がどうしてここにいるのか、不思議でしょうがないだろう。

　なんとか言い訳しないと。

　真ま琴ことは平静をよそおって答える。

「お、オレもペアチケット当てたんだ」

「ふぅん……」

「な、なんだよ。おれがチケット当てたらダメかよ」

「……そんなことはないけど」

　不満そうな奈な月つき。

　あの福引、ペアチケットはたしか五組に当たるはずだった。

　そのうちの三組が知り合いに集中するというのはちょっと不自然だ。

　だけどまあ、ありえない話じゃない。

　奈月はそれでも疑わしそうに真琴をにらんでいたが、やがてあきらめるようにため息を吐ついた。ウソだと決めつけることもできないだろう。

「……で？　一人で来たの？」

「う……ま、まあな。覧らん太たとか誘ったんだけど、みんな都合が悪くて」

　ここはうなずくしかない。

　適当な同行者を告げれば不自然さはなくなるだろうけど、会わせろなんて言われたら終わりだ。

　それよりは多少不自然でも、一人旅だと言ったほうがいい。

「もったいないじゃん。ペアチケットなのに」

「しょうがないだろ」

「好きな人とか誘えばよかったのにね」

「……余計なお世話だ」

「ふんっ……」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべる奈月。

　どことなく苦しそうに。

　なんとなくつらそうに。

（なんでそんな顔をするんだよ……）

　……。

　気づくと、ずいぶん長い沈黙が流れていた。

　気まずさにたえきれず、真琴は思わず口を開く。

「そ、それにしても、お前がいるなんて全然知らなかったよ。お前は誰だれと来たんだ？」

「なに？　なんでそんなこと訊きくのよ。アンタには関係ないでしょ」

「っ……べつに。オレが訊かれたから、訊き返しただけだよ」

「…………」

　たしかに。

　考えてみれば、普段の真ま琴ことなら奈な月つきの旅行の相手など気にもとめないだろう。

　長時間サキュバスの状態で奈月と一緒にいたからか、感覚がズレているかもしれない。

　奈月は相変わらず疑わしそうな視線で真琴を見ていたが、やがてプイと視線をそらして呟つぶやくように言った。

「……実み央おと。あと、山やま下したさんも一緒」

「へぇ……三人なのか？　ペアチケットで四人じゃないのかよ。人のこと言っといてさ」

「…………もう一人はアンタの知らない人よ」

「あ、そう」

　たしかにそうなる。

　と。奈月がふたたび鋭い視線で真琴をにらんでくる。

「な、なんだよ」

「なんで私たちもペアチケットでここにきたと思ったの？」

「え……？」

「さっき、オレ『も』ペアチケット当てたって言ったわよね。なんで、私たちがペアチケット当てたって知ってるの？」

「う……」

　マズい、マズい！

　コイツ、この状況でなんでこんなに頭が回ってるんだ？

　あるいはこんな状況だからか？

　それとも真琴の頭が回っていないだけだろうか。

　なんにしろ、反論しないと。

　真琴は、努めてなんでもないふうを装って答える。

「なんでって、このタイミングでここにきてるなら、福引で当てたのかなって思っただけだよ。違ったのか？」

「いや……そうだけど…………」

　疑わしげながらも、ちょっとたじろぐ奈月。

　なんとかしのげた……。

　真琴はため息をつく。

「……それ」

　と。

　ポツリと奈月がつぶやいた。

「え？」

「そのため息。やっぱり似てる……」

「は？　なにを……」

「喋しやべりかたも、歩きかたも、似てるのよ……」

　喉のどの奥が震えているような、弱々しい声。

　その顔は、なにかに怯おびえるようにゆがんで。

（似てるって……まさか）

「――っ」

　声を上げそうになって、真ま琴ことは慌てて喉の奥にそれを押し込んだ。

　まずい。

　まずいまずいまずい。

　奈な月つきはずっと疑っていたのだ。

　兼かね田だ真琴の仕草を見て、違和感を覚えていた。

　旅行中に何度も向けていた視線。

　あれはそういうことだったのだ。

　兼田真琴が、ひょっとして奏かなで真琴なんじゃないかという疑いの視線。

　その疑いが、男の真琴を目にしたことで一気に爆発してしまい……。

（いやっ、まだだ。まだなんとかなるはず……！）

　なにか決定的な証拠をつかまれたりしたわけじゃない。

　挽ばん回かいは可能だ。

　真琴は、必死で笑みを浮かべ、奈月に歩み寄る。

　震える声に、精一杯余裕ぶった態度を貼はりつけて、

「なあ、なんの話をしてるんだ？　なにに似てるって？」

「それは……」

「なにを疑ってるのか知らないけど、ちゃんと話してくれないか？　そうしたらオレだって、誤解を解けるだろうし――」

　と、そこまで言ったところで。

　真琴は思わず足を止めてしまった。

　奈月がこちらを見る。

　そして信じられないものでも見るように、目を見開いたのだ。

　そこにあってはいけないものを見つけてしまったような。

「――どうした？」

「な、んで……」

　かすれ声。

　その視線は真琴の頭に向けられていて。

「なんでアンタが、それつけてるの？」

「え？」

　なんのことだろう。

　なにかつけてたっけ？

　そう思いながら、真ま琴ことは奈な月つきの視線を追うように、手で自分の髪に触れた。

　そこに。

　固い感触。

　ずっと付きっぱなしになっていたらしい。

　実み央おからもらった、髪留めが。

「――っ！」

　思わず顔がこわばる。

　しまった、と思ったときにはもうおそい。

「い、いや、違うんだ。これは……」

　言い訳。

　なにか言い訳をしないと。

　そう思うのに、マトモな言葉が出てこない。

　指摘されて、真琴がそんな表情をしたことで、奈月はすべてを悟ってしまった。

「そ……んな……」

　急激に青ざめていく奈月の顔。

　カタカタと震え出す身体からだ。

　真琴は一歩踏み出して、もういちど言い訳を口にしようとする。

「待って……奈つ――」

「ウソ、なんでしょ……」

　血ちの気けの引いた顔で、奈月は言ってくる。

「女湯に間違って入ったっていうのも。ペアチケット当てて一人で来たっていうのも。私たちがいるの知らなかったっていうのも。全部全部全部全部ウソっ！」

　なにかに耐え切れなくなったように叫ぶ奈月。

　その叫びにこめられているのは、いまこの場でのウソに対する非難だけじゃない。

　もっと重くて大きな感情を、真琴は全身に叩たたきつけられる。

　奈月は、急に糸が切れたように脱力した。

　一転、力ない瞳ひとみで、真琴のほうを眺めてくる。

　うつろ、とも言える表情の口から、さっきとは百八十度ちがう弱々しい声が。



「――兼かね田だ真琴って、アンタなんでしょ？」



　けれども鋭く。

　真ま琴ことを突き刺すように。

　撃ちぬいた。

「違う」「誤解だ」「だれだよそれ」「なに言ってるんだ？」「男が女になるわけないだろ」無数の反論が真琴の頭のなかに浮かんでは消える。

　そのなかのどれかを選んで口にすれば、まだ弁解は可能だったかもしれない。挽ばん回かいは不可能じゃなかったかもしれない。

　だけど。

　だけど真琴は実際には。

「あ…………」

　と、声とも呼べないようなかすれた声を、口からこぼしただけだった。

　その態度は、奈な月つきの問いに対するなによりも雄弁な答えになってしまっていて。

　そのかすれ声を聞いた奈月は。

「…………やっぱり」

　信じられない、という声でそんなふうにつぶやいて。

　ふらり、と貧血でも起こしたかのように身体からだをかたむけた。

「っ！　危ないっ」

　真琴は思わず叫び声を上げてかけ出す。

　なにしろ、奈月が寄りかかっている柵さくのうしろは滝だ。

　駆け寄ってくる真琴を見て、奈月はよろめきながらも悲鳴のような声を上げる。

「っ……来ないで！」

「バカ！　そんなこと言ってる場合か！」

　一気に距離をつめ、真琴はよろめく奈月の腕をつかむ。

　なんとか間に合った。

　と思ったら。

「は、離してっ！」

「わ、バカっ」

　奈月が子供のように身体を振り回して、真琴の手を振り払おうとする。

　滝のしぶきで地面は濡ぬれて滑りやすくなっている。

　こんなところで暴れたら……。

「落ち着け、奈月！　とにかくホテルに戻ろう！」

「イヤっ！　ほっといてよっ」

　駄だ々だっ子このように、空いている手で真琴の身体を叩たたく奈月。

　冗談じゃない。

　こんな状態のヤツを放ほうっておけるか。

「奈な月つきっ」

　真ま琴ことは、自分を叩たたいてくる奈月の腕をつかもうと手を伸ばす。

　が、奈月はそれを振り払って真琴を突き飛ばすように手に力を込める。

「さわらないでよっ！」

　スカッ。

　とその手が空から振ぶりした。

　奈月は勢いに引っ張られるようにして、身体からだのバランスを崩す。

「！」

「っ……！」

　運が悪かった。

　倒れた奈月を支えようと踏ん張った真琴の足が、水に滑ったのもそうだし。

　奈月の手が、乱れた浴衣ゆかたに引っかかって柵さくをつかみそこねたのもそうだ。

　けれど、それだけならその場で尻もちをつくくらいで済んだかもしれない。

　一番の不運は。

　倒れたふたりの身体がぶつかったせいで、



　――バキッ。



　柵が折れたことだった。

（マジかよっ！）

　くしくも昼間実み央おが言ったとおりになってしまった。

　真琴と奈月。ふたりの身体はあっけなく空中へと投げ出される。

　前にも似たような状況になった。

　けれど今度は、助けてくれたフェレスはいない。

（くそっ……）

　真琴は奈月を引き寄せ、抱きしめる。

　どちらかが叫び声を上げたかもしれない。

　けれどそれは、耳元に迫る滝の轟ごう音おんにかき消されてしまった。

　視界が闇やみに染まる。

　身体に叩きつけられる滝の水。

　冷たい。

　寒い。

「おに――」

　奈月が叫んだように思ったけど、気のせいだったろうか。

　なにしろ、滝の音がこんなにうるさい。

　温ぬくもりを求めるように腕のなかの奈な月つきを思い切り抱きしめながら。

　真ま琴ことの意識はそのまま暗転――

　――――。



    

  
    
      


第７話　せめてさよならを君に





「…………」

　真琴は、目を覚ました。

　身体からだを起こして見回すと、そこは見慣れた自分の部屋ではなく、ホテルの一室だった。

「あ……れ……？」

　自分はなにをしているところだったのか……。

　頭がぼんやりして、眠りにつく前のことがあやふやだ。

　と。

「奏かなでくんっ！」

　聞きなれた声に名を呼ばれた。

　その名前で呼ばれるのはひどく久しぶりだった。

「山やま下したさ――うわふっ!?」

　その姿を確認するよりも先に、温かさが真琴を満たす。

　温かいというか、なんか、すごく柔らかい……。

　ふにょふにょとした感触が真琴の顔を覆う。

　これは……。

　これは！

「心配したんだよ奏かなでくんっ！　奈な月つきちゃんと一緒に滝に落ちたって……でも、よかった！　本当に、助かってよかった！」

「ちょ、山やま下したさん、苦し……」

　鈴音すずのねが真ま琴ことを抱きしめていて、それで彼女の胸に真琴の顔が埋うずもれているのだった。

　真琴はもがくけれど、寝起きで力が入らないせいか、振り払うことができない。

　ぎゅむぎゅむと押しつけられるふたつの柔らかなふくらみ。

　しかもそれは、浴衣ゆかたの薄い布越しで……。

「ちょっと山下先輩。おにーさん窒ちつ息そくしちゃうって」

「あ……」

　実み央おの言葉に、慌てて手を離す鈴音。

　解放された真琴はぜーはーと深呼吸する。

「ご、ごめんなさい奏くん。つい嬉うれしくて……」

「……あ、いや、うん、大丈夫」

　まだ寝ぼけているふりをして、ぼんやりした口調で答える真琴。

　けれど、目はもう完全に覚めていた。

　なにがあったのかも思い出した。

（……けど）

　まさか、助かったのか。

　あの高さから滝つぼに落ちて？

　怪け我がさえしていないようだ。そんなことがありうるだろうか。

　見れば鈴音は真っ赤な顔をうつむけている。

　その目が潤んでいることに真琴は気付いた。

　心配させてしまった、というのと、心配してもらえた、というのが混ざった複雑な気分だ。

「あ」

　と、そこでようやく真琴は思い至る。

　奈月。

　奈月はどうしたのだろう。

「あの――」

　そのことを訊きこうとしたときだ。

「それじゃ……」

「わたしたち、そろそろ行くね。あまり長居しちゃいけないって言われたから」

　そう言って立ち上がるふたり。

「あ、うん……」

　奈な月つきのことを訊きくタイミングを失って、真ま琴ことはそれを見送るしかない。

　立ち去り際、鈴音すずのねが声をかけてきた。

「奏かなでくん……」

「え？」

「その……ううん、なんでもない。本当に、よかった。助かって」

　そう言っていつもの笑みを浮かべると、鈴音は実み央おに続いて部屋を出て扉を閉じた。

　なんだろう。

　彼女との間にあった微妙な空気が消えたみたいで、こんな状況なのにちょっと嬉うれしくなった。

　ふたりと入れ替わりに、今度はフェレスとリリスが入ってきた。

　ドアが閉まる直前、鈴音がフェレスに「よろしくお願いいたします」と言っているのが聞こえた。

　フェレスは苦笑しながら、

「人間の医者に来られると不都合だったのでな。我われとリリスは欧州の大学で医学を学んでいると言っておいた。乳娘と学校で会っていたのが幸いしたな」

「……よく信じたな、それ。ふたりとも」

　ふたりが落ち着いていたら普通にウソだと見抜かれた気がする。

　真琴と奈月が滝に落ちたなんていう状況だからこそだ。それに、実際に目を覚ましたのだから、信用は充分だろう。

「けっきょく、なにがどうなってるんだ？」

　と、状況説明を求める。

　フェレスは、わかっている、というようにうなずいて、その場に座った。

「我とリリスが追いついたときには、貴様と奈月は滝に落ちたあとだった。なんとか救い上げてここまで連れてきたのだ。さっきのふたりには、貴様――奏真琴はひとりで旅行に来ていて、偶然奈月と会ったと説明しておいた。兼かね田だ真琴は行方不明ということになってしまったがな」

「そうか……」

　それくらいはどうってことない。

　なんとか言い繕えばいいことだし、言い繕えなくても、そのときはそのときだ。どうせ奈月にはすべてがバレてしまっている。

　それより。

「――奈月は？　アイツはどうしたんだ？」

「そっちだ」

　とフェレスは真ま琴ことの向こう側の布団を指さす。

　言われるまで、そこに布団があることにすら気付いていなかった。

　奈な月つきが寝ていた。

　目を閉じて、静かに寝息を立てている。

　呼吸が荒かったり、変な汗をかいたりはしていない。普通に眠っているように見える。

　真琴の身体からだからがっくりと力が抜けた。

「…………無事、だったんだな……」

　ため息と共に、そんな言葉を吐き出す。

　まるで奇跡だ。

　あの高さから落ちて、死んでないなんて。

　真琴自身も、外傷や痛みをまるで感じないし。

　すごい。

　いや、というか――おかしい。

　不自然だ。

　いくらなんでも、ふたりとも無傷すぎるんじゃないだろうか。

　奇跡どころか……悪魔的な作為を感じる。

　それにさっきフェレスは変なことを言っていた。

　人間の医者に来られると不都合。

　それはどういうことだろう。

「なあ――」

　とフェレスのほうを見て、真琴ははじめて気付いた。

　随分と疲労しているように見える。

　目がちょっと半開きだし、髪も少し乱れている。

　それに、なんだか妙に落ち込んでもいるような……。

　どうしたんだろう。

　ぽつり、とフェレスが口を開いた。

「すまない」

　いきなりの謝罪。

　意外すぎる言葉に、真琴はなにも言えない。

　フェレスは、視線を床に落としたまま、とぎれとぎれにこぼすように言葉をつむぐ。

「こうするしかなかったのだ。本当なら貴様か奈月に了承を得るべきだったのだが、なにしろふたりとも重体だったし、時間もなかった。手遅れになる前にと、それしか考えられなかった」

「重体？　手遅れ？　ちょっと待てよ。なんの話をしてるんだ？」

　真ま琴ことも奈な月つきも、こうして無事なのだ。

　そんな危機的な単語とは程遠い状態だ。

　フェレスは顔を上げた。

　悲ひ愴そう、と言ってもいいくらいに思いつめた表情。

　真琴はそれに、イヤな予感をひしひしと受けていた。

「どういう……ことなんだ」

「すまない」

　フェレスはもう一度、謝った。

「我われとリリスがかけつけたとき、貴様と奈月は滝つぼに落ちてしまっていた。川岸の岩場に叩きつけられて瀕死の重傷だったのだ」

「なん……だって…………」

　そんなバカな。

　だったら、なんで真琴はこうして起きていられる？

　なんで奈月は穏やかに寝息を立てていられるのだ。

「――人間の技術では到とう底てい治せない状態だというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。人間の死は何度も見たことがあるからな。それはすぐにわかった。だから、それで、我は――」

　躊ちゆう躇ちよするように口を閉じる。

　きつく結ばれた唇の向こうで、歯が固く噛かみしめられているのがわかった。

　けれど観念するように、フェレスはあとを続ける。

「――我の霊力でふたりを延命したのだ」

「そうか……」

　それでフェレスは疲労していたのか。

「ありがとう、フェレス」

　ごく自然にお礼を言ってから、真琴は不思議に思う。

　それならなんでフェレスは、こんなに思いつめた顔をしているのだろう。

　その疑問に答えるように、フェレスはフルフルと首を横に振る。

「礼を言われる筋合いなどない……我は、してはいけないことをしてしまった」

「……どういうことだよ？」

「……延命、と言ったであろ。霊力でも、貴様たちの身体からだを完全に治すのはムリだったのだ。いまふたりの身体は、霊力が半分ほど混ざった状態だ」

「…………！」

　すぐにはピンと来なかった。

　が、脳に理解が達すると、それがどんな異常事態なのか理解できた。

「……当然、悪魔と違って人間は体内で大量の霊力を作り出せるようにはできていない。だから、貴様らに与えた霊力もすぐに尽きてしまう」

「そうすると、どうなるんだ……？」

　いや、訊きくまでもない。

　ただその事実を認めるのを先延ばしにしたかっただけだ。

　しかしフェレスは、あっさりと言っていいくらいの口調で、それを告げた。

「死ぬ――あと二時間といったところだ」

「そ……んな…………」

　自分ではそう言ったつもりだったけれど、それすら言葉にならなかったかもしれない。

　フェレスが謝っている意味がようやくわかった。

　あと数時間生き延びてなんの意味があるというのか。

　いや……。

　それでも、それだけの時間を与えてくれたフェレスに感謝するべきだろうか。

　二時間。

　それで、なにができる？

　なにをすれば……そんなの決められるはずがない。

「…………」

「――実は、な」

　と、さらに躊ちゆう躇ちよするような口調でフェレスは言ってくる。

「なんだよ？」

　思わず責めるような口調になってしまい、真ま琴ことはちょっと後悔する。

　フェレスは言いづらそうにしていたが、やがて言った。

「実は助かる方法がないわけではない……のだが」

「本当かっ!?」

　真琴はすがりつくように声を上げる。

「なんだよー。だったらすぐに言ってくれればいいじゃないか……落ち込んで損したぜ」

「…………」

　苦笑する真琴に、フェレスの態度は重いままだ。

　……わかっている。

　真琴も、その方法がすべて丸く収まるようなものでないということなど、見当がつく。

　フェレスも、真琴が理解していることはわかっているみたいだった。

　真琴の軽口には反応せずに、言葉を続けた。

「……ひとりだ」

「？」

「貴様と奈な月つき、どちらかひとりは普通の人間として助けられる。身体からだが自然治ち癒ゆするまでに、生命活動を補える霊力はひとり分しかないということだ」

「……あとひとりは死ぬ、ってことか」

「奈月の場合はそうなる。ただ、貴様の場合はしもべとしてある程度霊力を身体にためていたから、生き延びる方法がある。ただ……人間ではなくなってしまうが……」

「まさか……」

　ここまで言われれば、真ま琴ことでもわかる。

　幸い、偶然にも事前の予備知識はさっき温泉で聞かされていた。

　つまり。

　フェレスはうなずき、そしてはじめて真琴の顔をまっすぐに見た。



「貴様が眷けん属ぞくになれば、奈月を助けることができる」



　目をそらすことなく、まっすぐに真琴を見てくるフェレス。

　今度は真琴のほうが気まずくなって視線をそらした。

　となりの布団で相変わらず寝息を立てている奈月を見る。

　その顔は普段どおりの健康的な色合いで、あと二時間で死ぬだなんてとても思えない。

　それは真琴自身も同じだ。

　これといった事件もないときに、そんなことを言われたらきっとウソだと笑い飛ばしていただろう。

　けれど。

　ふたりが滝に落ちたことはまぎれもない事実で。

　フェレスの言うことは本当のことだ。

　選択。

　真琴が人間として生きるのか。

　眷属になって奈月を助けるのか。

　選ばなければいけない。

「…………」

　座イスに腰を下ろしているリリスはなにも言わない。

　フェレスも、真琴の言葉を待つように口を閉ざしてしまった。

　真琴は……。

　考える。

　なにか他ほかの道があるんじゃないだろうか。

「……たとえばさ、」

「む？」

「眷けん属ぞくになったあと人間に戻る方法ってのはないのか？」

　それができればなにも問題はないのだ。

　もちろん真ま琴ことを眷属にしたがっているフェレスのことだ、あっても隠す可能性もある。けれど、コイツはそういうことができないヤツだと、真琴は思っていた。

　案の定、フェレスはこくりとうなずいた。

「ある、ことはある。だが、結果的に不可能だから、言わないほうがいいと思ったので黙っていた」

「一応聞かせてくれよ」

「……眷属は肉体の一部が霊力で構成される。その霊力の定着はいまの貴様と違い永続的なものだ。それにはあるじである悪魔との契約が必要となる。契約によって定着させられた霊力は、簡単に肉体に戻すことはできない。そうするためにはより多量の霊力が必要となる。だが、眷属はそのために必要な量の霊力を身体からだにためることができないのだ」

「うん……」

　ややこしい。

　が、真琴はなんとか理解する。

「つまり、眷属になるまえにある程度余分な霊力をあらかじめためておけば、契約したあとでも人間に戻れるのか？」

「そういうことだ」

「ん？　それなら、ふたりから霊力をもらえば、なんとかなるんじゃないのか？」

　と思ったのだが、フェレスは首を左右に振る。

「我われは貴様と奈な月つきを助けるために霊力を使い切ったのでな、これ以上は絞り出しようがない。リリスは……つねに霊力が不足がちだ」

　淫いん魔ま体質。

　リリスは、外から霊力を供給しなければ存在を保てないのだ。

「ごめんなさい……」

　そこでポツリとリリスが言葉を漏らす。

「いや、そんな……」

　真琴は否定の言葉をつぶやくけれど、最後までは続かなかった。

　本当か？

　本当にもう方法はないのか？

「そうだ……人間は？　オレの右手で精せい気き玉だまを集めれば――少しずつでも、大勢の分を集めればなんとかなるんじゃないのか？」

　しかし、フェレスはこれにも首を横に振った。

「いまの貴様の状態では、生命活動を維持するのに精一杯で、サキュバスになれんのだ。我われと契約を交わし眷けん属ぞくにならん限りはな。だから、精せい気き玉だまを集めることはできない」

「っ……」

　真ま琴ことは歯は噛がみする。

　ダメか。

　ほかになにか……できることは…………。

　しかし、これ以上はなにも思い浮かばなかった。

　そもそも、霊力を普段から扱っているフェレスたちが思いつかないのだ。真琴にこの短時間でいいアイディアが浮かぶはずもない。

「くそっ……」

　真琴の呻うめき声に、フェレスはなにも言葉を返せない。

　リリスも無言を保ったままだ。

　重苦しい沈黙。

　空調の音、それに奈な月つきの寝息だけが、痛いくらいに真琴の耳に響く。

「くそっ！」

　吐き出すように言って、真琴は布団を叩たたく。

　ぼふん、と気の抜けたような音が鳴った。

「なんでだよ……なんでこんな……っ！」

　フェレスが現れたときからだ。

　五月六日。

　悪夢の日。

　あの日から真琴の不運は続きっぱなしで。

　とうとうこんなことにまでなってしまった。

　布団を思い切りにぎりしめる。

　布を破ろうとでもいうくらいに強く。

「すまない……」

　と、その耳にフェレスの声が届いて、

「っ！」

　真琴は思わず立ち上がっていた。

　彼女に詰め寄り、

「謝るくらいならっ……」

　――なんでサキュバスになんかした。

　そう叫びたい気持ちが、一瞬でしぼんでしまった。

　うつむいて、銀色の髪で隠れている彼女の顔。

　その足元に、雫しずくが落ちるのを見たせいで。

「…………」

「真ま琴ことさん」

　と、こちらは目にあふれる涙を隠そうともせず、リリスが言ってくる。

「姉さまは……姉さまはずっと気にしてたんです……。真琴さんや奈な月つきさんに迷惑をかけたことを。私も感謝してます。おふたりのおかげで私たちは仲直りできた……だからおふたりも……そう思ってて、でもこんなことになってしまって、きっと姉さまも――」

「やめろリリス」

　顔をうつむけたまま、フェレスが彼女をさえぎった。

「でも、姉さま――」

「我われらがどう思うかなどどうでもいいことだ。悪いのは巻き込んでしまった我らのほうなのだからな」

「……フェレス」

　そんなふうに言われて、非難できるはずもない。

　コイツは、悪魔のくせに優しすぎるのだ。

「悪かった」

「……貴様が謝ることなどない」



    

  
    
      



    

  
    
      　頑かたくなにそういうフェレスに苦笑しつつ、真ま琴ことは部屋のドアへ向かう。

「お、おい、どこに行くのだっ」

「まだ時間あるだろ？　ちょっとひとりでじっくり考えてくる」

「……」

　フェレスは少し不安そうにしていたが、やがてあきらめたようにうなずき、

「あと一時間半だ。ちゃんと戻ってくるのだぞ」

「わかった」

　真琴は部屋を出た。



　　　◇



　扉が閉じる音。

　念のため、数秒待ってから。

　奈な月つきは目を開けて、身を起こした。

「なっ……わっ…………」

　銀色のツインテール髪の少女――フェレス――が慌てた声を上げる。

　まさか起きているとは思わなかったのだろう。

　真琴も気付いていないようだったし。

「……失敗したな。姿を消しておくべきだった」

「だとしても、アイツがブツブツ独り言言ってるように見えるんだから、おかしいって気付くんじゃない？」

「む……」

　奈月に言われ、押し黙るフェレス。

「ふぅ……」

　ため息をひとつ。

　のどがかわいた。

　奈月はゆっくり立ち上がると、冷蔵庫へと向かう。

　あと二時間で死ぬとか言われていたが、全然そんな感じはしないほど足取りは軽い。

「あ、私が取ってきます……」

　目的を察して、金色の髪の少女――リリスがパタパタと走って冷蔵庫のなかのミネラルウォーターを持ってきてくれた。

「ありがと」

「いえ……」

　笑みを浮かべて礼を言うと、リリスは照れるような、ちょっと怖がるような様子でうなずき、座イスのところに戻っていった。ちょっと人見知りする子らしい。

　奈な月つきはキャップを開けて、水を口に含む。

　一息つけた。

「それで……」

　とふたたびフェレスに目を向ける。

「さっきの話、もうちょっと詳しく、私にも理解できるように説明してくれる？　あなたたちはなんなのか。眷けん属ぞくってなんなのか。霊力ってどういうことなのか」

「それは……しかし……」

　と視線を落とすフェレス。

「私にだって、事情を知る権利はあると思うけど。あなたたちなんでしょう？　アイツを女にして色々やってたのは」

「…………」

　本当だったら怒鳴りつけたいところだった。

　それでもってゲンコツのひとつでも喰くらわせて叱しかってやりたいところだ。

　男らしくなりたいと思っているアイツを、女にするなんて……。

　まあ、それで水着着てプールに入ったり、あんな下着を着けたりするアイツもどうかと思うけど……。

　うう、思い出したら頭から湯気が出そうだ。

　奈月は気を取り直すように、フェレスをまっすぐに見据える。

　フェレスは顔を上げて奈月を見ると、観念したようにうなずいた。

「わかった……話そう」

　そして――。



　三十分くらいで、フェレスは悪魔のこと、しもべのことなどを説明し終えた。

　真ま琴ことがサキュバスにさせられて、精せい気き玉だまを集めていたこと。

　リリスの男嫌いを治すための特訓に付き合っていたこと。

　そして、女になってこの旅行にきていた理由――。

「…………そう」

　ふぅ、というため息混じりに、奈月はつぶやいた。

　なんだろう。

　すごく安心したような。

　でもとても寂しいような。

　変なの。

　わかっていたことなのに。

　こんなふうに感じるなんて、思わなかった。

　でも……。

「ねえ、フェレス――」

　でも、それなら。

　アイツの気持ちがそこまではっきりしているなら、迷う必要なんかどこにもない。

「お願いがあるんだけど」

「？　なんだ？」

　首をかしげるフェレスに、奈な月つきは告げた。



「アイツを、人間に戻してやって」



　　　◇



「ごめん、急に呼び出して」

「ううんいいけど……寝てなくて大丈夫、奏かなでくん？」

　ホテルの一階ロビー。

　夜中ということもあり暗めの照明が灯ともるなか、真ま琴ことは鈴音すずのねと一緒に隣合わせのイスに座っていた。

　向かい合わせに座るのはなんだか照れくさかった。

　鈴音の問いに、真琴はうなずく。

「…………うん。外に出なければいいって。あと、あんまり長い時間はダメって言われたけど……」

「そうなんだぁ」

　よかったー、と心から安心したように鈴音は言った。

　そのひと言ひと言を、真琴はすべてを記憶に刻むようにかみしめる。

　これが、奏真琴が山やま下した鈴音と交わす、最後の会話になるのだから。

　そう。

　あの場で、迷うことなんてあるはずがなかった。

　フェレスには「考えてくる」なんて言ったけれど、そんな余地なんかない。

　奈月を見捨てて自分が助かるのか。

　自分が眷けん属ぞくになって、奈月を助けるのか。

　どちらを選ぶかなんて決まりきっている。

　たとえそれで女になってしまうとしても、だ。

　ただひとつ心残りなのは、鈴音とのことで。

　これだけは、奏かなで真ま琴ことでいる間でないと解決できない。

「あの……」

「はい？」

「こ、このまえの、アレなんだけど」

「はっ、はいっ！」

　なんと言ったらいいのかわからず言葉を濁にごしたけれど、鈴音すずのねにはすぐピンときたようだった。焦ったような口調で身体からだをかたくする。

　真琴のほうも緊張で身体が熱くなる。けれど、いま謝っておかないと、一生謝れなくなってしまう。

「その……あのときは、ごめん。なんであんなことになったのか説明できないんだけど、あれはオレが悪かったんだ。だから――」

「いいですよー」

　そんな、いつもどおりの穏やかな声に、真琴はとなりを見やる。

　鈴音は柔らかな笑みを浮かべていて。

「なんか、あのときはわたしもよくわからなくなってて、きっと奏くんに迷惑かけたんじゃないかって思ってて、でも、なかなか言い出せなくて。だから……お互い様、ってことにしようよー」

「う、うん。わかった」

　なんか、鈴音に大幅に譲歩してもらった気がしないでもないけど。

　と、鈴音は急に顔を赤くして、

「あっ、いいですよっていうのは、あんなことしてもいいって意味じゃないからねっ。だめだよーっ」

「だ、大丈夫。しないしない」

　真琴は慌ててうなずく。

　さすがにそんな勘違いをするほどおめでたくはない。

　それにもうあんなことは――したいと思ってもできなくなるのだ。

（…………）

「奏くん？　大丈夫？」

「あ、うん。なんでもないよ――っ！」

　鈴音に顔をのぞきこまれた。

（近いっ！　近いよ山やま下したさん！）

　心臓の鼓動が跳はね上がる。

　長いまつげ。

　大きな瞳ひとみのなかには、真琴の顔が映りこんでいる。

　柔らかそうな赤い唇。

「……」

　真ま琴ことは思わず息を呑のむ。

　最後に、一度だけ――そんな誘惑が一瞬頭をかすめる。

　が。

「――そう。ならいいけど……」

　そう言って、鈴音すずのねの顔はすぐに離れていった。

　安あん堵どの息をはく。

　危なかった。もし、いまの状態があと数秒続いていたら……。

（…………）

　真琴は内心で自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

（なんだ……全然あきらめられてないじゃないか）

　迷ってないと思っていた。

　けれど、実際にこうして鈴音と一緒にいると、彼女のことが好きな自分が顔を出す。離れたくないと声を上げる。

（でも……それでもオレは――）

　真琴は席を立った。

「奏かなでくん？」

「ごめん、やっぱりまだちょっと調子悪いみたいで……部屋に戻るね」

「やっぱりー、ムリしちゃだめだよー」

　鈴音は慌てて真琴を追いかけてくる。

「はい」

「え？」

「つかまって。倒れたら大変だよー」

「……ありがとう」

　最後くらいはこんなことがあってもいいか。

　そんなことを思いながら、真琴は差し出された腕をつかんだ。

　エレベーターで部屋のある五階へ。

　不思議と、ドキドキしたり、恥ずかしくなったりするようなことはなかった。

　穏やかな、落ち着いた気分だ。

　さわやかと言ってもいいくらい。

　部屋の前についた。

　真琴は鈴音の腕から手を離し、自分の部屋――５０９号室の扉に手をかける。

「ありがとう、山やま下したさん」

「ううん。それより、シッカリ休んでね。奈な月つきちゃんが起きたときに奏かなでくんがまた寝こんでたら、奈月ちゃん悲しむよー」

「そうかな？」

「そうだよー。だって奈月ちゃん、お兄ちゃんのこと大好きだよー」

「…………うん、わかった。ありがとう。おやすみ、山やま下したさん」

「おやすみー」

　そう言った鈴音すずのねは、不意にポンと真ま琴ことの頭に手をのせてくる。

「……え!?」

「ちゃんと寝るんだよっ」

　困惑する真琴にそう言ってほんわりした笑みを浮かべると、鈴音はくるりと身をひるがえし、向かいの部屋――５１９号室へ戻っていった。

（…………まいったなぁ）

　真琴は急速に高鳴った胸を押さえながら、そのうしろ姿を見送る。

　いまのはキツい。

　惚ほれ直してしまった。

（でも……）

　真琴は彼女に背を向け、自分の部屋へ。

「――さよなら、山下さん」

　小さく口にした声が、彼女に聞こえた様子はなかった。



    

  
    
      


第８話　月の下で





　ドアのノブを回すのに、少しだけ躊ちゆう躇ちよした。

　部屋に入ってしまえばもう引き返せない。

　眷けん属ぞくになったら、もう男には戻れないのだ。

（…………）

　真ま琴ことは頭を振ると、自分の迷いを壊すように手を握りしめる。

　ひと息にノブを回し、ドアを開ける。



　部屋に入ると、奈な月つきがフェレスとキスをしようとしていた。

「なっ……」

　と真琴は思わず声を上げかけたが、すぐに事情を察する。

　キスによって、フェレスは奈月から霊力を回収する。

　それはつまり、奈月が生命維持に必要な霊力を失うということで――。

　真琴が入ってきたのに気付いた奈月とフェレスは、ビクリと警戒するようにこちらを向いた。

　それから、二人とも気まずそうに視線をそらす。

　真琴はため息を吐つき、ふたりのところまで歩いていく。

「…………」

「…………」

　あさっての方向を向いているフェレスの顔をのぞき込むようにして、問いかける。

「おい」

「……なんだ」

「オレが選択するんじゃなかったのかよ」

「そうだが……その……」

　気まずそうに口のなかでもにょもにょ言うフェレス。

　すると、横から奈月が、

「待って。私がフェレスに頼んだのよ」

「…………」

　見れば、奈月が睨にらむような真剣な目でこちらを見ていた。

　っていうか、適応するのが早くないだろうか。悪魔とかしもべとか霊力とか言われて、真琴はもっと混乱した気がするけど……。

　女子同士だからだろうか？　そんなバカな。

　まあ、それはいいとして。

　真ま琴ことは奈な月つきとフェレスの間に割り込むように立つ。

「ちょっと――」

　という奈月の抗議の声には構わずに、

「……話、全部聞いたのか？」

「…………うん」

　奈月は不機嫌そうな顔でうなずいた。

「そうか……」

　だったら、もうごまかしようがない。ごまかす必要もないだろう。

　真琴は、奈月を見て言った。

「いままで黙っててごめん」

「っ……！」

　奈月の顔がゆがむ。

　震える唇は怒りだろうか。

　赤く染まる顔は恥ずかしさ？

　両目にたまる涙は――なんだろう。

「そんな、の……」

　奈月の両手が、ガシリと真琴の浴衣ゆかたのえりをつかむ。

　まつげの一本一本が数えられるくらいの距離に、奈月の顔が迫ってきた。

「そんなの謝らないでよ！　アンタが、アンタがサキュバスになった理由は……だって……」

　急に力をなくして、奈月の手がえりを離し、だらりと落ちた。

　がっくりとうなだれて、奈月は言う。

「そのせいで……そのせいでアンタは……」

「…………」

　真琴はなにも答えられなかった。

　真琴がサキュバスになったのは、奈月が死ぬと言われたからだ。

　助けたければ、精せい気き玉だまが必要――そう言われて悪魔のしもべになることになった。

　まあ、それはフェレスのウソだったのだけれど。

　けれど、それでも。

　奈月は責任を感じずにはいられないのだろう。

　だが。

「……だからって、お前がそんなことする必要はないだろ」

　真琴がしもべになるとか眷けん属ぞくになるとかとはわけが違う。

　真ま琴ことを人間にするには、奈な月つきは――。

「でも！」

　奈月は叫ぶ。

　ボロボロと零こぼれ落ちる涙。

　真っ白になるほどに握りしめた両手が、小さく震えている。

「私のせいでしょ!?　私のせいであんたは女になっちゃう！　そんなのいいわけないじゃない！　アンタ――男らしくなりたいんでしょ!?」

「……っ！」

『アイツが男らしくなるために――』そう考えて奈月は真琴と仲良くするのを止やめた。

　それで。

　それで、コイツは今もまた。

「だったら！」

　奈月は叫ぶ。

「だったら私は、それを邪魔したくない！　アンタに男らしくなってほしい！」



「そんなことどうでもいいんだよっ！」



　奈月の声をかき消すように真琴は叫んだ。

　腕を伸ばし、抱きしめる。

　握りしめて震える両手。

　零れ落ちる涙。

　真っ赤な顔。

　乱れた黒髪。

　全部、ぜんぶまとめて抱きしめる。

「ちょっ……なに!?」

　びっくりして身をよじる奈月を、けれど真琴は離さない。

　いままで、こんなふうにしたことはなかった。

　家族だから、それが普通だろうか。

　わからない。

　わからないけれど。

　とにかく、こうしたいと思ったのだ。

「――女サキユバスになってるときに、お前から話を聞いただろ。お前が、オレのためにずっと冷たい態度を取り続けてたって」

「それはっ…………ごめん」

「謝るなよ。聞いたあとしばらくはオレも混乱したさ。ずっと仲が悪いって思い続けてたのに、そんなふうに言われたらどう接すればいいのかわからなくて。でも、いまならわかる。オレは、お前がオレのこと嫌いだったわけじゃないって聞いて――嬉うれしかった」

「！」

「二年前からずっとイヤだったんだよ。お前と仲悪いのが。お前に嫌われてるのが。でもそんなことはっきり言えないから、どうでもいいって顔してたんだよ。でもさ、お前がムリしてそうしてたなら話は別だ」

「……」

　奈な月つきはなにも言わない。

　だから真ま琴ことは言葉を続ける。

　想おもいを、一気に吐き出す。

「それならもういいじゃないか。昔みたいに一緒に買物行ったり、ご飯食べに行ったりしよう。女でもいい。姉妹に見える？　それがどうした」

　

「家族おまえと一緒にいられなくなるくらいなら、オレは男らしくなんかなれなくていい」



「バカっ――」



    

  
    
      



    

  
    
      　なにか言おうとした奈な月つきを突き放すと、真ま琴ことは横でなりゆきを見守っていたフェレスの腕をとった。

「ん、む？」

「頼む、フェレス。どこか邪魔の入らないところに行ってくれ」

　目を白黒させるフェレスにそう言う。

　真琴の意図を察したフェレスは、それでも迷うように真琴と奈月の顔を交互に見る。

「早くっ！」

「わ、わかった」

　真琴の叫びに、飛び上がるようにフェレスは宙に浮いた。真琴の身体からだも持ち上がる。

　そのまま、ふたりは開け放たれた窓から夜空へ。

「待って！」

　背後で響く奈月の叫び声を断ち切るように、暗くら闇やみのなかへ飛んだ。
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　あまり時間もないので遠くに行くわけにもいかず、フェレスはホテルの屋根の上に降りた。

　下から見ると三角屋根に見えていたけれど、その頂点がたいらになっていて、少しだけど足場があった。

　その狭い場所に、真琴とフェレスは向かい合って立つ。

「さ、早いとこ頼む。オレを眷けん属ぞくにして、奈月を元に戻してくれ」

「…………」

　真琴が言うのに対し、フェレスは戸惑うように顔をうつむけている。

「なんだよ？」

「貴様……本当にいいのか？　あれだけ嫌がっていたサキュバスの姿で一生――それも、人間の平均より遥はるかに長い生涯を過ごすことになるのだぞ？」

「なんだよ、お前だって、オレのこと眷属にしたがってたじゃないか」

「それは、そうだが……」

　なおも戸惑いを消さないフェレスに、真琴は苦笑する。

「――いいヤツだよな、お前」

「なっ!?　なにを言い出すっ」

　フェレスは目を真ん丸に見開いて真琴の顔を見上げる。

　それから、落ち着かなく右に左に視線をさまよわせる。

　月明かりの下でも、顔が赤くなったのがよくわかった。

「だからさ――お前の眷けん属ぞくになるのも悪くはないなって、そう思ったんだよ」

「真ま琴こと……」

　こんどはポカンとした顔でこちらを見てくるフェレスに、真琴はうなずく。

「頼む」

「…………わかった」

　唇を引き結び、真剣な表情になるフェレス。

　軽く目を閉じ、集中するように言葉を紡ぎ出す。

「――わが熱情の口付けにて霊力を授ける。汝なんじ、わがしもべ奏かなで真琴。メフィストフェレス・ヨハネスの名において命ず。わが眷属となり、我われとわが血族に忠誠を誓い、この身朽ちるまで恭順せよ」

「…………」

　サキュバスしもべにされるときには呪じゆ詛そのように聞こえたその声音が、いまは心地よくすら感じられた。

　フェレスの顔が近づいてくる。

　たしかあのときは、襟えり首くびを締め上げられ、抵抗する間もなく霊力を流し込まれた。

　いまは違う。

　真琴は目を閉じ、フェレスを受け入れる。

　触れるのは、柔らかな温かみ。

　流れこんでくるのは、身を委ゆだねたくなるような力の波。

　けれど、思考は逆にクリアで、自分の身体からだの変化が手に取るようにはっきりと感じられた。

　わかる。

　身体の全体がゆっくりと、しかし確実に変わっていく。

　細胞ひとつひとつが自らの意志でその変化を受け入れていくようだった。

　やがて、光。

　フェレスが思わず目を覆うほどの眩まばゆい白光が真琴を包み。

　その光すらも真琴の身体へとおさまっていく。

　そして。

「終わった、のか……？」

「ああ」

　真琴の問いに、フェレスがうなずく。

「これで、晴れて貴様は、わが眷属だ……」

　真琴は自分の身体を見下ろす。

　舞まい坂さか高校の女子ブレザーに包まれた、女の身体。

　腰のあたりまで伸びた黒髪。

　なだらかにふくらんだ胸。

　ほっそりとした腕と脚。

　間違いなく、サキュバスだった。

「真ま琴こと……」

「なんだよ。そんな顔するなよ」

　真琴は、いまにも泣き出しそうなフェレスの頭に手をのせる。

「これからよろしく頼むぞ、ご主人さま」

「うっ……ぐっ」

　フェレスは押し込むように息をのむと、そででゴシゴシと顔をこすった。

　それから頭に乗った真琴の手を振り払う。

　腰に手を当て、偉そうに胸をはり、あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな笑みを浮かべて言った。

「ああ。馬車馬のようにこき使ってやるから、ありがたく思えっ」
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　がたん、と音がして、真琴はそちらを振り向いた。

「奈な月つき……」

　壁に付いているはしごを発見したらしい。

　そこをよじ登って、奈月が屋根の上にやってきた。

　三角屋根の斜面をよじ登り、てっぺんの足場に立つ。

　こちらを見る表情は暗くてまだ見えない。

「わっ」

「危ないっ！」

　奈月が足をすべらせた。

　真琴は一気に駆け寄り、奈月を抱きとめる。

　しもべとしてサキュバスになったときよりも、はるかに身体からだが軽かった。

「…………」

　抱きしめられた奈月の顔が、真琴の胸に埋うずもれる。

　すぐに突き放される、かと思ったけれど、奈月はそのままの体勢で真琴を離さない。

　むしろ、彼女も抱きしめるように腕を回してきて、

「この……ばかっ……」

　そう呟つぶやく声は、なにかをこらえるように震えていた。

「……ほんと、完全に女だよね」

　苦笑混じりにそう言った真ま琴ことに、奈な月つきは首を左右に振った。

　しゃくりあげるように、涙混じりの声を口にする。

「そん、なのっ……どうでもいいのよっ」

「え？」

「わた、わたしはっ、アンタが――」

「奈月？」



「アンタが、いなくなっちゃうのがイヤなのよ！」



「…………」

　真琴は言葉をつまらせる。

　堰せきを切ったように、奈月の口からは声があふれてくる。

「なにが『一緒に買物行ったり、ご飯食べに行ったりしようぜ』よっ！　アンタが悪魔界に行っちゃったら、そんなことできないじゃない！　バカっ！」

「奈月……」

　それはもちろんわかっていた。

　けれど、あの場ではああ言うしかなかったのだ。

　真琴は、「バカバカ！」と連呼しながら真琴を叩たたいてくる奈月に苦笑しながら、

「奈月だって、自分が死んでまで私のこと助けようとしたじゃない」

「それは…………そうだけど」

　うっ、と言葉をつまらせ、叩くのを止やめる奈月。

　彼女は真琴の胸に顔をうずめて、

「お願いだから、どこにもいかないでよ……」

　震えながら、それでも強く真琴の身体からだを抱きしめる腕は、逃がしたくないと言っているようだった。

　と。

　フェレスが宙を飛んでこちらへやってきた。

「奈月……」

「――なによ」

　睨にらみつけ、敵意を隠しもせずにそう言う奈月。

　フェレスはややたじろぎながら、

「その……我われとしては、コイツをすぐに悪魔界に連れていかなければいけないわけではない」

「……え？」

「だから、その……」

　とフェレスはそこで真ま琴ことのほうを向き、

「――しばらくはこっちにいるといい」

「…………う」

　くしゃり、と顔を歪ゆがませる奈な月つき。

　こちらを見上げる彼女に真琴は苦笑して、

「だってさ。よろしくね、奈月」

「うう……わあああぁぁ――」

　大きな月の下で。

　彼女はこれまでたまっていた想おもいをすべて吐き出すように、泣き声を上げた。



    

  
    
      
エピローグ





「ん……」

　カーテンの隙すき間まからさし込む明かりに真琴は目を覚ました。

　昨日の夜は寝るのが遅かったので寝不足気味だ。

　しかし、チェックアウトの時間も決まっているし、あまり遅くまで寝ていられない。

　真琴は布団から出る。

　そうだった、と昨夜の出来事を思い出す。

　今日から自分は女なのだ。

　それも、人間ではなくサキュバス。

　これからどんな人生になるのかちょっと想像がつかない。

　それでも、自分で選択したことなのだから、後悔したくはない。

　とりあえず、顔を洗おう。

　男でも女でも朝起きてやることは変わらない。

（あ、でも髪の手入れとかしなきゃいけないのかぁ……）

　ちょっと面倒くさい。

　そういったもろもろのことは、これから学んでいかなければいけない。

　やっぱり奈な月つきに教えてもらうことになるのだろうか……。

（…………）

　気恥ずかしいというか、なんというか、よくわからない気持ちになりながら立ち上がって、ふと違和感が。

「……あれ？」

　髪が、軽い。

　女になった真ま琴ことの髪は、腰までとどくほどの長さだ。

　なのに、起き上がったときに身体からだにまとわりつきもしなければ、顔にかかったりもしない。

　違和感はそれだけじゃなかった。

　浴衣ゆかたのなかに胸がない。

　自分で見てもちょっと恥ずかしくなるサイズのあの胸が、きれいさっぱりなくなっていた。

　腕や脚の細さはそれほど変わらないが、それでも少し男っぽくなっている気がする。

　真琴はおそるおそる股またに手をのばす。男だったらあるべきはずのものは――

「――あった」

　そして、決定的なことに。

　真琴の真正面の壁にある鏡。

　そこに映る姿はまぎれもなく、男だった。

「なん、で……？」

　疑問を口にする。

　もちろんわかるはずがない。

　なにがどうなっているのか。

　わからないけれど、真琴は男に戻っていた。

　頬ほおをつねる。痛い。夢ではない。

「わ、な、なな、奈月っ」

　真琴は思わず、となりの布団で眠っている奈月を揺り起こす。

　向かいの部屋には鈴音すずのねと実み央おが寝ていたので、こっちの部屋で寝ることにしたのだ。

「ん……？　なに？」

　眉まゆ根ねをひそめながら目を開ける奈月。

　目をこすりながら身を起こし、こちらを見て――目を丸くする。

「…………え？」

「戻った！　戻ったぞ！　なんでか知らないけど、男に戻ってた！」

「あ…………」

　真ま琴ことは奈な月つきの肩をつかんでゆすった。

　奈月は唖あ然ぜんとした顔で真琴を見ている。

　その表情が、笑みになって。

　すぐに目に涙が溢あふれて。

　また笑みに戻って、それから――

　怪け訝げんそうな表情に変わった。

「どうした奈つ――」

　と問いかけようとしたところで真琴は固まった。

　寝るときの着かたが悪かったのか。

　それとも、いま真琴がガクガク揺すったのがいけなかったのか。

　奈月の浴衣ゆかたが思いっきりはだけて、白い肌があらわになっていた。

　なかにつけたブラは、なんか布面積が少なくてフリルの多い、どこかで見たことのあるデザインのような……。

「男に戻ったんだったら……」

　ブルブルと奈月の肩が震える。

　怪訝そうな表情はすぐに怒りのそれに変わった。

　顔が真っ赤に染まる。

　危機を感じた真琴が離れたときにはもう遅かった。

「……さっさとでてけぇっ!!」

　パンチと、キックと、それから枕まくらや座イスの投とう擲てきをくらいながら、真琴は部屋から逃げ出したのだった。



「貴様、いつの間に精せい気き玉だまを集めていたのだ？」

　奈月に追い出された廊下で。

　怪訝そうな顔でフェレスが訊きいてきた。

「貴様が寝入ったあとだ。妙な感じがするので見てみれば、貴様の身体からだに余分な霊力がくすぶっているのがわかった。人間に戻せる程度の量は充分にあったので、こうして元に戻してやったというわけだ。感謝しろ」

　そんな説明を聞いて、思い出す。

　昨日の温泉での出来事。

　鈴音すずのねと奈月と実み央おの性せい癖へきを解放してしまい、ひどい目に遭った。

　考えるまでもなく、精気玉を手に入れていたとすればあのときだ。

　あの場ではモミクチャにされていて精気玉どころではなかったし、三人からはついこの前精せい気き玉だまを収集したばかりだったから、てっきりなにも集められなかったのだと思っていた。

　……そのあたりを詳しく考えるとアレな結論になりそうなので気にしないとして。

　ともかく、真ま琴ことは運良く男に戻ることができたのだ。

「……なあ」

「なんだ？」

「お前にしたら、人間に戻さないほうがよかったんじゃないのか？」

　あれだけ手を変え品を変え真琴を眷けん属ぞくにしようとしていたのに。

　そう問うと、フェレスはちょっとだけ頬ほおをふくらませて真琴から視線をそらした。

「…………それでは不公平であろうが」

「フェレス……」

　真琴は一瞬あっけに取られ、すぐに苦笑した。

「……ありがとう」

「な、なんだっ。礼を言われるすじあいなどないぞ」

「気にすんなよ。オレが言いたかっただけだ」

「…………ふん、勝手にしろ」

　ささやくような声でそう言ったあと、フェレスは真琴に向き直って指をさしてきた。

「そ、それより、勘違いするなよ。我われは貴様を眷属にするのをあきらめたわけではないのだからな。近いうちに必ず首を縦に振らせてやるから覚悟しろ」

「わかったよ。楽しみにしてる」

　真琴は、やっぱり苦笑してそう答えた。



　そんな感じで。

　不運まみれの温泉旅行は幕を下ろした。

　全体的に結果だけ見れば、まあそこまでひどくはないかも……と思えなくもない。

　奈な月つきには正体がバレてしまったけれど、その分仲直りはできた。

　鈴音すずのねとのギクシャクした関係もようやく一段落。

　明日からは、多少ストレスの少ない生活を送れるかもしれない。

　そんな期待を胸に、真琴は帰路についたのだった。
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　そして翌日、月曜日。

　昼休み。

　真ま琴ことは屋上で昼食の弁当を食べていた。

　となりには、なぜか奈な月つきがいる。

　さっき、真琴が家に忘れた弁当を届けにきたのだが、そのままここまで連れてこられたのだった。

（オレが届けてやったときは、学校で話しかけるなとか言ってなかったっけ……？）

　釈然としないものを感じつつ、真琴は弁当を口に運ぶ。

　奈月も黙々と料理を消費していくだけで、さっきから一言もしゃべらない。

　沈黙が気まずい。

　やがて、ふたりとも食べ終わって、弁当箱を閉じる。

「あの、さ……」

　と、奈月がようやく口を開いた。

「なんだよ？」

「その……もうやめない？　ケンカするの」

「え……」

　突然の提案に、真琴はあぜんとする。

　奈月はさっと立ち上がって、屋上の出口へと歩き出す。

「なんていうかさ――私の目的、達成したから。ケンカする意味、なくなっちゃったからさ」

　奈月の目的。

　真琴とケンカし続けていた意味。

「それって……」

「うん、」

　くるり。

　こちらに振り向いた奈月は、笑顔。

　それは思わず息を飲むほどに魅力的で。

　真琴は初めて、自分をうらやましいと言ってくる男子の気持ちが理解できた。

　そして、奈月は、



「お兄ちゃん、最高に男らしかったよ」



「…………っ！」

「じゃぁね！」

　驚きに言葉を返せないでいる真琴にそう言って、奈月は屋上を立ち去った。

　真琴は弁当箱を手に、それを呆ぼう然ぜんと見送るしかない。

　屋上にひとりになると、途端にいまのが夢かなんかだったような気がしてくる。

　真ま琴ことは思わず自分のほおをつねる。痛い。

「夢じゃ……ない、のか……」

　思わずそうつぶやいていた。

　信じられない。

　信じられないけれど、しかし。

「へ、へへ……」

　真琴は口元が緩むのを止められなかった。

　どうやら。

　不運の連続はようやく終わりをむかえたらしい。

　これからは幸運の日々が始まるのか。

　それはちょっとわからないけど。

　少なくとも、悪夢はもうこれ以上続かないだろう。

　真琴は弁当箱を手に立ち上がった。

　と。

　そこへ、突然。



    

  
    
      



    

  
    
      「おい、しもべ」



　床をすり抜けて、突然フェレスが現れた。

「なっ……なんだいきなり――んぐ」

　有う無むを言わせず口づけをされ、真ま琴ことはサキュバスに。

　学ランから女子ブレザー姿に変わってしまった真琴は、正面でニヤニヤと笑っているフェレスに怒鳴る。

「なにするんだよ！」

「いや、ヒマなので学校を散歩していたら、貴様に告白したいという男がいてな。前に我われとリリスが見学に来たときに、サキュバスになった貴様と我が会話をしているところを偶然見ていたらしい。それで連れてきてほしいと頼まれたのだ」

「一体どこからツッコめばいいんだ……」

　頭が痛くなってくる。

「っていうか引き受けるなよそんなの！」

「さすがに衆目のあるなかで土下座までされたら断れぬであろうが」

「そこまでかよ……って言うか、だれなんだソイツは」

「貴様の友人だぞ。たしか覧らん太たとかいう」

「は…………？」

　いやいやいや。

　なんだそれ。おかしいおかしい。

「だってアイツ彼女いるって……」

「それはウソらしい」

「……いや、でも、ふたりでデートしてるのを見かけたって話を」

「それは姉だそうだ」

「…………」

「いいから来い。せっかくだから話を聞くだけ聞いてやれ」

「冗談じゃない！」

　フェレスが背中を押してくるのに真琴は抵抗する。

　なんで友人に告白などされなきゃいけないのだ。

　と。

　そこへ、屋上への扉が開いて、奈な月つきがふたたび姿を現した。

　真琴を見つけると、なんだかものすごく不機嫌そうな表情でこっちへ向かってくる。

「な、奈月？」

「やっぱり。廊下でフェレスちゃんを見かけたからまさかと思ったら……」

　言いながら、カラスに荒らされたあとのゴミステーションでも見るような目で真ま琴ことを見てくる奈な月つき。

「なんで学校で女になってるのよ。アンタ実は、女になるの結構楽しんでるんじゃないでしょうね」

「んなっ!?　そんなわけねーだろっ！　これはフェレスがムリヤリ――」

「はんっ、どーだか」

　まるで信用していない顔の奈月。

　なんだなんだ。

　さっきの、ちょっといい雰囲気はどこに行ったのだろう。

　そこへ。

「クスクス、楽しそうね、兼かね田だ真琴さん？」

「ルル!?」

　いつの間にか、屋上にもうひとり。

　海のように深い青色の目が、笑みを浮かべこちらを見ている。

　左サイドでリボンでしばったブロンドヘア。白い肌を惜しげもなくさらした露出度の高い服。

　こちらに向かって歩を進めるたびに、カツカツとブーツの音が響く。

　フェレスやリリスと同じ悪魔界の住人、ベルゼブル・グラー。

　ルルだった。

「……いまさらなんの用だ？」

　真琴は奈月をかばうように彼女の前に立つ。

　ルルは、前に奈月をさらって――殺そうとしたのだ。

　フェレスも警戒して緊迫した空気を漂わせる。

　ひとり、ルルにさらわれたときの記憶がない奈月だけが、不思議そうな顔だ。

　ルルは余裕ぶった態度を崩さない。

　嫣えん然ぜんとした笑みを真琴に向けたまま、

「忘れたの？　私はあなたにひどい屈辱を味わわされているのよ。その右手で、欲望を解放されて、ね」

「あ……」

　思い出した。

　と、後ろから奈月が。

「アンタ……」

「ま、待って！　たしかにアイツの言うとおりだけど、それはお前を助けるため――」

「クスクス、あのときのあなたは、激しかったわよね」

「…………へぇ」

「誤解だ！」

　たしかに激しく叫んだりはしてたけど！

　ルルは笑みを浮かべ、一歩二歩と真ま琴ことに近づいてくる。

「だから、その屈辱を晴らしに来たのよ。あなたに地獄のような快楽を、悪魔のような悦楽を味わってもらうためにね」

「へーほーふぅーん……そういう趣味だったんだ……」

「だから誤解だって！」

　背後の奈な月つきに声を上げながら、真琴はどうするべきか考える。

　ここから逃げ出したら、ルルは追ってくる。

　できればここで撃退したいけれど、どうすればそんなことができるだろう。

　と。

「そこまでだ、ベルゼブル」

　フェレスがルルの前に立ちはだかった。

　心配するな、というように真琴にうなずきかけてくる。

「フェレス……」

「ここは我われに任せろ。貴様はさっさと覧らん太たの告白を聞きに行ってこい」

「ばっ……てめ！」

　なんてタイミングでなんてことを言いやがる。

「へぇ……サキュバスになるの嫌がってたわりに、楽しんでるのね」

　目を三日月みたいに細めて笑みを浮かべ、こちらを見てくるルル。

　そして背後からは、

「覧太――ってアンタの友達よね？　告白、されに行くんだ？　ふぅん……」

「待て奈月！　べつにオレが望んだわけじゃ……」

「おい、しもべ。早く行け」

「行かねえよ！」

　あーもーなんだってんだ。

　ストレスの少ない生活。

　そんなものを期待していた自分がバカだった。

　全然変わってない。

　というか、前より悪化している気がする。

　マトモな学校生活。

　そんなものは、サキュバスにされた時点であきらめるべきなんだろうか。

「うう……」

　真ま琴ことは、自分の姿を改めて見下ろす。

　どう見ても女だ。

　真琴は、なにもかも投げ出したい気持ちになりながら声を上げる。

　やっぱり、どう考えても自分は、



「ツイてない！」





おわり



    

  
    
      
あとがき



　さすがにもうはじめましての方はいらっしゃらない……え、いる？　はじめましてー！　前巻からお付き合いいただいている方にはお久しぶりです。三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　この前、ある知り合いの作家さんに著者近影をカピバラと間違われました。ツッコむ前に、アレをどんなふうに見たらカピバラに見えるのかわからず、ツッコむタイミングがつかめませんでした。



　このたびは『ツイてない！３　～悪魔姉妹と義妹のオモイ～』を手にとっていただきありがとうございます。

　今巻は温泉回です。

　みんなで温泉に行きます。

　温泉といえば裸です。全裸です。ふと気になって数えてみたら、真ま琴ことが全裸の状態になっているシーンが、本文全体の20％以上ありました。五分の一です。なにやってるんでしょう。ちゃんとストーリーが進んでいるのか不安です。

　その他ほかの女子陣もひとり残らず全裸になってます。ちゃんと話が存在しているのか不安です。ひょっとしたらみんなで温泉に入っているだけでなにも起きていないかもしれません。

　これまでと同じく、サクっとスパっと気楽に楽しんでいただければ……！



　今回も、みけおう先生がたまらないイラストを描かいてくださいました。あのシーンとかあのシーンとかは、イラストが見たくて書いたようなものです。嬉うれしい限り。本当にごちそうさ……ありがとうございました！

　担当のＩ様、Ｋ様にはありとあらゆる方面に渡ってご指導をいただきました。今のところこちらから返せているのが迷惑しかない気がします。ごめんなさいごめんなさい。

　他にも、編集長三み坂さか様、校正、装丁、営業の担当様、書店の方々……数えきれないほどたくさんの皆様に尽きない感謝を。ありがとうございます。



　そして読者の皆様。

　ここまでお付き合い下さり本当にありがとうございます。ご満足いただける結末となっていれば幸いです。

　また近いうちにお会いできますように！





三門鉄狼
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　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　猫をかぶる著者。
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　　北海道出身のイラストレーター。ゲーム原画「キスと魔王と紅茶」「リリカルＤＳ」「リリカル♪りりっく」（ま～まれぇど）「なないろ航路」（Journey）「ＦＥＳＴＡ!!」（LASS）など。夢は猫とあざらしとカピバラを一緒に飼うこと。趣味はルース（裸石）集め。色々な入浴剤や石鹸をためすのに凝っている。



    

  
    
      ツイてない！３
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